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「ランタ！　あんまり遠くに行きすぎるな……！」

　ハルヒロはランタにそう声をかけて注意をうながしながらも、モグゾーと斬きり結んでいるコボルド・親方フオアマンの背後について隙すきをうかがっていた。

　いや、隙はあるのだ。けっこうある。

　さっきも。今だって。いける。やれる。

　フォアマンは尻尾しつぽを振って前後左右に激しく動いているが、癖はもうつかんでいるし、モグゾーがこう攻めたらフォアマンはこう受けるだろう、次はこう出るだろう、そうじゃなければこうだという具合に、だいたい予測がつく。背面打突バツクスタブでも、蜘蛛殺しスパイダーでも、決められる。自信はある。

　それなのに、ハルヒロはフォアマンとの距離を詰めない。

　違うからだ。

　ハルヒロの狙ねらいは別のところにある。

　見えないかな、と思っている。――あの線。

　ぼんやりと、微かすかに、仄ほのかに光る、線。

　あれが見えてくれれば。

『あんたが見た線ってのは、経験を積めば誰だれでも一度や二度は見る――というか、感じとる、といったほうが正しいかね』と盗賊ギルドのバルバラ先生は言っていた。『――見えたり見えなかったりだね。集中できてれば見えるってものでもないし』と。

『悪くない兆候だね』ともバルバラ先生は言っていた。『ただし、勘違いしちゃいけないよ。それは特別なことじゃないんだ』と釘くぎを刺されもした。

　経験を積めば、誰でも一度や二度は見る。

　でも、ハルヒロはそれなりの回数、あの線を見た。死の斑まだら、デッドスポットを倒したときだって――いや、あのときの線はもっとはっきりしていた。もしあの線が見えなければ、ハルヒロはデッドスポットをしとめることなんてできなかった。デッドスポットはハルヒロを振りきって、仲間たちに襲いかかっていたかもしれない。そうしたら、犠牲者が出ていたかもしれない。誰かが死んでいたかもしれない。

　ハルヒロは――ハルヒロたちは、あの線に救われたのだ。

　もし、あの線が見えたのが、単なる偶然にすぎないとしたら。

　たまたま、ちょうど、あのとき見えてしまった。それだけのことだったとしたら。

　運がよかった、ということになる。ハルヒロはツイていた。もしツキがなかったら、みんな死んでいたかもしれない。

　ただ運がよかっただけ、とは考えたくない――のかな……？

　ハルヒロにも正直よくわからないのだが、線が見えれば、と思っていることは間違いない。あの線が見たい。

　できれば、自由自在に見たい。

　好きなときに好きなだけ、あの線を見ることができるようになれば――もしかして、わりと無敵なんじゃ……？

　べつに無敵になりたいとか、そういうわけじゃないんだけど。でも、強くなれれば。いざというときに、勝負を決定づけられるような力が自分にあれば。

「どぅもーっ……！」

　線、線、線、線、線のことばかり考えている間に、モグゾーが通称・どうも斬、正式名称・憤怒の一撃レイジブロー、力いっぱい斜めに斬り下ろす渾こん身しんの斬ざん撃げきをフォアマンに浴びせた。モグゾーの剣はフォアマンの肩口から十五センチか二十センチほどもめりこんだ。フォアマンが着ている鎖帷子くさりかたびらなんてまったく問題にならない。すごい馬ば鹿か力ぢからだ。でも、それだけじゃない。剣だ。

　ぶった斬りの剣。ザ・チョッパー。

　みんなで話しあって、最終的にランタのアイディアが採用され、命名された。

　長さは一・二メートルくらいだからさほどでもないが、やたらと分厚い。鍔つばはついているものの、印象としては巨大な出刃包丁だ。

　もとの持ち主は、あのデッドスポット。

　よくあんなもの使いこなせるよな。

「ふん……！」

　モグゾーはフォアマンを蹴け倒たおした。間髪を容いれず、ぶった斬りの剣をフォアマンの頭に叩たたきつける。ぐしゃっと割れた。

「次……っ！」

　なんか、頼もしい。

　感じ入っていたら、メリイに「ハル！」と名を呼ばれた。

「え!?　な、何……!?」

「何じゃねーだろ……！」

　ランタに言われたくない。だけどまあ、言われてもしょうがないか。

　ハルヒロたちは最近、サイリン鉱山三層、コボルドワーカーたちの居住区で、主にエルダーコボルドのフォアマンに狙いを定めて狩りをしている。フォアマンのお守りタリスマンは、当たり外れがあるとはいえ高く売れることもあるし、デッドスポット亡き今、三層あたりならそう危険はない。コンスタントに稼ぐにはいい狩り場だ。

　とはいえ、ここはあくまで敵対種族コボルドの根拠地だから、危なくないわけじゃない。というか、油断したら手痛いしっぺ返しを食らう。

　モグゾーがフォアマンを倒して、残りは子分フオロワが二匹。フォロワＡはランタが引きつけていて、もう一匹のフォロワＢはユメとメリイにボコられている。手強いフォアマンが片づいたので楽勝パターンだと安易に考えてしまうと、こういうことが起こったりするのが世の常だ。

　別のフォアマンが三匹の子豚ならぬ子分を引き連れて、わっほわっほと向こうからやってくるではないか。

「六……」とっさに足し算して呟つぶやいたら、ユメとメリイが相手をしていたフォロワＢにモグゾーがぶった斬りの剣を「どぅもーっ……！」とぶちこんで倒してしまった。

「――あ。五」

「つぁらぁ……っ！」

　ランタがフォロワＡと鍔迫り合いバインドになった――と思ったら、ギャシッと撥はねのけた。

　新しく覚えた暗黒闘法のスキル、赫怒払リジエクト。肉薄してきた相手を剣で押しやって距離をとるという、地味といえば地味なスキルだ。ランタのくせに、よくあんなの習得する気になったよな。

　ただ、赫怒払リジエクトから別のスキルに繋つなげれば、いい具合に連続技コンボが完成する。

「憤慨突アンガーァァ……！」

　フォロワＡを間合いの外に押しだしてから、踏みこんで喉のど元もとに突きを見舞う。

　不覚だ。

　今、一瞬、ハルヒロはランタのことをかっこいいと思ってしまった。

　ランタはスキルを覚えただけじゃなくて、前に愛用していたバケツ型の兜かぶとがだめになってしまったから、バシネットというバイザー付きの兜を買った。中古で黒ずんでいるが、そのへんがまた暗黒騎士のオレ様にふさわしいとか馬鹿なことを考えているのだろう。でも実際、なんとなく暗黒騎士っぽくて、微妙にかっこよくなくもない。

「――ていうか、四……！」ハルヒロは慌てて指示を出す。一応、リーダーだし。「モグゾーはフォアマンを！　ランタ、フォロワを一匹頼む！　できるだけ早く倒せ！　あとの二匹はとりあえずおれとユメで……！」

「ぬもーっ！」モグゾーがフォアマンに突っこんでいって、鍔迫り合いバインドになった。巻撃ウインドで怯ひるませ、押して押して押しまくる。

「憎悪斬ヘイトレツドォォ……ッ！」ランタはフォロワＣに飛びかかって、初太刀はかわされたが、立てつづけに攻撃を繰りだしてやっぱり押している。

　フォロワＤに真正面から突進していったユメは、相手がシャベルを振りおろすと、「うにゃあっ！」と低くとんぼ返りをしてこれをかわした。覚えたての飯い綱づな返がえり。剣けん鉈なた術のスキルだ。剣鉈とは直接関係ないような気もするけど。びっくりした様子のフォロワＤに、ユメが詰めよる。刈り払いから斜め十字の連続技コンボ。フォロワＤはたじろいでいる。

「おれだって……！」

　華々しく活躍したい――わけでもないし、がっぷり四つの展開は盗賊の得意とするところじゃない。フォロワＥがシャベルで打ちかかってくる。柄まで金属でできていて、穴掘りだけじゃなく武器としても使える頑丈なシャベルだ。ハルヒロはそれを、ダガーで弾はじく。蠅叩スワツト。蠅叩スワツト。蠅叩スワツト。蠅叩スワツトは基本的に防御のためのスキルだが、チャンスさえあればこんなこともできる。

　フォロワＥが大振りしたシャベルを、あえて蠅叩スワツトせずによける。フォロワＥはやばいと思ったのか、素早くシャベルを引き戻して、今度はコンパクトに振りまわした。威力よりも速度を重視したスイングだ。

「っ……！」

　ハルヒロは蠅叩スワツトした。強めに、シャベルをフォロワＥの身体からだの外側へ押しだすように。

　結果、隙ができた。

　すかさず懐に入りこんで、左手と右腕で、フォロワＥの右腕をとらえる。肘ひじを極きめられて「ぎゃんっ」と鳴いたフォロワＥに足払いをかけ、転倒させた。

　バルバラ先生に教えてもらった――というか、いつものように身体に叩きこまれた喧けん嘩か殺法のスキル、腕捕アレスト。

　決まるとなかなか気持ちいいが、派手ではないんだよなあ。

　ハルヒロは転んだフォロワＥの顎あごを思いっきり踏み抜いた。コボルドの頭部は犬に似ていて、咬かむ力は強いが、顎の耐久性自体は決して高くない。とくに横からの衝撃に弱い。フォロワＥは気絶したか、それに近い状態に陥った。

「オーム・レル・エクト・パラム・ダーシュ……！」シホルの杖つえの先端から黒い毬まり藻もみたいな影のエレメンタルが放たれ、螺ら旋せんを描いて飛んでゆく。「ユメ……！」

「ほにゃっ！」とユメがしゃがむと、その頭上を影のエレメンタルが飛び越していって、フォロワＤを直撃した。影のエレメンタルはフォロワＤの鼻や耳、口から体内に入りこむ。途端にフォロワＤは惚ほうけたように棒立ちになった。

　攪乱のシヤドーコ幻影ンプレクス。

　もっと攻撃力が欲しいとか言っていたわりに、シホルが新しく習得した影魔法ダーシユマジツクは、対象の脳に作用して惑乱させる魔法だった。深い眠りへと誘う睡魔の幻影スリーピーシヤドーにちょっと似ているが、攪乱のシヤドーコ幻影ンプレクスは身構えている相手や昂こう揚ようしている相手にも効きやすいらしい。シホルらしい選択といえばそんな感じがするし、有用なことは有用だ。

　ユメが目の前にいるのに、フォロワＤは突然、シャベルを放り投げて頭を抱えた。

「うにゃにゃにゃにゃあーっ……！」

　ユメが剣鉈でフォロワＤを滅多打ちにする。フォロワＤは正気づいたようだが、時すでに遅しだ。あれだけめたくそに斬られたら、とても挽ばん回かいできないだろう。

「くぉら……っ！」

　ランタが赫怒払リジエクトで突き放して憤慨突アンガーでしとめる、このごろ多用しまくりの連続技コンボでフォロワＣを沈めた。

「ぬん……っ」

　モグゾーはフォアマン相手に苦戦しているのか。いや。そうじゃない。今、フォアマンの剣がモグゾーの左腕をとらえたが、あれはきっとわざとだ。モグゾーは手て頃ごろな板ばん金きん鎧よろいの腰当てと腕当てを購入し、甲かつ冑ちゆう鍛か冶じにサイズ直しをしてもらって装着している。重装式戦闘術のスキルも一つ、覚えた。

　フォアマンの剣が、モグゾーの左腕の装甲にガーンッと大きく弾かれた。普通の弾かれ方じゃない。

　鋼返しスチルガード。

　戦士じゃないハルヒロにはよくわからないが、防具と特別な力の入れ方の合わせ技で敵の攻撃を撥ね返すスキルなんだとか。

　ちなみに、ハルヒロたちはメリイが習得した光魔法、光の護法プロテクシヨンによって身体能力や様々な抵抗力、自然治癒力が向上している。光明神ルミアリスのシンボルである六ろく芒ぼうと関係があるのか、一度に六人まで、三十分間ほど効果が持続する光の護法プロテクシヨンをかけてもらうと、左手首に光る六芒が浮かび、明らかに身体が軽く感じられて、すこぶる調子がいい。

　そのおかげもあるのかどうか、モグゾーは豪快に決めた。

　もちろん、あれだ。

「どぅもーっ……！」

　もはや定番というか鉄板、威力、安定感ともに抜群のどうも斬。

　剣が弾かれて体勢を崩しかけたフォアマンの肩口に、モグゾーのぶった斬りの剣が叩きこまれる。一匹目のフォアマンをやったときとほぼ同じだ。

　モグゾーはああ見えてけっこう器用なのだが、ランタみたいに変にかっこつけたり、小細工を弄ろうしたりしない。いい意味で愚直というか、基本に従って同じことを繰りかえすうちに、それがモグゾーの形として完成されつつある――なんて、そこまで言ってしまったらさすがに言いすぎかもしれないが、モグゾーのどうも斬が必殺技化していることは間違いない。

　当然、膂りよ力りよくとか、技の練度とか、あとは武器の質とか、要素はいろいろあるのだろうが、とにかくタイミングがいいのだ。ここぞというところで必ず出てくるどうも斬。拍手したくなる。しようかな。迷っているうちに、ユメが追いこんでいたフォロワＤをランタが後ろからぶちのめした。

「くらあぁっ！　悪徳ヴアイスゲェーッツ……！　ぬはははは……！」

「もおっ！　何するん！　ユメ、ちゃんと自分でできたのにいっ！」

「何だァ？　自分の手で殺したかったってかァ？　ハッ。ちっぱいもちっぱいの分際で、すっかり血に餓うえた狼のようだな！　おまえもスカルヘル様に帰依するか？　ンー？」

「するわけないやろっ。ユメは狩人かりゆうどやしっ。白しろ神がみのエルリヒちゃん大好きやしっ。ユメはただ、コボちんとパイマンしてたから、おんなとおとこの勝負だったし、最後までしたほうがよかったのとちがうかなあって思っただけ！　あと、ちっぱいゆうな！」

「――ユメ、パイマンじゃなくてタイマンね」ハルヒロは黙っていられなくて念のため、訂正してみたが、案の定、無視スルーされた。

「ちっぱいはどこまでいってもちっぱいなんだよ！　悔しかったらでかくしてみろ！」

「そんなんなあ、おっぱいどうやったらおっきくなるか、ユメ、わからないもん！」

「ああ!?　そりゃおまえ……」ランタは自分の胸を揉もむような仕し種ぐさをしてみせた。

　シホルが白い、あまりにも白すぎる目でランタを見た。「……セクハラ」

　メリイは小さくため息をついた。「最低」

「上等だ！」ランタは青筋を立てた。「セクハラ上等！　最低上等！　ばっちこいだっつーの！　そのくらいでオレが怯むと思うんじゃねえ！　こうなったらいっそのこと、最低のセクハラ大王になってやる……！」

「むー」ユメは自分の胸を揉むような仕種というか、本当に揉んだ。「もみもみしたら、おっぱいっておっきくなるん？　それやったら、そんなにむつかしくないなあ」

　モグゾーが「ぷふぅっ」と何かを噴きだした。

「ユ、ユメ……」シホルがユメの腕をつかんで止めた。「そ、そういうこと、人前でやるのは、ちょっと……」

「ほぇ？　誰だれもいないところでやったほうがいいん？」

「や、あの……そういう問題でもなくて……」

　ランタは「ヘッ」と吐き捨てた。「どうせ、揉むほどもねー残念なちっぱいなんだからよ。気にすることもねーだろ。カカカッ」

「もおっ！　ランタのばかぁっ！」

「馬鹿じゃねえ！　オレは最低のセクハラ大王だ！　ついさっき即位したばっかりだけどな！　苦しゅうない！　余を崇あがめエロォォォ！」

「開きなおるなよ……」

　ハルヒロはコボルドたちの亡なき骸がらをチェックしはじめた。装備だの何だのは重量に見あった値段がつかないので、回収するのはタリスマンだけでいい。

　しゃがんでフォロワの耳から慎重に耳飾りを外そうとしたら、ランタがすっ飛んできた。すぐ隣に転がっていた別のフォロワの鼻から、金色の鼻輪をビッと引っ剥ぱがす。だから、そういうがさつなところがいやなんだよ。他ほかにもいやなところはたくさんあるけど。ていうか、いやなところばっかりだけどさ。
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「あ？　何だよ」ランタはハルヒロを睨にらんだ。「なんか文句でもあんのか？」

「……べつに」

「オレはあるぞ」

「え？」

「ハルヒロ、おまえよ」ランタは金色の鼻輪を親指で弾いて、掌てのひらで受け止めた。「おまえ、勘違いしてんじゃねーのか」

「勘違い？　は……？　何それ」

「つまりだな、あれだ。おまえ、ヒーローになりてーとか思ってんじゃねーだろうな？」

「ヒーロー？」

　ランタだけに、たわけたことをぬかしている。最初はそう思った。

　でも、何げなくのみこんだその言葉が、胃の中で急速に重みを増してきた。ヒーロー。

　ヒーロー、なんて。

　そんなふうになりたいとか、考えたこともないし。ない――けど。

　ヒーローになりたいなんて本当に、これっぽっちも、まったく思っていない。ただ。

　ただ――なんていうか。

「さっき」と、ランタは声をひそめて言った。周りに聞かれないように、ひょっとして、気を遣っているのか。ランタなのに。「動きが変だったぞ、おまえ」

「……そんなことないよ」

「いーや。変だった。もっと言うとだな、おまえだけが変だった。ワンテンポ遅いっつーかな。違うか。そういうんでもねーな。あるか。ま、どっちでもいいけどな。おまえ、あれだろ。一発狙ねらってたんじゃねーのか」

　ハルヒロは微かすかに肩をすくめただけで、答えなかった。表情を変えないように努力したが、冷や汗をかいていた。

　まさしくそのとおりだったからだ。

　ランタのくせに、なんでわかったんだよ。

「おまえの柄じゃねーぞ、ハルヒロ？　ンー？　分相応ってヤツを知れー？　なー？」

　ランタに肩をバンバン叩たたかれた。よっぽどぶっ飛ばそうと思ったが、やめておいた。

　言っても無駄だから言わない。わかるのかよ。ランタ、おまえに。わからないだろうと思う。ランタなんかに、ハルヒロの気持ちは理解できない。

　ハルヒロは死にかけたのだ。自分の命と引き替えに、仲間を逃がそうとした。

　たしかに、仲間たちは助かったし、ハルヒロも死なずにすんだ。ついでに、デッドスポットまで討ちとってしまった。上々だ。

　結果は上々だったが、終わりよければすべてよし、とはいかない。

　だって、運がよかっただけなのだ。

　あのときたまたま、あの線が見えなければ、ハルヒロはデッドスポットを殺せなかった。でも、見えたんだからいいじゃないか。そんなふうに軽く考えるべきじゃない。

　もし次に似たようなことがあったら、また運を天に任せるのか。

　そうはいかないだろう。じゃあ、どうすれば？

　二つ、ある。

　一か八かみたいな、危険な状況に陥らないようにする。もちろん、そこは気をつけるつもりだ。

　そして、もう一つ。

　まぐれじゃなければいい。

　いつでもあの線が見えるようになればいいのだ。

　でも、あれはそういうものじゃない。バルバラ先生でさえ『見えたり見えなかったりだね。集中できてれば見えるってものでもないし』と言っていた。あてにはできない。頼りにするのは間違っている。わかってるんだけど。

　もしかしたら、とハルヒロは思っているのだろうか。

　じつは、あれはまぐれなんかじゃなくて、自分には才能があるのかもしれない、と。

　――そりゃあ、あったらいいけど。

「ハル？」

「え？」

　見ると、隣にメリイがしゃがんでいて驚いた。

「な、何？　え？　ど、どうかした……？」

「こっちの台詞せりふ」メリイはちょっとだけ笑った。「心配事？」

「いや――」

　ここがサイリン鉱山三層じゃなくて、周りにメリイ以外、誰もいなかったら、正直に打ち明けただろうか。

　それでもやっぱり、話せないかもしれない。

「なんでもないよ」

「そう。なら、いいけど」

　メリイはあまりいいとは思っていなさそうな顔をしていた。まるで悪いことでもしたように、ハルヒロの胸が鈍く痛んだ。

　なんか、理不尽だよな。こんなのって。
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　オルタナに戻って、戦利品を売っ払って、稼ぎを山分けして、飯を食って、我が愛いとしの義勇兵宿舎に帰ってきて、沐もく浴よくをして、部屋に引きとって、さあ、あとは寝るだけ――なのだが、そんな気にはちょっとなれなかった。

　部屋の壁掛けランプはもう消してある。そのランプと、干し草が敷きつめられた二段ベッドが二つ。それだけの部屋だ。

　そろそろおさらばして、もっといい部屋に寝泊まりしたい。今ならできなくはないのに、なかなか踏ん切りがつかない。

　ハルヒロは二段ベッドの上の段に身を横たえている。隣のベッドの下の段はモグゾーで、上の段はランタだ。

　四人部屋に、三人。

　最初は定員ちょうどの四人だった。

　ハルヒロは失った仲間の名をそっと呼ぼうとして、やめた。

　ベッドから下りると、モグゾーに「……ハルヒロくん？」と声をかけられた。「どうしたの？」

　ランタは軽く鼾いびきをかいている。眠っているようだ。

「ああ……うん」うまい答えが思いつかなくて、ハルヒロは言葉を濁した。「いや、べつにどうしたってこともないんだけどさ」

　言ってから、トイレに行くとでもごまかせばよかったのに、と後悔した。

「……どこか、行くの？」

「え？　行かないって。ただ……外の、風に……当たりに？」

　なんとなく浮かんだフレーズを口にしてみたら微妙に恥ずかしくなったが、モグゾーはそれ以上、食いさがってこなかった。

「……そっか」

「うん。モグゾー、眠いだろ。声が眠そうだし。寝たほうがいいよ。おやすみ」

「おやすみなさい」

　部屋をあとにして、本当に外の風に当たりに行くかどうか迷った。そうしてもいいのだが、とくに外に出たいわけでもない。もしモグゾーが話し相手になってくれていたら、部屋から出る必要さえなかった。

　相談に乗ってくれとモグゾーに頼めばよかったのか。

　できないよな。

　どうしてできないのか。説明できるような、できないような。ただ、モグゾーには話せない。

　モグゾーはいいやつなんだけど。口だって堅そうだし。だけどそういう問題じゃない。

　ハルヒロは宿舎一階の廊下の壁に背を預けてしゃがんだ。廊下には古びたランプがいくつか備えつけてあって、明るいというほどじゃないが、真っ暗ではない。

　モグゾー以外になら話せるのかっていうと、そういうことでもないし。たとえば、ランタは絶対、無理。ありえない。ユメに話したら、なんか異次元トークになって、わけわからなくなっちゃいそうだし。シホルは――うーん……考えてみたら、シホルとはそんなにじっくりしゃべったことないんだよな。シホルと一対一で話す状況が想像しづらい。

　メリイなら、きっとハルヒロの話に耳を傾けてくれる。

　でも、いいのかな。よくない気がする。これ以上、メリイに甘えたくない、弱みを見せたくない、かっこつけたい、という気持ちも正直あるのだが、それだけじゃなくて。

　メリイはあとからこのパーティに入ったので、負い目とは違うかもしれないが、気負いというか、パーティに貢献しないと的なところが、やっぱりあるんじゃないかと思える。そのへんを利用しているみたいで気が引けるっていうか。思いすごしかな。

　だいたい、何をそんなに悩むことがあるのか。

　絶体絶命の危機を運よく切り抜けて、それなりにうまくやっている。たしかに、運が悪かったら全滅していた。だけどあのタイミングでデッドスポットに出くわしてしまったのは運が悪かったからだし、ハルヒロは運よくデッドスポットを殺せた。差し引きゼロだ。

　結局、ハルヒロはただ不満なだけなのかもしれない。

　自分はこんなにパーティのことを考えている。必死に、一生懸命、ああだこうだと頭を悩ませてる。それなのに、仲間たちはどうだ。ずいぶんお気楽じゃないか。新しいスキルを覚えて、装備を新調して、強くなった気になって。いや実際、強くなってきているのかもしれないが、そうはいってもハルヒロたちはまだ最下層の義勇兵だ。デッドスポットを殺して、暁連DAY BR隊EAKERSのケムリさんに一杯奢おごってもらったとか、得意になっている場合じゃない。あれは実力じゃなくて、あくまで運に恵まれただけなのだ。勘違いしちゃいけない。なんでそんなこともわからないんだよ。わかっているのはハルヒロだけなのか。これでいいのか。

　調子に乗ったら、危ないんだよ。

　必ずよくないことが起こる。

　みんな、身に染みてわかっているはずだ。

　それなのに。

「――あー……もう」

　ハルヒロは髪の毛を引っかきまわした。

　めんどくさくなってきた。

　ごちゃごちゃ考えたってどうなるわけでもない。みんながいいなら、それでいいか。

　立ちあがろうとしたら、物音が聞こえた。物音というか、足音だ。誰だれか歩いてくる。

　玄関のほうからだ。

　ランプの灯あかりに照らされて、姿が見えた。二人。どちらも女の子だ。ユメとシホルじゃない。新入りの義勇兵か。

　ハルヒロたちのあとに新しく見習い義勇兵になった者たちがいることは知っている。その中の二人だったか三人だったか、男性の見習い義勇兵とは沐浴の時間がニアミスしてちょっとだけ話をしたが、女の子とはまだ顔をあわせていない。

　部屋に戻ったほうがいいかな。

　でも、ハルヒロは動かなかった。相手が女の子だから？　かわいい子かどうかくらい、確認しておきたかったとか。あわよくば知りあいになって、仲よくなりたいとか。そんな下心なんてまったくなかったと言いきることはできないが、間違いなくあったと断言することもできない。

　まあ、ただなんとなく、だ。

　ハルヒロはそこにしゃがんだままでいた。彼女たちのほうは見ないようにした。かといって、下を向いているのもなんだかわざとらしい。ぼうっと見るともなく壁を見ている。そんなふうを装った。馬鹿みたいじゃね？　何やってんだろ。きっと、何あの人、とか思われてるんだろうな。二人の足どりにもそれが表れている。明らかに警戒されている。

　大丈夫っす、無害っすから、とハルヒロは胸のうちで念じた。何もしないって。行って行って。気にしないで。

　だったら、女の子たちが近づいてくる前に去ればよかったのだ。

　変だよな。自分の行動がいぶかしい。こういうこともあるかな。たまには。どうだろ。あるか。うん。

　女の子たちがハルヒロの前を通りすぎてゆく。

　――と、一人が立ち止まった。

　なんか。

　あれ？

　見られてる……ような？

　ハルヒロは顔を上げて女の子たちのほうに目をやった。気のせいじゃなかった。

　ボブカットの女の子が、大きな目でハルヒロをじっと見つめている。

　今にもこぼれ落ちそうな、本当に大きな目だ。

　目の下にちょっと隈くまができている。

　拗すねたような唇がいかにも気難しそうで、近寄りがたい印象を受ける。その一方で、妙に気になった。

　――ていうか、この子、なんでそんなにこっち見てるんだろ……？

「チョコ？」と、もう一人の、背の高いショートカットの女の子が、ボブカットの女の子の肩をさわった。「どうかしたの？」

「え――」

　思わず声を出したのは、ボブカットの女の子じゃない。ハルヒロだった。

「……チョコ？」

　チョコ。

　――チョコ、だって？

「はい？」とボブカットの女の子が首をかしげた。




　ぼんやりと光る大きな箱みたいな物の前にしゃがんでいた。

　隣に誰かが立っていた。ボブカットの女の子だ。

　――チョコ。

　ボブカットの女の子をそう呼んだ。




　……何だ？

　今の。

　思いだして……？　思いだした？　わからない。でも。チョコ。
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　チョコ。

　その名前だけは覚えている。名前だけ？　違う。そうじゃない。

　あの大きな目。少し隈ができている。拗ねたような唇。髪型。ボブカット。

　彼女を知っている。

「あの、さ」

　だけど何て言えばいいんだ？

　おれのこと、知らない？　とか？　知っていたら、相手だってそれ相応の態度をとるだろう。知りあい同士の再会という雰囲気じゃない。でも、彼女はハルヒロを見ていた。みんなグリムガルにくる前のことは忘れてしまっている。彼女も同じように忘れているのだが、何か引っかかるものがあるとか。ハルヒロみたいに。だとしたら。

　ショートカットの女の子が彼女とハルヒロの間に割りこんできた。「……ここにいるってことは、あなたも義勇兵ですよね？　何か用ですか？」

「いや、用っていうか」

「じゃあ、失礼します」

「あ……うん」

「行こう、チョコ」

「うん」

　二人は足早に立ち去った。

　途中、彼女が一度、振り返った。

　目があった。

　でも、彼女はすぐ前に向きなおった。

　きもい、とか思われたかな。

　だとしたら、軽くショックだ。軽く、じゃない。かなりショックかもしれない。

「……チョコ」

　呟つぶやいて、これ聞かれたら余計にきもがられるよな、と思った。

　あのチョコなのか。

「偶然……だよな」
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「――ぅぅぅぅぅぅぉぉぉぉ起ぉぉぉぉぉぉぉきろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉい……っ！」

「ぐへっ!?」

　何!?　何が起こった!?　事件？　事故？　天災？　人災？

　エルボーだった。

　クソ馬鹿ランタの肘ひじが鳩尾みぞおちあたりに炸さく裂れつしたせいで、ハルヒロは叩たたき起こされたのだ。

「……なっ――何なんだよ、いきなり!?　ふざけんなよ、おまえ！　いいかげんにしろって、そういうの！　こっちにも我慢の限界ってのがあるんだからな……！」

「あぁー？　なァーに怒ってんだ、ハルヒロ？　オレはおまえがいつまでたってもグースカピースカ寝てやがってなかなか起きやがらねーもんだから、やさァーしく起こしてやっただけだろうが？」

「昨夜ちょっと寝つけなかったんだよ！　悪いか！」

「悪いから言ってんだろうが！」

「何がなんでどういうわけで悪いんだよ!?」

「オレが聞きつけてきたとっておきの情報を、せっかくいち早くお届けしてやろうと思ってんのに、のんきにグーグー眠ってやがるのが悪いっつってんだよ！」

「あ、あの、ランタくん……」

「うっせえ！　モグゾー！　おまえは黙ってろ！　これはオレとハルヒロの問題だ！　この問題を片づけねーことには、オレもハルヒロも前には進めねーんだよ！　つまり、男と男のケジメってやつだ！　おい、ハルヒロォッ！　今こそつけるぞ、決着を！」

「……何の決着だよ」

「ああ!?　そりゃあれだろうが！　あれだっ！　ようするに……どれだ？」

「知るかよ」

　ハルヒロはため息をついて、身体からだを起こした。

　二段ベッドの上の段は、身動きするたびに軋きしむ。

　見上げれば、義勇兵宿舎のいつもの天井だ。

「――で」ハルヒロはしぶしぶランタのほうに顔を向けた。「とっておきの情報って？」

「それだ！」

　ランタはニヤリと笑った。

　とてつもなくむかつく表情だ。

　なぜニヤリとするだけでそこまで人をむかつかせることができるのか。これはもう一種の才能だ。

　もちろん最悪、最低の才能だ。

「おまえがいつもの時間に起きねーし、モグゾーはおまえが起きるまで待つとかぬかしやがるもんだから、オレはめっさ腹へってたし一人でパン屋に行ってきたわけよ。パン屋。わかる？　西町手前の安くておいしいパン屋タッタン。そうしたら、義勇兵が何人かいてだな。そのことについて話してたわけだ。だからそのことってのは何だって訊きてーとこだろ？　まあ待て。物事には順序とか順番とか段階ってもんがあるんだよ。男女交際なんかでもそうだろ？　ああ、ハルヒロには早ぇーか。おこちゃまだもんな、おまえは。当然、童貞だろうしな。もちろん、オレは違う。オレはハメハメ大王だからな。通称。経験者優遇。わかる？　オレの華麗なテクに女め豹ひようたちが狂喜乱舞ってこと」

「……とりあえず、いつまでおまえの与太話を聞いてればいいのかだけ教えてくれね？」

「与太話なんかじゃねーよ。オレの口からは真実しか生みだされねーよ。つまり、ファクトだよ」

「で、とっておきの情報って？」

「その前に、おまえ、下りろ。おまえごときを見上げてるみたいな形になってて、不愉快きわまりねーんだよ」

　二段ベッドといってもそう高いものじゃない。上の段でも、床に立っているランタの肩くらいの高さだ。それでも上の段で上体を起こしているハルヒロがランタを見おろす恰かつ好こうになっていて、気分がいいというほどじゃないが、悪くもない。

「やだ」

「いっぺん死ぬか？　おお？」

「……いちいちうぜーな」

「あん？　今、なんか言いやがったか？」

「言った言った。ランタって害虫みたいだよなって。あ。ごめん。違った。ランタって害虫だよなって言った」

「アホかっ！　オレは害虫どころか益虫だ！」

「虫でいいのかよ」

「あ……？」

　不毛な言いあいをするのもめんどくさくなって、ハルヒロは上の段から下りて、下の段の木枠に腰かけた。

「で？　とっておきの情報って？――って、いったい何回訊きけば、答えにたどりつけるんだよ……」

「楽しようとするんじゃねーよ。老後か！」

「は、ははは……」とモグゾーが笑うと、ランタはうれしそうに破顔した。

「わかってんな、モグゾー。ハルヒロと違っておまえはよォ。ギャグのツボってやつをな。ハルヒロはダメだ。なーんもわかってねえ。ユーモア・センスの欠片かけらもねークソだ！」

　ハルヒロはどんどん濁ってゆく心の透明度を高めるべく努めた。「で？　とっておきの情報って？」

「かぶせてくるねぇー。ハルヒロくぅーん」

「で？　とっておきの情報って？」

「おっ。まだきますかっ。がんばるじゃーん」

「早く！」ハルヒロはランタに飛びかかって首を絞めた。「言え！　いいかげん！　こっちが我慢してる間に！」

「がっ、我慢してねーだろうが……っ！　くっ、苦しっ、やめっ、殺す気かーっ！　わかった！　言う！　言うからっ！　な!?　兵団指令オーダーだよ！　兵団指令オーダー……！」

「オーダー……？」

　ハルヒロはモグゾーと顔を見あわせた。

　モグゾーの腹が、ぎゅるるるるる、と鳴った。モグゾーの顔が真っ赤になった。「あ。ご、ごめん。ぼく、おなかがすいて……」

「いや、謝ることないだろ。腹がへるのはしかたないことだし。ほら、ちょうどここにパンがあるから、食えば？」

「それはオレが買ってきたやつだろうがっ！　西町手前の安くておいしいパン屋タッタンで！　オレが買ってきたパンは、ぜーんぶオレんだ……！」

　ランタがケチなことを言うので、ハルヒロはモグゾーと一緒に朝食を調達しに行くことにした。一人置き去りにされるのはいやなのか、ランタはこれ見よがしにパンをつまみながらついてきて、道すがら兵団指令オーダーについて偉そうにもったいぶって解説してみせた。

　曰いわく、兵団指令オーダーというのは、オルタナ辺境軍義勇兵団レッドムーンが団所属の義勇兵たちに下す指令で、ただし、指令といいながらも強制ではない。受諾するかどうかは義勇兵が任意で決められる。もっとも、その指令に適任な者が特段の理由もなく受諾しない場合は、義勇兵の間で見下される傾向があるのだという。まあ、やれそうな指令なら黙って受けてチャチャッとこなしておくのが吉、ということか。

　もちろん、兵団指令オーダーを請け負うことには、もっとはっきりしたメリットもある。

　金だ。

　兵団指令オーダーには報酬として内うち金きんと後あと金きんが設定されていて、兵団指令オーダーを受諾した段階で内金を前払いしてもらえる。後金は成功報酬だ。

　なお、内金を懐に入れておきながら兵団指令オーダーに着手しなければ罰金を科され、とくに悪質と判断されると義勇兵団事務所への出頭を求められる。出頭しなければ、懸賞金をかけられて、賞金首になってしまうんだとか。

　ちなみに、賞金首捕獲の仕事も兵団指令オーダー扱いとなる。犯罪者や悪徳商人が賞金首になることもあって、こうした標的を狩ることを好む賞金稼ぎバウンテイハンター的な義勇兵も中にはいるらしい。

　兵団指令オーダーの報酬は、現金ではなくて辺境軍用手票――軍票と呼ばれる薄い銅製の割り符、ようするに手形で支払われる。軍票はヨロズ預かり商会で換金できるし、辺境軍及び義勇兵団と契約している商店などでは金として使えるようだ。

　ハルヒロとモグゾーは、職人街の近くにある屋台村でソルゾという麺めん物を食べることにした。

　屋台村は朝早くから職人たちで賑にぎわっていて、この時間帯なら北区の市場よりも活気がある。ソルゾは煮込み肉がぶちこまれたしょっぱいスープに小麦粉を練って作った黄色い麺が浸っているという料理で、最初はさしてうまいと思わなかったのだが、妙に懐かしくてたまに食べたくなる。食べているうちに癖になって、やけにおいしく感じられてくる。

　ハルヒロとモグゾーがふーふーしながら麺をずるずるやっていると、パンをぱくついていたランタも辛抱たまらなくなったようで、一杯注文した。

「――ごぉっえっへぇ……！　うんめえ……！　うんめえ、これ！　ソルゾ最高……！」

「いくらなんでも大おお袈げ裟さだろ……あと、鼻水出てるぞ、ランタ」

「そりゃ鼻水も出るわ！　ドバドバ出まくるわっ！　ハルヒロ！　おまえにはわかんねーのかよ！　このソルゾの最高さ具合が！」

「お、おいしいよね、ソルゾ」モグゾーはそう言いながら、早くも二杯目にとりかかっている。いや――、

「……モグゾー、もしかしてそれ二杯――じゃなくて、三杯目？」

「う、うん。なんか、食べやすいから、加速がついちゃうっていうか……」

「クハハハハ！　やるな、モグゾー！　さすがオレのライバル！　だが……ッ！　オレもいくぜ！　追撃の二杯目！　オヤジ！　追加頼まあ……！」

「あいよ！」

「いいけどさ……」

　ハルヒロはゆっくりと木のフォークで麺をすくって口に運んだ。たしかに、うまいことはうまい。でも、朝だ。そんなにガツガツ食べられない。胃がもたれるって。

「しっかしよお、モグゾー、これうめーけどよ。あれじゃねーか？　オレらでも作ろうとしたら作れんじゃねーか？　なあ？」

「え……あ、うん、や……それはどう、かな……？　スープとか、ちょっと……」

「いや、いけるって。こんなもん、あれだろ。鍋なべになんか適当に食材ぶっこんでな。煮ればいい感じの味に仕上がるだろ、きっと」

「いやあ……そんなに簡単なものじゃないと思う……よ？」

「そうかなあ。いけそうだけどなあ。何、入ってんだ、このスープ？」

「ええと、たぶん、鶏のガラとか……豚の脂身も入ってるかな。それと、野菜……タマネギと、にんじんも入ってるね」

「おっ？　よくわかんな、モグゾー。オレなんかさっぱりだぞ？」

「……それでよく作れるとか言うよな」とハルヒロは軽くツッコんでみたが、思ったとおりスルーされた。いいけど。べつに。

　モグゾーは椀わんに口をつけてスープを飲み、眉まゆをひそめた。「……うん。ニンニクと、あと、ショウガを足せば、もっと……ぐっとくる味になるかも」

「おお？　おおお!?　モグゾー、おまえ、いけるんじゃねーの？　一稼ぎしたら、オレと二人でソルゾの店でも出すか!?」

「あ、ははは……でも、ぼくたち、義勇兵だし……」

「バッカ、おまえ、気にすんじゃねーよ、そんなの！　金さえ稼げりゃあ、仕事なんて何だっていいんだよ。どうせ一生、斬きった張ったの世界でやってけるわけじゃねーんだし。いつかは引退してセカンドキャリアを築かなきゃならねーんだからな。わかるか？　セカンドキャリア。第二の、あれだ。何だ。えーと、第二の……キャリアだよ」

「そのまんまだろ」

「うっせっ、ハルヒロ。うっせっ。マジで。マジで。おまえは消えろ！　オレは今、モグゾーと大事な話をしてんだからな！　で、どうよ、モグゾー。オレとやらねーか。ソルゾショップ・ランタ＆モグゾー。儲もうけはオレが七でモグゾーが三……と言いてーとこだけど、折半でいい。今から研究して、そのときに備えんだよ。どうだ？　ン？」

「お店、か」モグゾーはまんざらでもなさそうな表情を浮かべた。「いいかもね。そういうのも。戦うよりは……なんていうか、楽しそうだし。考えておくよ」

「おうっ！　考えとけ！　超前向きにな！　稼ぐぞぉっ！　荒稼ぎすんぞぉっ！　チェーン店展開してな！　まずはオルタナ内に十店舗！　目標はグリムガル全土に千七百店舗だな！　オレとおまえならできる！　まっ、先の話だけどな！」ランタはソルゾのスープを麺ごとズズズッと口の中に流しこんで、プハーッ、と臭そうな息を吐いた。「――で！　いよいよ今回の兵団指令オーダーについてオレが語ってやろうと思うわけなんだが！　心の準備はいいか？　いいのか？　いいんだな？　この期に及んでダメとか言うんじゃねーぞ？」

「もう本格的にうざいから、さっさと話せよ……」

「ハァールヒロォーッ！　人のことうざいっつーおまえのほうが百倍！　否っ！　千倍、一万倍、いやいや五億倍はうぜーんだよ！　そこんとこ自覚しろコラァッ……！」

「はいはい」

「はいは百回！」

「は――って、一回じゃなくて百回かよ！　多いよ！」

「オレを舐なめるんじゃねえ！　そこで見事に裏をかくのがこのオレ！　ランタ様だ！」

「……モグゾーまで笑ってるし」

「ご、ごめん。なんか、今のはおもしろかったから……」

「モォォグゾォォーッ！　今のはってのはどういうことだぁっ！　オレは今にかぎらず、いつでも！　オールウェイズおもしれえ！　さすらいのおもしろキング・ランタマンとはオレのことだ！　百人に一人と言われるオレのおもしろセンスを疑うような言動は、いくら未来のビジネスパートナーでも許さねーぞ！」

「百人に一人って、そこまですごくないような気がするんだけど」

「ハァールヒィーロくん？」

「……何だよ、その呼び方。薄気味悪い」

「オレは百万人に一人って言おうとしたんだけどたまたま百人に一人って言い間違えただけなんですぅー。わっかりましたかぁー？」

「それならそれでいいから、兵団指令オーダーの話をしろって。ぜんぜん進まないし」

「おまえのせいだろうがっ！」

「逆ギレすんなよ……」

「順ギレだぁっ！」

「いいから、話せっての！　何なんだよ、今回の兵団指令オーダーって！」

「むはははははっ！　聞いて驚くなよ!?」ランタは突然、立ちあがって両腕をくねらせ、右手と左手でそれぞれ――蛇？　か何かを形づくってみせた。「――これだぁ……っ！」

「……や、それじゃわかんねーし」

「双頭の蛇だっ！」ランタは右手の蛇を左手の蛇に向かってコンニチハさせた。「デッドヘッド監視砦とりで及びリバーサイド鉄骨要よう塞さい奪取作戦、暗号名〝双頭の蛇〟！　この作戦への参加が、何を隠そう今回の兵団指令オーダーなのだぁっ！　ま、リバーサイド側はもう締めきってるっつーか、そっちは上級者向けみてーだから、オレたちが加わるとしたらデッドヘッドのほうってことになるけどな。報酬は内金が二十シルバーで、後金が八十シルバー、あわせて一ゴールド！　金貨一枚！　一人頭、だぞ!?　すげーだろうが！」

　モグゾーが目を見開いて「おお……」と声をもらした。

「金貨一枚……」

　ハルヒロもそれはでかいと思った。同時に、大事な仲間を失ったあと、レンジが『見舞いだ。とっておけ』と言って放ってよこしたのが一枚の金貨だったことを思いだして、レンジって金持ちだよなとくだらないことを考えたりもした。

「デッドヘッドってのはだな」ランタは椅い子すに座って、卓上の一点を「ここだ」と指さした。「……いや、ここか？　このへんか？　ここらへんかもな？」

「どこでもよくね？」

「まあな。あれだ。オルタナの北六キロくらいのとこにあるオークの砦だな。六キロっつーとそれなりに近え。むしろ、かなり近え。当然、我が辺境軍は今まで何度もこの砦を攻めて、陥落させたこともあるわけだ。ところが、長くは保持できねえ。なんでだと思う」

「うーん……」モグゾーは腕組みをして、首をかしげた。「……根気が、ないから……とか？　じゃないよね……」

「あったりめーだ！　違う違う！　答えは、このへんにある――」ランタは卓の端あたりを指さした。「リバーサイド鉄骨要塞だ。この要塞はだな、デッドヘッドから四十キロくらい西、噴流大河ジエツトリバーの河畔にあって、その河を上流に遡さかのぼると旧ナナンカ王国領に突入しちまうらしい。わかるか？　わかんねーだろ。旧ナナンカ王国領。オークだよ、オーク。今はそこにオークどもの国があるわけだ。だから、船で行き来して、物資とか兵隊なんかも運べるっつーことよ。デッドヘッドはちっせー砦なんだが、辺境軍に攻撃されると、狼煙のろしだか何だかを上げる。そうすっと、ただちにリバーサイドから援軍が出てくる」

　ハルヒロは眉をひそめた。「でも、四十キロも離れてるんだろ」

「オークの軍隊には竜騎兵っつーのがいるんだとよ」ランタは何か変なポーズをとった。動物を表そうとしているのか。蛸たこ？　違った。「竜騎兵っつっても、竜じゃなくて、でっけー蜥蜴とかげに乗ってるらしいけどな。その蜥蜴が馬竜っつーんだと。こいつがまた馬鹿速くて、リバーサイドからデッドヘッドまで、最速一時間で駆けつけてくるらしい」

「ああ」モグゾーが右の拳こぶしで左手を叩たたいた。「だから、同時に？」

「さすがオレのビジネスパートナー」ランタは指を鳴らそうとして、鳴らなくて、何度も試したが、やっぱり鳴らなかった。ついに断念したみたいだ。「……くっそ。乾燥肌め」

　ハルヒロはため息をついた。「肌のせいにするなよ……」

「オレがオレの肌を責めることにまで口出しするんじゃねえ！　小こ舅じゆうとか！」

「それで――何だっけ」

「無視か！　いい度胸だな、おい！」

「リバーサイド鉄骨要塞？　と、デッドヘッド監視砦を一緒に攻撃する……って、なんかほとんど戦争っぽくね？」

「……ちっ。あくまでも無視しやがって。つーかハルヒロ、おまえ知らねーのか。オレたち人間族は、オークだの不死族アンデツドだのとはずっと戦争状態なんだぞ」

「や、それはなんとなくわかってるけど。でも、バチバチやりあってるっていう感じじゃないだろ」

「きっかけさえありゃあ、バチバチやるんだよ。しばらく前に、オーク野郎どもがオルタナに殴りこみかけてきやがっただろうが」

「あー……イシュ・ドグラン？　だったっけ。レンジが倒しちゃったやつ」

「それだ。その報復っつーとこから始まった話らしいぞ。もともとは。んで、どうせやるんだったら、いやがらせする程度じゃなくて、ガツッと砦とっちまうか、みたいな。今までもそうやって何回かデッドヘッドを落としたことはあって、そのたびにすぐとり返されちまったんだとよ。リバーサイドのせいでな。もう同じ轍てつは踏まねーってわけだ」

　ランタは、辺境軍も学習したなワハハハ、とか上から目線で物を言って笑っているが、聞けば聞くほど戦争だ。

「……危なくね？　それ。ていうかさ、義勇兵だけで攻める……わけじゃないよな？」

「当然、辺境軍と合同っつーか、あくまで辺境軍が主導して、義勇兵団はサポートするみてーな形に決まってんだろ。少しは考えろ。アホか。いつまでも眠たそうな目ぇしてんじゃねーぞ、ハルヒリオン」

「目のことは言うな。背中から刺すぞ。それから、ハルヒリオンっていうのもやめろ」

「冗談が通じねーハルヒリョンだな」

「おまえな……」

「あ、あの」モグゾーが割って入った。「な、何人くらい、あれするの……？　人数っていうか」

「人数？」ランタは親指で顎あごをこすった。「えーと、デッドヘッドのほうは、辺境軍が五百人だか六百人だかっつってたかな。義勇兵は百だか百五十だか。リバーサイドはごっつい要塞だっつーから、かなりの激戦になるんじゃねーの。そっちにはソウマの暁連DAY BR隊EAKERSとか、〝赤鬼レツドデビル〟ダッキーの凶戦士隊バーサーカーズ、〝タイマン〟マックスの鉄拳隊アイアンナツクル、それからシノハラさんのオリオンなんかも参加するっつー話だぞ。はっきり言って、やべえ。腕に自信あるやつじゃなきゃ、きたら死ぬぞ邪魔だからくるな的な感じらしい」

　なぜランタが余裕をぶっこいているのか、わかったような気がする。

　ランタはきっと、リバーサイド鉄骨要塞攻略は困難だが、デッドヘッド監視砦のほうは楽に陥落させられるだろうとたかをくくっているのだ。というかおそらく、攻めかかった瞬間、勝負がつくくらいに思っている。

「つーわけで、だ」ランタは両手の蛇をぱくぱくさせた。「金貨一枚！　やるっきゃねーだろ、これは！　決定！　だな！　さっさと申し込んできちまおうぜ！　期限までまだ三日あるけど、善は急げっつーコトワザ？　格言か？　まあ何でもいいか、そういうのもあることだし、何だったら今から事務所に行って――」

「そ、それはだめだよ」と、ハルヒロよりも早くモグゾーが止めてくれた。「……み、みんなの意見を、聞いてからでないと……」

「うぇああぁ？　どうでもいいだろ、そんなの。やりまーす、はーい、行きまーす、みたいな流れでついてくるって。気づかねーって、あの女どもは絶対！」

「そんなわけないだろ……」ハルヒロは頭を掻かいた。「まあ、今夜にでもとりあえず話してみて、それから、かな。まだ時間はあるんだし、いいだろ」

　ランタは鼻から息を吐いた。「しょうがねーなあ」

　次はグーで殴ろう。ハルヒロはそう心に決めた。
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　サイリン鉱山で一仕事したあと、市場で戦利品の売却やら夕飯やらをすませてから、みんなでシェリーの酒場になだれこんだ。

「オレは当然、男らしくビールだぜ！」

「じゃあ、ぼ、ぼくも」

「おれはミードで」

「あ、わたしも」

「ユメはれもねいどにしようかなあ。あれしゅわしゅわでおいしいもんなあ」

「……あたしも、それで」

　ほどなく飲み物が運ばれてきた。ランタが勝手に音頭をとった。

「よっし、いいな!?　全員あるな!?　お疲れ！　乾杯……！」

「お、お疲れさまでしたっ」

「お疲れ」

「お疲れさま」

「おつかれちゃーん」

「……お疲れさま」

　ランタとモグゾーはビールをぐいぐい飲んだ。モグゾーはただ単に喉のどが渇いていて一気にいっているだけだろうが、ランタはモグゾーに負けまいとしているみたいだ。ほんのりと酸味がある蜂はち蜜みつの甘い酒をちびちびやっているハルヒロにはまったく理解できない。何なんだよ、その対抗意識。

「――んぷはあぁぁ……っ！　勝っ……たっ……！」ランタは空にした陶製のジョッキを勢いよく卓に叩きつけた。割れたらどうするのか。「モグゾー！　どうだ！　オレの勝ちだな！　ウァハハハハハハハハ……！」

「あ……うん」モグゾーはぜんぶ飲みきらないでジョッキを置いた。「す、すごいね、ランタくん。一息に飲み干すなんて」

「だろ？　すげーだろ、オレ？　よーくわかってんじゃんか、モグゾー。さすがだな、未来のビジネスパートナー」

　ユメが目をぱちぱちさせた。「ぴちぴちぱーとなあ？」

「ビジネスパートナー、ね……」ハルヒロは一応、訂正しておいた。「ていうか、どんなパートナーだよ。ぴちぴちパートナーって……」

　いきなりシホルが「くふんっ」と変な声？　というか音を発した。見ると、シホルは両手で口をふさいでうつむいている。顔がちょっと赤いようだ。

「どうしたの、シホル？」

「……な、なんでも……とくに、なんでもないから……」

「さーては」ランタが世にもむかつくニヤリ顔を披露した。「シホル。おまえ、変なこと想像しやがったな？」

「……へ、変なことって……？」

「そこまではわかんねーよ。オレはおまえほどの妄想エンジンは搭載してねーし？」

「そ、そんなエンジン、なんか……っ」

「おまえほどの妄想エナジーはオレの中にみなぎってねーわけだしな？」

「みなぎってないもの……！」

「いいものがかりやろ、ランタ！」ユメは隣のシホルを抱きよせた。「シホルはそんななあ、モーホーエマージーとかな、わけのわからないもん持ってたりしないからなあ！」

　メリイが「……いろいろ間違ってるけど」と小声で呟つぶやいた。

「ぬぇっ!?　ユメ、またたびまちがってたっ!?」

　ランタがせせら笑った。「どれもこれも間違えすぎなんだよ、おまえは！　聞いてるとこっちまで頭がおかしくなってきそうだし、ちょっともうおまえ、しばらくの間しゃべんな！　黙ってろ！」

「やだっ！」

「おまえに拒否権はねーんだよ！」

「ユメにだってご意見くらいあるんやからなあ！」

「誰だれがご意見の話なんかしてんだよ！」

「ランタがゆったんやろ！」

「オレは拒否権っつったんだよ！　きょ・ひ・け・ん！　わかる!?　ザ・拒否権！」

「それくらいわかるもんっ！」

「わかるわかんねーの前に、いちいち聞き違えるんじゃねえ！　おまえの耳は節穴か!?」

「ランタ」ハルヒロは自分の耳の穴に指を突っこんでみせた。「あいてる、あいてる。耳に穴は。誰でもあいてるから。それとも見えない？　おまえの目は節穴か？」

「あ……？」ランタは間違いに気づいたようだが、それくらいで態度を改めるわけもない。いやみたらしく肩をすくめてみせた。「――始まった。これだよ、これ。オレらのパーティのリーダー様はこれだからな。些さ細さいなミスをあげつらいやがってよ！　しかも、そのあげつらい方が悪あく辣らつきわまりねえ！　性格悪すぎだろ！」

「おまえにだけは言われたくねーよ……」

「言われたくねーんだったら、言われなくてすむようにしろ？　慎め？　な？」

「……なあ、モグゾー。これさ、マジで忠告しとくけど、このクソと将来一緒に店やるとか、絶対やめたほうがいいよ。成功するわけないって」

　モグゾーは困ったように「ははは……」と笑ってごまかした。

「店って？」とメリイが小首をかしげた。

「ああ――」ハルヒロは屋台村での出来事をかいつまんで話した。「……で、金貯ためて義勇兵を引退したらソルゾの店をやろうとか、ランタがモグゾーに持ちかけてさ」

「ほぉー」ユメがぽつりと呟いた。「ソルゾって、あのらあめんみたいなのかあ」

「らあめん……」ハルヒロは一瞬、しょっぱい味が口の中に広がるのを感じた。

　ランタが腕組みをした。「……らーめん」

「らーめん……」シホルは唇をさわっている。

　モグゾーは卓から身を乗りだした。「……ラーメン」

「ラーメン――って……」メリイはなんだか悔しそうに顔をしかめた。「何だっけ？」

「はり？」ユメはきょろきょろした。「らあめん、は……えっと……ぁれ？　おかしいなあ。ユメなあ、なんかな、そういうのがどっかに……あっ……た？　のかなあ。なんやったっけ。あれ？　ユメたち、何の話してたん？」

　ハルヒロは頭を掻いた。「……何の話だっけ」

「ラーメンだよ」モグゾーにしてはずいぶん強い口調だった。「ラーメンの話をしてたんだ。ぼくたち……たぶん、ラーメンを知ってる。そうだ。ソルゾって、ラーメンに似てるんだ。最初に食べたとき、何かに似てると思った。ラーメンだったんだよ。そのときは思いだせなかった。なんでだろう。ぼく、ラーメン大好きだったのに。ランタくん」

「ん？　お……？」

「いつかさ。やろうね。お店」

「え？」

「でも、ぼく、ソルゾじゃなくて、ラーメンのお店にしたい。お金を貯めて、研究して、これっていう味のラーメンができたら、やろうよ、お店」

「店……」

　ランタはニカッと笑って、モグゾーの肩をがっちりつかんだ。ランタなのに、むかつかない笑顔だった。

「おう！　おまえは調理と資金面担当だ！　あとのことはぜんぶオレに任せろ！　必ずや大成功に導いてやる！」

「うん！」

「……調理はいいけど、資金面も担当って……」おまえは金を出さないのかよとハルヒロが口を挟むのも気が引けるほど、モグゾーはやる気になっているみたいだ。忠告なんていつでもできるし、何も今、水を差す必要はないか。

　どっちにしたって、先の話だし。たぶん、気が遠くなるくらい先のことだ。

　来年のことを言えば鬼が笑う、という言葉が浮かんだが、だからやめろなんて無粋なことを言うつもりはない。それはそれでいいんじゃないかとハルヒロは思う。

　正直、少しうらやましくもある。

　ハルヒロなんて、明日か、せいぜい三日後くらいのことしか考えていない。考えたくても考えられない。

　そのぎりぎり考えられる三日以内に、決断しないといけないことが一応ある。

「ところでさ。全員いるし、話しあいたいことがあるんだけど――」

　ハルヒロがさくっと兵団指令オーダーの概要を説明すると、

「モチ！　ロンッ！」と、ランタが椅い子すの上に立ちあがる勢いで拳こぶしを突きあげた。「やるっきゃねーだろ！　言うまでもねーだろうがな！　金貨一枚！　ゴールド仕事！　やらねー手はねえ！　やらねーでどうする……！」

「……ううん……」シホルは下を向いて、明らかに気乗りしない様子だ。だよな。シホルだし。

　メリイはどう思っているのか。目を伏せて顎あごに指をあて、考えこんでいるように見えるが、とりあえず賛成も反対もしていない。みんなにあわせる、といったところだろうか。気を遣っているのかもしれない。

　そこまではハルヒロの予想どおりだった。

「ユメはなあ」ユメはほっぺたをちょっとだけふくらませて、斜め上のほうに視線を泳がせた。「どっちでもいいかなあ？」

「……あ。そうなんだ？」

「にょ？　なんで？」

「いや、べつに」

　ランタがやりたいと言えば、ユメは反対に回るだろう。それがいつものパターンなのに、今回は違うらしい。なんで？　むしろ、こっちが訊ききたいくらいだが、そんなことを尋ねてユメとランタの対立を煽あおるような真ま似ねをするのもおとなげないというか、パーティのリーダーとしてどうなの、という気もする。ランタはどうしようもないやつだけどさ。それでも仲間だし、波風なんて立たないに越したことはないわけだし。

　でも、待てよ？

　ということは、ハルヒロは反対、ランタが賛成、シホルは消極的反対？　メリイは中立、ユメも中立……？

「ぼくは」

　モグゾーはいつになく真剣な顔をしている。

　微妙に、いやな予感がした。当たった。

「やってみたい、かな……？」

「モグゾォォォーッ！」ランタがモグゾーに向かって拳を突きだした。「うぇーい！」

「うぇ、うぇーい……？」

「こいって！　うぇーい、だ！　うぇーい！」

「……うぇ、うぇーい？」

　モグゾーがおそるおそる自分の拳をランタの拳に当てると、ランタが「うぇーい」と言いながら拳を当て返して、「うぇーい」と腕に腕を、それから肘ひじと肘を「うぇーい」とぶつけあい、最後に互いの腕と腕をがちっと組みあわせた。

「ワッハハハハ！　マジで！　マジで！　さすが未来のビジネスパートナーだぜ！　前衛同士でもあるしな！　相棒っつっても過言じゃねえ！　息ピッタリだな、モグゾー！　そう思わねーか!?　思うだろ!?」

「あっ、えっ、うん。そ、そうだね。ははは……」

「よーしよーしよしよしよーし！　おい、ハルヒロ！」

「へっ？　な、何だよ」

「多数決だ」ランタはモグゾーの肩に腕を回して、舌した舐なめずりした。獲物を狙ねらう肉食獣みたいな目つきをしている。「とろうぜ、決けつってやつをよ」

「や……」

　待て待て待て。

　待って。

　だめだ。やばい。この流れはまずいって。

　モグゾーが賛成なら、ランタとあわせて賛成票が二、反対票はハルヒロと、たぶんシホルでおそらく二、メリイとユメの二票は不明だ。

　いざとなったら、ユメはこっちについてくれるような気もする。

　ただ、確実かというと――どうだろ。

　モグゾーがランタ側についたせいで、自信が持てない。

「あ――」

　ハルヒロはそこまで言ってから、メリイとユメの表情をうかがった。

　いやあ。

　どっちだ？　二人は賛成？　反対？

　わからない。

「明日にしよう」

「はあぁぁぁぁぁぁぁぁ……!?」ランタは目を剥むいた。「なぁぁぁぁぁぁぁにが明日だ、バカヤロウ！　今日できることを明日にのばすんじゃねーよ！　怠け者か、おまえは！」

「……いいだろ。急がなくたって。期限まで、まだ間があるし。丸一日、ゆっくり考えて、それからでも」

「わたしはそれでいいと思う」メリイが手をあげて援護してくれた。まるで女神だ。きらきらと輝いて見える。いつもか。

「そやなあ」ユメはぐにゃあっと卓に突っ伏した。アルコールが入っていないレモネードしか飲んでいないのに、酔っ払っているかのようだ。「ユメもメリイちゃんと一緒かなあ。それでいいのとちがう？」

「……う、うん」シホルはこくっとうなずいた。「……いいと思う。あたしも」

　モグゾーも異存はなさそうだ。「そうだね。いいよね。慌てなくても」

「おっ、まっ、えっ、らっ、なぁぁぁぁ……！」

　ランタは収まりがつかないようだが、知ったことじゃない。とにかく、この場はなんとか切り抜けられそうだ。

　ハルヒロはこっそり安あん堵どの息をついて、あたりを見まわした。

　シェリーの酒場はふだんどおりの客の入りだ。つまり、大勢の義勇兵で混みあっている。

　この中にも、すでに兵団指令オーダーを受諾していて〝双頭の蛇〟作戦に参加する者がたくさんいるはずだ。情報を集めてみたほうがいいかもしれない。

「……苦手なんだけどな。そういうの」

　正直、知らない人とはあまりしゃべりたくない。

　――とか言ってる場合じゃないって、わかってるんだけどさ。
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　わかってるから、がんばったよ……？

　それなりに、だけど。

　口をきいたことがある先輩義勇兵たちに声をかけて、お話をうかがったりなどしてみたりした。

　人格者のシノハラ率いるクラン・オリオンの人たちがシェリーの酒場にきていなかったのが、痛いといえば痛かった――かな……？

　シノハラはもちろん、オリオンのメンバーはたいてい礼儀正しくて親切だ。こっちが節度をわきまえて丁寧に尋ねれば、知っていることは教えてくれただろう。

　まあ、シノハラたち以外で、ハルヒロがわりと気軽に何でも話せるといったら、同期のくせにやたらとチャラくて顔が広いキッカワくらいか。

　でも結局、今日はいなかった。キッカワとはよくシェリーの酒場で会うんだけど。どこかへ行っているのか。ああ見えて、キッカワはトキムネという先輩義勇兵のパーティに入れてもらったので、ハルヒロたちよりもずっと先を行っている。そういえば、なんか言ってたな。たしか、今はワンダーホールとかってところがメインの狩り場だとか。風かざ早はや荒こう野やのどこだったかにあるんだっけ。ワンダーホール、か。

　ハルヒロは義勇兵宿舎一階の廊下で、壁に背を預けてしゃがんでいた。

　ランタもモグゾーも部屋で爆睡している。酒が入っているせいもあってか、二人ともなかなかすごい鼾いびきをかいていた。そのせいで寝つけなくて――というのは、いくつもある理由のうちの一つでしかないのかもしれない。

　兵団指令オーダー受諾済みの先輩義勇兵数名と話した感じでは、皆、デッドヘッド監視砦とりで攻略については楽観視していた。

　なんでなのかと訊いてみると、ようするにデッドヘッドは過去、何度も落としているから、ということらしい。

　あの砦は、落とす気になればいつでも落とせる。ただ、リバーサイド鉄骨要よう塞さいからの援軍が厄介なので、ふだんは手を出さないのだ。放っておいても、オークどもがオルタナまで攻めてくることはまずない。例のイシュ・ドグラン事件みたいなことが起こったところで、城塞都市オルタナが揺らいだりはしないのだ。万が一、オークの大軍が攻めよせてきたとしても、門を固く閉ざして籠ろう城じようすればいい。物資はある。アラバキア王国本土の支援だって望める。オークもそれがわかっているから、本腰を入れてオルタナに軍勢を差しむけてくることはない。デッドヘッドはあくまで監視砦で、我々は人間族を監視しているのだというオークどものポーズだ。大兵力を配置しているわけでもないので、わっとかかればあっさり陥落する。

　以上が一般的な認識で、デッドヘッド攻略の成否について危き惧ぐしている義勇兵はまずいないようだ。

　今までどおり、デッドヘッドでは勝ってあたりまえ。

　ただ、リバーサイドのほうはまともに攻めたことが一度もないので、やってみなければわからない。

　期待はされているみたいだ。

　何しろ、辺境軍はかなりの兵力をリバーサイド攻略に投入するようだし、義勇兵団からもあのソウマ率いる暁連DAY BR隊EAKERSはじめ、有力なクランが多数参加する。

　いけるんじゃないのか。

　おおかたの義勇兵がそう思っているようで、悲観的な声は聞こえてこなかった。

　――これは、やってもいい……かも？

　だって、一ゴールドだ。金貨一枚。銀貨なら百枚だ。

　最近、ハルヒロたちはサイリン鉱山に通っている。一日の稼ぎは、最高で一人あたり三十シルバーを超えたことがあった。でもだいたい、十シルバーいくかいかないかといったところだ。フォアマンなどのエルダーコボルドのタリスマンが、安くても一つ五シルバーほどで売れるから、けっこう安定してはいる。ただ、そのぶん生活費がかさむようになってきた。みんな明らかに以前よりいいものを食べている。酒も飲む。あれこれ買う。

　なんでも、今回の兵団指令オーダーの報酬は、内金と後金あわせて一ゴールドだが、作戦行動中に夜が明けるたびに、三十シルバーずつ手当が出るらしい。

　ということはたぶん、上層部は一日で片をつけるつもりでいるのだろう。

　一日で一ゴールド。

　これは大きい。本当に大きい。

　かなり魅力的だ。

　どうも勝ち戦っぽいし、金額には惹ひかれまくっているのに、どうしてハルヒロはこんなにもためらっているのか。

　シェリーの酒場を出てから、メリイに相談しようかとも思った。いつもではないようだが、メリイは酒場をあとにしてみんなと別れてから、引き返して一人で一杯飲む習慣があるらしい。機会はおそらくあった。でもハルヒロはそうしなかった。なぜか。

　酒場で――いや、それだけじゃない――いつからかはわからないが、もしかするとこのごろいつも、ハルヒロは壁のようなものを感じている。

　それはハルヒロと仲間たちとの間に立ちはだかっている。

　ハルヒロと仲間たちとは、その壁のようなもので隔てられているのだ。

　きっと、気のせいというか、考えすぎなのだろう。

　ハルヒロ一人だけがこっち側にいて、みんなはあっち側にいる、なんて。

　だけど、ギャップがある。

　それは事実だ。

　仲間たちは自信をつけている。実際、力をつけてきているとハルヒロも思う。サイリン鉱山三層くらいなら、だいぶ楽だし。死の斑まだらを警戒しなくてもよくなったせいもあるが、負ける気がしない。今のハルヒロたちなら、コボルド七匹、いや、八匹相手でも、なんとか捌さばけるだろう。エルダーが何匹かにもよるか。でもまあ、普通はエルダー一に対して、ただのコボルドが二か三といった割合になる。たとえばエルダー三匹とただのコボルド五匹なら、やってやれないことはない。そんなリスクは冒したくないが。――そこだ。

　できるだけリスクを冒したくない。

　安全第一。

　リーダーとして、そこは念頭に置いている。

　被害を出したくないし。最小限にとどめたい。できれば、ゼロだ。というか、ゼロがいい。何がなんでもゼロに抑えたい。

　怖いんだよ。おっかないんだって。みんなは余裕っぽいけどさ。こっちはそうでもない。負ける気がしないのに、びくびくしている。やれるやれると思っているうちに、やられるんじゃないか。そのうち何か変なことが起こるかもしれない。誰だれかがとんでもないミスをしてしまうかも。ありえないなんて言いきれないだろ。

「――なんか……」

　ハルヒロは頭を抱えた。

　なんか、あれだ。

　信じてない……？

　仲間を。

　それにも増して、自分自身を。

　いいのか。こんなやつがリーダーで、本当にいいのか。ハルヒロなんかがリーダーを務めているようなパーティが、この先もやっていけるのだろうか。

　それこそ、考えすぎなんじゃないの？

　べつに何か失敗したわけでもない。

　ただ、失敗しそうで、怖いってだけのことで。

　その失敗のせいで、もし――仲間が傷ついたら。

　死んだりしたら。

　あいつら、まったくそんなこと考えてないのかな。だとしたら、甘くね？　あまりにも能天気じゃないか。

　結局、リーダーじゃないから、だろ。

　責任を持たなくていい立場だから、お気楽でいられるんだよ。

「あー……」

　めんどくさくなってきた。

　こればっかりだけど。

　どうでもいいかな。深く考えることはない。兵団指令オーダーにしても、多数決をとって、みんながやるっていうならやればいいし。しょうがないし。

「いやいや……」

　ハルヒロは頭を抱えたまま振った。だめだろ。そんな、投げやりな。

「ぐぁぁぁー」

　唸うなっていたら足音が聞こえて、でもその足音はすぐに止まった。変な声を出していたので、やばい人だと思われたのかもしれない。

　廊下の向こうに、ボブカットの女の子が内うち股また気味で立っている。

「あ」ハルヒロは頭を抱えていた両手を下ろした。「――えーと……」

　女の子は歩きだした。

　おそるおそるというほど慎重な足どりでもないが、ゆっくり近づいてくる。

　そのまま前を通りすぎてゆくのだろう。そりゃそうだ。あたりまえじゃないか。そもそも、なんで彼女がここにいるのかという話だ。もう寝ている時間だ。会えるなんて思っていなかった。それなのに、じつは、本当のことを言うと、心のどこかで願っていた。

　いや、願っていた、なんて大おお袈げ裟さだ。

　一度、ここで会えたし、また会えたりしないかな。

　そんなふうにちらりとも思わなかったと言ったら嘘うそになる。

　もちろん、時間帯が時間帯だから、絶対、会えるわけないんだけど。

　会えないはずだった。

　彼女はハルヒロの前を通りすぎてゆくはずだ。

　それが、立ち止まるなんて。

　迷ったあげく、みたいな感じで、彼女がひょこっと頭を下げた。

　そして、「……どうも」と、えらくぶっきらぼうな声音で言った。

　人によっては、喧けん嘩か売ってるのかこいつ、と思うかもしれないような態度だ。ハルヒロは、でも、べつに腹は立たなかった。

　あっちから挨あい拶さつしてくれたわけだし。

　行っていいのに、行かないし。

　彼女はハルヒロと目をあわせようとしない。なんとなく、立ち去りたいが、さっさと立ち去るのも感じが悪いかな、どうしよう、みたいに考えているような雰囲気だ。

　だけど、マジで行っていいよ……？

　そう思う。本気で思っているが、話くらいしたいような気もする。

　まあ、何を話せばいいのやら、さっぱりなんだけど。言葉なんか出てこない。言葉らしきものさえ浮かんでこない。

「は……ははは……」

　他ほかにどうしようもなくて、とりあえず笑ってみたら、彼女は小さくため息のようなものをついた。

　あ。

　行ってしまう。

「待って」

「え？」

　彼女は足を止めた。

「……何？」

「いや……」

　うわあ。

　どうしよう。つい呼び止めてしまった。頭の中が真っ白だ。嘘。真っ白ということはさすがにない。だけど顔はたぶん、真っ青に近いだろう。

「な――何っ……ていうか。何……？　まあ……うん、なんでもない……んだけど」

「あ、そう」

「う、うん」

「じゃ」

「えっ――と、あの」

「え？」

「えっ!?」

「だから、何？」

「な、何？　何って――何だろ。えっ……つ……まり、な……なぁ……んー……」

　やばいな、これ。

　完かん璧ぺきに、どっからどう見ても、変なやつじゃない？

　もしかして、謝ったほうがいい？　謝る？　それも変か？　突然すぎ？　やばい？

　やばいやばいやばい。

「くっ……」と、彼女は袖そでで口を押さえた。

　笑われた……のか。

　彼女は袖と手で顔の下半分を隠したまま、「変なの」と言った。

「あっ――変？　変、かな……？」

「変。きもい」

「嘘っ!?」

「ほんと」

「マジで？　うあぁ……ショックでかい……」

「ここで」彼女は左右に視線を巡らせた。「何してるの」

「おれ？　おれは……変なことはしてないよ？　普通に、まあ……ちょっと、考え事っていうか……」またおかしくもないのに笑いそうになって、こらえた。「チョコは？」

「……呼び捨て？」

「ご、ごめんっ。なんか――」

　そのほうが自然な気がして。

　なんて言ったら、さらに気持ち悪がられそうだ。

　実際、そうなんだけど。

　チョコちゃん、とか、チョコさん、とか――ない。それはない。チョコはチョコだ。

「地味に」チョコは少し目を細めた。「女慣れしてる？　そんなふうに見えないけど」

「……違うって。見た目どおりだよ。ないから。女慣れとか。ええ、と――チョコ……ちゃん？　さん？」

「いいけど。チョコで」

「あ。ほんと？」

「うん。なんか」

「なんか？」

「……変な話だけど。なんか――……やっぱいい」

「え？　言ってよ。気になるし」

「言わない」

「そ、そう？　まあ……いいけど」

「いいんだ」

「えっ!?　いや、よくはないけどね？　言わないって言うから」

「へたれんぼう」

　ハルヒロは目を見開いた。

　心臓が妙な音を立てている。平常の脈動じゃない。何だろう。

　言葉だ。

　へたれんぼう。

　その言葉に聞き覚えがある。

　そんな気がするだけか。でも、へたれんぼうって、一般的な表現じゃない――ように思える。少なくとも、ハルヒロは今まで聞いたことがない。

　いや、そうじゃない。

　聞いたことがあるんだ。

「チョコ」

「はい？」

「覚えてないだろ。きみも。ここにくる前のこと」

「……うん。覚えてない」

「おれもなんだけど。家族とか、友だちとかさえ、まったく覚えてない」

「だね」

「てことはさ。もしかしたら……たとえば、おれ、パーティ組んでて、そいつらとはここで初めて会ったと思ってるけど、そうじゃないかもしれないよね」

「……前から、知りあいだったかも？」

「まあ、そういう可能性もあるって話」

「かもね。たとえば、あたしと――」

　チョコはハルヒロを見た。

　ちらっとだけだ。

　すぐに目をそらしてしまった。

「あなたも」

　ハルヒロは息をついた。「……ある、よね。その可能性は」

「だけど」

「うん」

「覚えてないんだから、意味がない」

「そんなこと――」

　ない、と言いたい。

　でも、たしかにそのとおりだ。

　たとえ過去に何かあったとしても――友だちでも、恋人だったとしても、家族であっても、そのことをお互いに覚えていなければ、何の意味もない。

　意味がないんだ。

「そういえば、あなたの名前、聞いてない」

「名前？」

　不意討ちを食らったような気持ちだった。

　チョコは、ハルヒロの名前を知らない。

「ああ……そう、だよね」

　当然だ。

　出会ったばかりなんだから、知るわけがない。

　やっぱり偶然なんだ。グリムガルにくる前、ハルヒロはどこかでチョコという名の女の子と知りあいだった。今、ここにいる女の子の名前が、たまたまチョコだった。

　へたれんぼう。そんなの、聞き覚えがある――気がするだけだ。

　あくまで、それだけでしかない。

「おれは、ハルヒロ」

「ハルヒロ……」チョコは目を伏せて、また、ちらっとハルヒロを見た。「……ふうん。じゃあ、ヒロでいい？」

「いいよ」

　ほんとに、変だよな。

　なんで目頭が熱くなったりしてるんだろ。ハルヒロ自身にもよくわからない。

　でも、ユメはハルヒロのことを、ハルくん、と呼ぶ。メリイは、ハル。だいたいそうなると思う。

　だけど、なんか。

　呼ばれていたことがある――気がするんだよ。

　ヒロって。

　誰だれかに、いつか。

「いいよ。もちろん」

「そう」チョコは腰をかがめてハルヒロの顔をのぞきこんだ。「……大丈夫？」

「え？　何が？」ハルヒロは指で目の周りをこすった。「大丈夫だけど？」

　チョコは不審そうだ。

　ハルヒロは立ちあがって、軽く腰をのばした。「そろそろ、寝ないと。……チョコは何してたの？　けっこう遅いけど。時間」

「外、散歩」

「寝つけなくて？」

「うん。たまに、ある」

　じゃあ、たまに会えるかもしれない。

　ちゃんと覚えてもいない過去なんかどうでもいいじゃないか。これからがある。

　今、目の前にいるチョコは、微妙に暗い感じで、無愛想で、それでいて近寄りがたくはない。小動物系の大きな瞳ひとみは用心深そうで、人の目を見て話さない。でも、たまにじっと見られると、どきっとする。

　こういう子はたぶん好きなタイプだ。少なくとも、気になる。それでいいじゃないか。

「チョコって、盗賊？」

「……なんでわかる？」

「わかるよ。装備とかで。おれも盗賊だし」

「ああ。それっぽい」

「え？　どういうとこが？」

「ひょろい」

「や、そうかもしれないけど……ひょろいから盗賊って。そういうイメージ？　チョコの中で盗賊って。なんで盗賊になったの？」

「なんとなく」

「流れで？」

「そんな感じ」

「通り名は何？」

「盗賊の間だけで通用するとかいうやつ？」

「うん。せっかく盗賊同士だからさ」

「……微妙に言いたくない」

「や、まあ、おれもあんまり気に入ってはいないんだけどね……」

「勝手につけられたし」

「だったらさ、同時に教えあわない？」

「同時に？」

「いっせーのーで、で」

「いいけど」

「よし。いっせーのー……で！」

「生意気猫チーキーキヤツト」

「年寄り猫オールドキヤツト」

　見つめあった。

　チョコが「くふっ……」と控えめに噴きだした。

「な、何？　何だよ」

「だって、年寄り猫オールドキヤツトって」

「……わかってるよ。眠そうな目ってよく言われるし。年寄りっぽいんだよな、きっと」

「あたしもたぶん、目つきのせい」

「生意気そうだから？　言動もじゃないの？」

「かも」

「ていうか、二人とも猫だ」

「すごい偶然」

「ほんと――」

　ただの偶然なのかな。

　もちろん、偶然だろう。

「助言者メンターはバルバラ先生？」

「誰？　バルバラって」

「あ、違うんだ。いるんだよ。盗賊ギルドにバルバラ先生っていう人が」

「ふうん」

「チョコの助言者メンターは男の人？」

「そう。怖い」

「バルバラ先生も、女の人だけど、めっちゃ怖いよ……」

「盗賊なんて、やめればよかった」

「他ほかも厳しいらしいけどね」

「どの道も茨いばら？」

「なんじゃないかな」

「あたしは楽がしたい」

「まあね、おれも楽できたら一番いいと思ってるけどね……」

「めんどくさがり？」

「うん。すぐ思っちゃうよ。あーめんどくさいなって」

「同じ」

「そっか」

「ね」

「え？」

「ヒロのパーティも、オーダー受けるの？」

「オーダー……」

　今回ばかりは本当に不意討ちだった。一瞬、そんなに硬くないもので胸のあたりを殴られたんじゃないかと思ったくらいだ。

「兵団指令オーダー……って。もって――チョコのパーティ、参加するの？　あの作戦に……？」

「あたしはやりたくないんだけど。なんか、危なそうだし」

　チョコが、ふう、と息を吐くと、前髪が揺れ動いた。

「でも、やるみたい」
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「――じゃ、多数決ってことで」

　一夜明けて……また、夜。

　いつもながらの義勇兵仕事で一稼ぎしたあとのシェリーの酒場の片隅で、今日もハルヒロたちは額をつきあわせていた。

　飲み物は注文済みで、すでに卓の上に並んでいるが、まだ誰も手をつけていない。

　ハルヒロは仲間たちの顔を見まわした。

　ランタは偉そうにふんぞり返って腕組みをしている。

　モグゾーはかなり緊張しているのだろう、顔つきが厳いかめしい。

　シホルは下を向いている。

　ユメは早く終わらないかなと祈っているかのような表情だ。

　メリイは平静を保っているように見える。

　ハルヒロは、はあ……と、大きく息をついた。

「お題は〝双頭の蛇〟作戦参加の兵団指令オーダーを受けるかどうか。受けるのに賛成の人は手をあげて」

「はい……ッ！」とランタが真っ先に両手をあげた。

　つづいて、モグゾーも。

　ユメは卓のところで小さく手をあげたりさげたりしている。

　メリイは固まったように動かず。

　ハルヒロがそっと挙手すると、たぶんつられたのだろう、シホルも右手をあげて、

「……えっ」

　そうしてから、自分の手とハルヒロの手を交互に見た。

　ユメが「……ほぇ」と変な声をもらした。

　メリイは目を瞠みはった。「……え？」

　モグゾーがまばたきをして、首をかたむけた。「あれ？」

「なっ――」ランタが椅い子すから腰を浮かせ、目を動かして手の数をかぞえた。「一、二、三、四、五……五ぉっ!?」

「や、ランタ、今おまえ、自分の手、両方数えただろ」

「ああぁ!?　数えてねーよ！　数えるわけねーだろ!?　いや、数えたか。数えたな。つーことはあれか、四か。四。過半数だな」

「まあね。てことで、決まりだな。兵団指令オーダーは受諾する」

「お、おう」

「何だよ。多数決の結果なんだから、問題ないだろ」
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「問題はねーけどよ……じゃなくてっ！　ハルヒロ！　おまえが賛成って、どういう風の吹きさらしだ!?」

「吹きさらしじゃなくて、吹き回しじゃね？」

「うっせっ！　うっせんだよ！　どうでもいいだろ、んなことは！　根っから臆病者チキンのおまえが賛成するなんて、何か企たくらんで――いや、言うな！　わかった！　わかったぞ、おまえあれだろ！　どうせ多数決で自分が反対したって負けるのは明らかな情勢と読んで、それだったら賛成しといたほうが波風立たなくていいとか、そんなしょぼいこと考えやがったんだろ！　図星だな!?　まったくおまえらしいよなあ！」

　ランタはハルヒロの肩をバンバン叩たたいた。響くんだよな。その叩き方。加減しろって。頭にくる。なんでそんなにがさつなんだよ。ランタだからか。

「……勝手に決めつけんなよ」ハルヒロはランタの手を払いのけた。「そんなこと思ってないし。だいたい、おれが賛成しなかったら、過半数いかなかっただろ」

「細けーこと言ってんじゃねーよ。虫眼鏡か、おまえは」

「虫眼鏡は何も言わないだろ」

「そういうとこが細けーんだよ」

「おまえは大雑把すぎ」

「オーヨーと言え！　王おうの様ようだと！　何しろオレは王の器だからな！」

「鷹おう揚ようの字が違う」とメリイが冷たく指摘した。

　ランタは「ぐっ……」と黙ったが、一瞬だけだった。すぐに復活した。「――じゃあ、何だ！　ハルヒロ！　何のつもりで賛成しやがった!?　吐け！　ゲロしやがれ！」

　ユメが顔をしかめた。「きたないなあ……」

「……ほんと……存在自体が……」シホルも汚物を見る目でランタを見ている。

　ていうか、存在自体って、シホル、けっこうきついこと言ってない？　まあランタは気にもとめていないようだから、いいか。だけど、よく平気でいられるよな。あんなことを言われたら、普通は落ちこんで、しばらく立ちなおれない。

「理由は……」モグゾーがビールを一口飲んだ。「理由はぼくも、知りたい……かな？　ハルヒロくんは、ぼくら全員のことを心配して、それで反対してたんだろうって、ぼくは思ってたし。なんていうか……リーダーとして」

「ポンコツだけどな！」ランタがビールを呷あおって、ガハハハハッ、と笑った。

「そ、そんなことないよ！　ハルヒロくんは、がんばってくれてるよ！」

「そやそやあ！　モグゾーのゆうとおりや！　ハルくんはようやってるもん！」

「……あたしも、そう思う」

「そうね」

「何だ何だぁ？　集中砲火かぁ!?　屁へでもねーな、さっぱりきかねえ！　もっとこい！」

　ハルヒロは手で口を隠した。やばいやばい。今、にやけてしまっているかもしれない。なんか、意外と認められてる……？　ランタはアレだけど。ランタ自体がアレだし。

　でも、浮かれている場合じゃない。

　ハルヒロは咳せき払ばらいをした。「理由は、いろいろあるんだけど――」

　たとえば、チョコが心配だとか。

　チョコのパーティのことはよく知らないが、チーム・レンジみたいな実力派の新兵ルーキーじゃないことだけは間違いない。もしそうだとしたら、必ず義勇兵たちの間で話題になって、ハルヒロの耳にも入ってくるはずだからだ。

　とくに強いわけでもない、ハルヒロたちよりも未熟なパーティが、オークの砦とりでを攻める作戦に加わるなんて、無謀だ。どう考えても危険すぎる。

　とはいえ、一緒に参加したところで、チョコを守ってやれるわけじゃないだろう。結局、同じパーティじゃないわけだし。ただ、何かあったときに近くにいれば、ちょっとくらいは手助けできるかもしれない。

　言えないけど。

　そんなこと、仲間たちには、もちろん。

　それに、チョコのことはあくまでついでのおまけだ。

　何より自分たちのために、この兵団指令オーダーを受けたほうがいいとハルヒロは判断した。

「まずは、報酬。内金と後金で一ゴールドはやっぱりでかい。一日で片がつかなかったら、二日目からは一日あたり三十シルバーずつ手当が出るって話だし。あと、現場で特別手当が出ることもあったりするんだろ、ランタ？」

「おう」ランタは肩をすくめてみせた。かっこつけているつもりなのだろうが、ぜんぜんかっこよくない。「敵の強えやつ、大将みたいなのをぶっ殺したらいくらとかな。いろいろあるみたいだぞ」

「ま、無理して狙ねらうことはないと思うけどね」ハルヒロは卓に手をついた。「――そこなんだよ」

「ぬー？」ユメは口をひん曲げて首をひねった。「そこって？」

「だからさ、兵団指令オーダーっていうのは、参加すれば金はもらえるわけだろ。活躍できなくても――しなくたって、規定の報酬は手に入る。やばいと思ったら、無茶しなきゃいい」

「この根性なしが！」ランタは中指を立てて舌を出した。「負け犬め！」

「なんとでも言えよ。痛くも痒かゆくもない」

「弱虫ハルヒロ！」

「はいはい」

「クソ虫が！」

「……おまえな」

「短小！」

「関係ないだろっ！」

「たんしお……？」

　片方のほっぺたを膨らませて小首をかしげているユメに、

「……ユ、ユメ、そうじゃなくて……」

　と囁ささやこうとしているシホルは、いったいどんな説明をするつもりなのか。微妙に興味がなくもない。

「とにかく」ハルヒロは頭を掻かいた。

　これでも、自分なりに悩んだ。チョコのパーティも作戦に加わると知ったのはきっかけになった。だけど単なるきっかけで、それが決定打になったわけじゃない。しっかり悩み抜いて出した結論だ。

「華々しく活躍して目立つより、全員で無事に明日を迎えることのほうが大事だろ。おれはそう思ってる。でも、一切リスクを冒さないでやってけるほど、この稼業は甘くない。甘くない中で生きのびるには、力をつけなきゃいけない。経験を積まなきゃならない。義勇兵はオークを殺やって一人前って言われてる。やっぱりおれたちにも、オークに挑まなきゃいけないときがいつかはやってくるんだ。だとしたら、だよ？　この作戦って、おれたちの周りには他ほかの義勇兵もいることになるわけだし、そう悪くない状況だろ？」

「……はっ」とシホルが息をのんだ。

　ユメは「おー」と目をまん丸くしている。

　モグゾーは食い入るようにハルヒロを見つめているし、メリイも静かに耳を傾けてくれている。

「くっくっくっくっくっくっ……」ランタが突然、悪者みたいに笑いはじめた。「わっはっはっはっはっ！　ガーッハッハッハッハッ！　ハルヒロォ！　おまえってやつはほんっっっっっっっっっっっっっっっ――っとにマジでせつねーほど哀れな臆病チキン野郎だな！　生きてて恥ずかしくねーのかぁ？　ンンンー？」

「……おまえこそ、そんなに性格悪くて、よく平気で生きてられるよな」

「性格悪ぃぃぃぃぃぃぃ？　はぁぁぁぁぁぁぁぁぁ？　どっこがですかぁぁぁぁぁぁ？　オレはただ真実をありのままに言っちゃってるだけなんですけどぉぉぉぉぉぉぉぉ？」

　今度、ランタの後ろにいるときにあの線が見えたら、迷わず背面打突バツクスタブしよう。

　だから今は我慢だ。うん。よし。我慢、我慢、我慢、我慢。相手にしたらつけあがるし、スルーしよう。

「それにさ。おれたち、曲がりなりにも、あの死の斑まだら――デッドスポットをしとめたパーティなわけだろ。で、今回攻める砦はデッドヘッドだからさ。なんていうか、験げんがいいっていうの？　そういうのも、なくはないかなって」

「わあっ！」モグゾーは大きな身体からだをのけぞらせた。びっくりしたのだろうが、こっちこそびっくりしたよ。「い、言われてみたら、そうだよね！　デッドスポットと、デッドヘッド……気づかなかった……！」

「ふぉー。ユメもユメも。そやなあ。デッドスポットと、デッコロットだから、よう似てるもんなあ。でも、デッドスポットって、デートスポットみたいやなあ」

「……デッコロットじゃなくて、デッドヘッドね」ハルヒロは一種の義務感のようなものに駆られて訂正した。「デッドスポットとデートスポットはたしかに似てるけど……ところで、ユメはやっぱり反対？」

「んにゅー。みんながやるってゆうんやったらなあ、やってみてもいいかなあとか、ユメも思うやんかあ」

「メリイは？」

　尋ねると、メリイは微笑ほほえみらしきものを浮かべてうなずいた。

「みんなが決めたことなら、それでいい。わたしはただ、全力であなたたちの命を守るだけだから」

「ぼ、ぼくも！」モグゾーが自分の胸を、ドスンッと叩いた。「メリイさんとは役割が違うけど、ぼくがしっかりやれば、みんなを守ることにも繋つながるはずだから！　やるよ！　がんばる！」

「――んじゃあ」ランタがニンマリした。「全員一致で、めでたく大賛成っつーことでいいんだな？」

　こんなに人をむかつかせる笑顔を持つ男ランタ、その才能に嫉しつ妬とする。

　いや、しないけど。

　するわけないし。

　ハルヒロはミードが入った陶製のコップを持ちあげてみせた。「そういうことで」
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　いったん決めてしまうと、あっという間だった。

　兵団指令オーダーを受諾するために義勇兵団事務所を訪ねたり、いつもどおりの仕事に精を出したり、そわそわしたりしているうちに、もう作戦は明日だ。

　集合は朝早く――というか、デッドヘッド監視砦とリバーサイド鉄骨要よう塞さいの攻略は夜明けと同時に開始することになっているから、午前三時にはオルタナ北門前に到着していないといけない。

　オルタナの時鐘は午前六時から午後六時まで二時間おきに鳴るだけだし、ハルヒロたちは時計なんて持っていない。売っているのを見たことはあるが、なんでもドワーフだか何だかの細工師でないと作れないとかで、目の玉が飛びでるほど高価だった。ただ、さいわい義勇兵宿舎の玄関に柱時計が設置されているので、時刻はそれで確認できる。

　目標起床時間は、午前二時――ごろ。

　まあ、誰だれか一人でもそのあたりに目が覚めれば、順繰りにみんな叩たたき起こしていけばいいわけだから、なんとかなるだろう。

　明日に備えて、ハルヒロたちは日が沈むころには眠りについた。

　もっと正確に言えば、寝床について眠るための努力を始めた。

「――無理だっつーの！」

　暗くした部屋で、まずジタバタしだしたのは当然のごとくランタだったが、今回ばかりはハルヒロも同感だった。

「いきなり、こんな時間に寝るっていってもな……」

「う、うん……」モグゾーも同意見みたいだ。「ぼく、いくらでも眠れるほうだけど、さすがに、まだ……」

「いっそのこと、行くか!?　突撃しちまうか!?」

「何だよ、突撃って……ていうか、ランタおまえ、ただでさえ眠くならなくて困ってるんだから、少しは静かにしろって……」

「あ、あの、ランタくん、行くって、どこに？」

「ああ!?　そんなのおまえ、女部屋に決まってんじゃねーか！」

「えっ……」

「行くわけないし……」ハルヒロはため息をついた。「だいたい行ってどうするんだよ」

「どうするって、そんなのあれだろ」

「あれって？」

「あれは……あれだ！」

「だから、どれだよ」

「あ――」

「あ？」

「い」

「い？」

「おっ……」

「お？　何？」

「……と言えばぁー？」

「訊きくなよ。自分で言いだしたんだろ。適当かよ。何も考えてないなら、そう言えば？」

「考えてるわっ。考えまくってるわっ。お……お、お……モ、モグゾー！　お！」

「ぼ、ぼくっ？　お……？　お……おぉ…………おぉぉ………………」

「がんばれ、モグゾー！　出るぞ！　あとちょっとだ！　ほら！」

「……おしくらまんじゅう？」

「アホッ！　モグゾーのアホたれ！　女部屋に突撃しておしくらまんじゅうなんかするやつがどこにいるんだよ！　変態か！　おっつったら、あれだろ！　おっぱいだろ……！」

「……うわー」

「何だ、ハルヒロ！　何が、うわー、だ！　おまえだって好きだろうが、おっぱい！　男なんだからな！　男なら全員、おっぱい大好きなはずだ！」

「勝手に決めんなよ……」

「ホホーウ。じゃあ、おまえは嫌いだっつーのか？　今、目の前におっぱいがあったとしても、何とも思わねーのか？　たわわなおっぱいが目の前に、だぞ？」

「……そりゃあ、何とも思わないってことはないけど」

「モグゾーだって好きだろ、おっぱい」

「えっ……ま、まあ……それは、人並みに……」

「よせって、モグゾー。ランタの話なんかにつきあうことないんだから」

「ほーら！　おまえらも好きなんじゃねーか！　ガッハハッ！　所しよ詮せん！　おまえらもオスってこった！　つーわけで、行くぞ、おら！」

「だから、行ってどうするんだよ」

「揉もむだろ、そりゃあ！　揉むんだよ！　揉みしだくんだよ！」

「……ほとんど強ごう姦かんだぞ、それ」

「そこまではやらねえ！　揉むだけ！　ただおっぱいを揉むだけだ！　それくらいなら問題ねーはずだ！　セーフだ！」

「アウトだよ、人として……」

「まーな」

「だろ？」

「正直、あれだしな。無理やり揉んでもな。意味ねーよな。何？　揉んでもいいですよ的な？　むしろ、揉んでください的な？　そういう感じがねーとな。やっぱ恋だよなあ」

「何だよ、いきなり。気持ち悪い」

「ヴァーカ、こういうときは恋バナだろ！　きっと、あれだぞ？　ユメとシホルもしてっぞ？　間違いねーな。してるわー。しまくってるわー。女子だしな」

「あぁ……」とモグゾーが同意するような声を出した。

　ハルヒロは寝返りを打った。「……そういうもんなの？」

「あったりめーだろ。女子と恋バナは切っても切り離せねえ。火事と親おや父じくらい密接な関係なんだよ。うん。今のたとえはナシな。失敗。でも女子っつー生き物はマジでマジで頭ん中、恋バナだらけだからな。してんぞー今ごろ。シホルゥ、シホルは誰がいいと思ってるぅーん？　えぇー？　ユメはぁー？　とかな。ぜってーしてるわ」

「いやあ……してないでしょ、そんな話」

「ハルヒロ、おまえは女子っつーもんをてんでわかってねえ。あいつらは飯は食わなくても恋愛はするっつー妙ちきりんな生物なんだよ。転んでもただじゃ起きねえ。恋愛する。七回転んだら八回恋愛する。それが女子なわけ。で？　おまえは？」

「へ？　何が？」

「誰がいいと思ってんだよ？」

「は……？」

　まったく無警戒だったからか。

　パパッ……と二人の顔が浮かんだ。順序は――ハルヒロにもよくわからない。二人の顔が代わる代わるちらついたような感じだった。

「……誰って」

「オレが当ててやろーか？　ユメだな」

「なんっ――」

「当たったな？　見た目は問答無用でメリイが一番だけど、どう考えたって高たか嶺ねの花だ。シホルは巨乳でポイント高え。顔もまあまあかわいい。ただ、性格がめんどくさそうだし、そもそも男とそんなに口きかねーからな。おまえみてーに自己評価が低くてうじうじしてるやつは、ユメみてーなふわっとした女にいくんだよ。どうしても」

「……うじうじしてて悪かったな」

「いいわけねーだろ。うぜーんだよ。もてねーぞ、おまえ。はっきり言って」

「おまえも別の理由でもてないと思うけどな」

　それから、当たってないよ。

　言いかけたが、親切に教えてやる義理なんてないか。そういうのじゃないし。恋愛感情なんか持っていない。少なくとも、そこまではいっていない――と思う。たぶん。

「ハッ。このオレのあふれでる魅力がわからねーようなヴァカだから、おまえはもてねーんだよ。ハルヒロ、おまえはもういい。モグゾーはどうだ？　誰がいい？」

「だ、誰がいい、とかは、ないんだけど……」

「いーや、あるはずだ。男と女がいて、ないわけがねえ！　オスの本能が自然とメスを選りわけるんだよ」

「生々しいね……そういう言い方、すると……」

「オレらは生きてんだからな。若いしな！　生々しくなくてどーすんだよ。ズバリ！　モグゾーは誰と交尾してえ!?」

「ランタ……」

「あぁ？　何だハルヒロ。オレは平たく言ってるだけだろうが。男が女を求めるっつーのは、ようするにそういうことなんだからな」

「で、でも、ランタくん。ぼくはそんなふうには、思わない……よ？」

「じゃあ、どういうふうに思うんだ？　ほら、言ってみろ。言えって」

「あ……あこがれって、いうか」

「ホホーウ？」

「きれいだなあ……って、思ったりとか」

「てことはモグゾーおまえ、メリイ狙ねらいか！」

「ええっ！　な、なんでわかったの！　ね、狙ってるわけじゃ、ないけど……」

「そんなのわかるに決まってんだろ。あの中できれいっつったら、メリイしかいねーじゃねーか」

　ハルヒロは頭を振った。「……失言しかしない男だよな、おまえって」

「違いまぁーす。オレは真実しか言わない男でぇーす。ユメもシホルもどう見たって美人の範はん疇ちゆうには入らねーだろ。その眠たそうな目ぇーかっぽじってよく見てみろっつーの」

「目なんてかっぽじったら大変なことになるし、おれの目つきのことは言うなって何回言えばわかるんだよ」

「しっかしなー。モグゾーはメリイかー。やるなー。さっすがオレの相棒だなー」

「は、ははは……あの、でも、ほんとにただ、きれいだなあって思うだけで……」

「けどよ、メリイのやつ前に言ってただろ。この中だったら、モグゾーがいいとか」

「……う、うん。じつは、それから……なんていうか、ちょっとだけ……意識？　しちゃって……」

「意識……」ハルヒロはそっと呟つぶやいた。モグゾーがひそかに色気づいていた――っていう言い方もどうかと思うけど。なんとなくショックだ。

「グハハハッ！」ランタはなぜか妙に盛りあがっている。「モグゾーのくせに、コォーノヤロウッ！　押して押して押しまくったら、案外いけちゃったりするんじゃねーか!?」

「あ、いや、そ、そんなことは、とてもじゃないけど……」

「おまえなあ、モグゾー、相棒だから言っとくけどな？　人生、長いようで短いんだからよ、やることはやっとかねーとダメだぞ？　後悔しねーようにな？　だから告こくれ！」

「むっ！　無理だよ……」

「いいから告れって！　明日、告れ！」

「できないってば……」

「できねーと思うからできねえ！　やれると思えばやれる！　そういうもんだ！　なあ、ハルヒロ！　そうだろ！」

「え？　あ、うん、まあ、そりゃそう――って、いきなりおれを巻きこむなよ」

「バーカ、おまえは応援してねーのか、モグゾーのこと。仲間じゃねーか」

「応援……？　や、してないわけじゃないけど……」

「幸せになってほしいと思ってねーのか！」

「思ってるけど」

「だったら、告ったほうがいいだろ！　告るべきだろ！　告ーるダンスを披露だろ！」

「何だよ、告ーるダンスって……」

「告る際の伝統行事だよ！　あるんだよ、そういうのが！　オレが今、決めた！　よっし、踊れ、モグゾー！　告ーる告ーるってな！」

「……踊らない……よ？」

「だよな。踊られても困るしな。言ってみただけだ！　オレ一流の言ってみただけ！」

「ランタ、おまえは立派に三流だよ」

「五流のハルヒロごときに言われたって、なんとも思わねえ」

「ていうかさ、おまえは誰だれがいいと思ってるわけ？　おれにもモグゾーにも訊いといて、おまえは言ってないだろ」

「そ、そうだよ。ランタくんも、教えてよ」

「あぁー？　オレぇー？　オレかぁー？　何だよおまえら、知りてーの？」

「知りたいかどうかっていうと、だいぶ微妙なとこだけどな……」

「ぼ、ぼくは知りたい、かな」

「そぉーんなに知りてーのかよ？」

「……おれは正直、そんなに知りたくないけどな」

「ぼくは知りたい……よ？　わりと」

「しょーがねーなあ。そこまで言うんだったら――」

　ランタが寝返りを打つ気配がした。

　それにしても、ずいぶんもったいをつけるものだ。

　いくらなんでも、もったいぶりすぎじゃね？

　あげくの果てにそれかよ。

「教えねーよ、ヴァーカ」

「おまえ、ふざけんな……！」

「ひ、ひどいよ、ランタくん！」

「ガーッハッハッハッハッハッハッハッ！　このオレ様の秘密をそう簡単に聞きだせると思うんじゃねえ！　おまえらの秘密は見事にゲットしたけどな！」

「言えよ！　卑ひ怯きようだろ！」

「そ、そうだよ！　自分だけ言わないなんて、ずるいよ！」

「悔しかったら吐かせてごらんなさぁーい！　おまえらには！　不可能ぉっ！」

「絶対、吐かせてやる……！」

「ぼくが、腕ずくで……！」

「おいおいっ！　待てモグゾー、おいっ！　おまっ、力は――ぐえええぇぇぇ……っ！」
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　まだ暗い空の下、オルタナ北門前は騒然としていた。

　デッドヘッド監視砦とりで攻略を目指す〝青蛇隊〟は、オルタナ辺境軍准将レン・ウォーター率いる辺境軍の戦士五百人と聖騎士百人、狩人かりゆうど百人、神官若干名の合計七百人余、これが本隊を構成し、別働隊には義勇兵団の三十七パーティ百九十七人が参加、これを義勇兵団レッドムーン事務所の所長兼ホストのブリちゃんことブリトニーが指揮する。

　他ほかにも、見送りの者たちや物見高い野次馬、抜け目がない物売りなどもいるから、千人以上がこの一帯に集中しているのだ。賑にぎわしいなんてものじゃない。

　ちなみに、リバーサイド鉄骨要よう塞さい攻略組の〝赤蛇隊〟は、辺境軍の戦士千人、聖騎士三百人、暗黒騎士二百人、騎兵隊三百人、神官隊五十人、グラハム・ラセントラ将軍が率いる合計なんと千八百五十人が本隊で、暁連DAY BR隊EAKERSのソウマを中心とする遊撃隊は、義勇兵団の五十五パーティ三百人以上という規模らしいから、もっとすごい。

　なお、オルタナの守備は、残りの辺境軍兵士がイアン・ラッティー准将のもと、これを行うことになっている。

　まあ、グラハム・ラセントラ将軍もイアン・ラッティー准将も、ハルヒロはよく知らないというか、名前を聞いたことすらなかったのだが。

　レン・ウォーター准将は、ずっと前のほう、北門のすぐそばにいる。白っぽいピカピカした鎧よろいを着ていて、キリッとしていて、男前とかハンサムといったちょっと古くさい言葉が似合う。べつに悪い人ではなさそうだが、なんとなく義勇兵には冷たそうな、いかにもプライドが高そうな男だ。鎧に光明神ルミアリスの六ろく芒ぼうが刻まれているので、聖騎士なのだろう。

　青蛇隊内の序列は傍はたから見ても明らかで、レン・ウォーターの周りに聖騎士と神官たちがいて、その後ろに戦士、それから狩人が配置されている。別働隊はさらにその後ろだ。

　本隊はわりときれいに並んでいて、列を乱す者は上官か何かに叱しかられたりしているが、別働隊の義勇兵たちはなかなかひどい。だいたいパーティごとに分かれていて、勝手気ままに立ち話していたり座りこんでいたり、あっちに行ったりこっちに行ったりしている。

　いいのかな、こんなので。

　小心なハルヒロはそんなふうに思ったりもするが、とくに問題はないらしい。

　というかたぶん、別働隊は放置されている。

　きっと本隊の連中にしてみれば、好きにしろ、知ったことか、おれたち正規軍はおまえら義勇兵とは違う、みたいな気持ちがあるのだろう。辺境軍の兵士に知りあいはいないが、ハルヒロも義勇兵としてこのオルタナでしばらく暮らしてきたので、なんとなく感じている。義勇兵はもともと余よ所そ者ものだし、どこか信用されていないのだ。好かれてもいない。

　ただ、ソウマたちほど実績を積んで、誉れが高くなれば、話は別だ。

　そうした名高い義勇兵たちは今回、軒並み赤蛇隊の遊撃隊に参加しているので、青蛇隊の別働隊は残り滓かすみたいに思われている。

　その残り滓の、さらに下っ端に位置しているのが、何を隠そうハルヒロたち、というわけだ。

　もっとも、別働隊にも一目置くべきというか、置かずにはいられないような強烈な義勇兵たちがいる。

　一際目立っているのは、カジコを頭にいただくクラン・荒野天ワイルドエ使隊ンジエルズだ。

　荒野天ワイルドエ使隊ンジエルズは一人の例外もなく女性で、全員、白い羽ストールを巻き、兜かぶとや帽子、バンダナ、ヘアバンドなどに同じく白い羽根飾りをつけている。

　メンバーが女性オンリーなだけじゃなくて、彼女らは男を寄せつけない。男が近づこうものなら、「ああ!?」と大声で威嚇して退けてしまう。

　すっげー怖い。

　とくに、背が高くて恐ろしく美人で刀っぽい長い剣を持っているカジコは、目が本当にやばい。

　カジコに睨にらまれただけで、半死半生になる自信がハルヒロにはある。

　でも、そんな荒野天ワイルドエ使隊ンジエルズと同じくらい威圧的な空気を振りまいているのが、同期って。

　チーム・レンジ。

　そこにいるだけでドーンという重低音が鳴り響きそうなほど堂々としているレンジの立ち姿がハルヒロにはまぶしすぎて、とても直視できない。

　レンジはオークのイシュ・ドグランが持っていた剣を背負っている。レンジが使っていた剣は、その傍らで便所座りをしているロンに譲ったようだ。レンジは泰然自若と周囲を睥へい睨げいしているといった体ていだが、ロンはあからさまにガンをつけまくっている。レンジに比べれば小物感満載でも、坊主頭が凶暴そうなロンの視線を受けとめて平然としていられる者は多くないだろう。

　レンジの後ろに控えているサッサは大人っぽいというかものすごくアダルトで色気満点だし、黒縁眼鏡のアダチは世界を揺るがすクラスの天才にしか見えない。

　レンジの横――というか、手許にちょこんと愛らしく立っているチビちゃんさえ、何か得体の知れない驚異的なパワーを秘めたマスコットに見えるのだから、レンジの存在感はマジで半端じゃなくすごい。

　さしものカジコも、レンジのことは気になっているようだ。さっきからカジコがレンジをガン見している。

　レンジは、気づいているのかいないのか、完全に無視。

　あとあと火種にならなきゃいいけど。余計なお世話か。間違いなくそうだろう。
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　ハルヒロにとっては、荒野天ワイルドエ使隊ンジエルズもチーム・レンジも雲の上の人たちだ。人には分際というものがある。あっちはあっち、こっちはこっちだ。

　チョコと目があった。

　ハルヒロが目礼すると、チョコはひょこっと頭を下げた。

　本隊の後ろに配置されている別働隊の後ろも後ろ、最後尾にハルヒロたちは陣どっている。経験と実力からいって、まあふさわしい位置だろう。

　チョコのパーティはハルヒロたちよりも前にいる。どうなんだろうな、それって。いや、べつにいいんだけど。

　見たところ、爽さわやか系の女にもてそうな顔をした戦士が、おそらくチョコのパーティのリーダーだろう。にこやかに話している爽やか君を中心に輪ができている感じなので、まず間違いない。

　あとは、最初にチョコと会ったとき、一緒だったショートカットの女の子。ショートカットさんは魔法使いだ。

　それから、神官の恰かつ好こうをした男が一人に、戦士っぽい装備の男が二人。片方の戦士はかなり背が高いノッポ君だが、なんとなく根暗そうで、とっつきづらそうだ。もう一人のへらへらした感じの戦士ヘラヘラ男が、やたらとチョコにちょっかいを出している。チョコはやや迷惑そうだ。やめろよな。むかつく。

　むかついてもって感じではあるけど。

　あっちはパーティの仲間同士で、こっちは少し話したことがあるだけなんだから。

「……ふーっ。ふーっ。ふーっ……」

　モグゾーの鼻息が妙に荒い。興奮しているのか。というよりもやっぱり、緊張しているのだろう。高速で兜を外したりつけたりしているし。

　ハルヒロはモグゾーの背中をけっこう思いっきり叩たたいた。「モグゾー！」

「――いっ!?」

「どうしたんだよ。緊張してる？」

「え？　あ、う、うん……ちょ、ちょっと。いや、だいぶ……」

「そりゃそうだよなあ。こういう雰囲気って、味わったことないし」

「で、でも、ハルヒロくんは、そんなに緊張してない……よね？」

「そう見える？　そんなこと――なくもないけど」

　たしかに、あまりというか、ほとんど緊張していない。落ちついている。結局、寝つくのにだいぶ時間がかかったから、ちょっと眠いけど。

「んふふー」とユメが変な笑い方をした。「ハルくんはなあ、いっつもたらぁーっとしてるもんなあ」

「た、たらぁーっと……？　してる？」

「え、ええと……」シホルがすかさずユメをフォローした。「鷹おう揚ように構えてる、みたいな意味じゃないかな、と……」

　ユメは首をひねった。「オーヨー？」

「言っとくけど」ハルヒロは念のため補足しておくことにした。「王おう様さまって書いて王おう様ようって読ませるオーヨーじゃないからね？　そもそも、そんな単語ないんだけどさ……」

「オーヨー……？」ユメはしばし考えてから、掌てのひらをこっちに向けた。「オーっ」

「お、おー？」ハルヒロはつられてユメの掌に自分の掌をぱちんとぶつけた。

　すると、ユメは逆の手を出した。「ヨーっ！」

「……よー？」ハルヒロがユメの手に自分の手を当てると、両手を合わせる形になった。

　何これ。

　ユメはぎゅっとハルヒロの両手を握った。「オー！　ヨー！」

「……うん。うん……？」

「これやんなあ。オーヨーってゆうたら」

「こ、これ……なの？」

「ぬぅー。ユメにもわからないねんけど、なんとなく？」

「なんとなく、ね……」

　ハルヒロはなんとなく、チョコのほうに目をやった。

　偶然――そう、偶然だと思うが、チョコもこっちを見ていた。

　すぐに下を向いちゃったけど。

　なんだか気まずい。

「……あの、ユメ。手、離そうか？」

「ふぉ？　うん。そやなあ。あ、ハルくんハルくん」

「え？　何？」

「今、思ったんやけどな、ハルくんの手ぇ、ぬくぬくしてるなあ。なんでなん？」

「さあ……」

　ハルヒロは右手で左手をさわってみた。あったかいかな。普通だと思うけど。あるいは、自分ではわからないものなのかもしれない。

　モグゾーはまだ兜を外したりつけたりしている。そう簡単にほぐれるような緊張ではなさそうだ。とはいえ、放っておくわけにもいかないからまた声をかけようとしたら、メリイに先を越された。

「モグゾーくん」

「ふぁいっ？」

　――って、ふぁいって何だ。ふぁいって。

　モグゾーは地上で深海魚にでも出くわしたような顔をしている。

　メリイはモグゾーの肩に手を置いた。「深呼吸をして」

「し、し、深呼吸……えっと――すぅぅぅぅぅぅぅぅぅー……はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁーっ――うっ、く、苦し……っ」

「ゆっくり。落ちついて」

「う、うん。すぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ。はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

「もう一度」

「すぅぅぅぅぅぅ。はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……あっ。す、少し、落ちついた……かも」

「呼吸って、普通は無意識にするものでしょ。だからこそ、息をすることに意識を集中すると、気持ちとか、他ほかのものも、自分でちゃんとコントロールできるようになる。わたしは落ちつかないとき、そうしてる」

「あ、ありがとう、メリイさん。ぼく、すごく、がちがちになってて――」

「たぶん、さ」

　口を挟まないほうがいいだろうか。迷ったが、いい機会だし、言っておきたい。じつはずっと引っかかっていて、気がかりだったことがあるのだ。

「おれたち、モグゾーにそうとう頼ってるだろ。モグゾーにとっては、けっこうプレッシャーだと思うんだよね」

「……え、あ、いや、そ、そんなこと……」

「だけど正直、これからも頼っちゃうと思う。モグゾーが戦士で、パーティの盾役タンクだからっていうのはもちろんあるけど、それだけじゃなくてさ。モグゾーは、ガチで頼れる存在なんだよ。だから、もっともっと、自信持ってほしいし。だって、おれたちの中で一番成長著しいっていうかレベルアップしてるのは、どう考えてもモグゾーなんだよ。みんなだって、それは感じてるだろ」

「アホーッ！」ランタは猿みたいに跳びはねた。「マックスにレベルアップしてんのはこのオレに決まってんだろ！　モグゾーは次点だ！　オレがレベル三十くらいアップだとしたら、モグゾーは二十五くらいだな！」

「ランタにしてはずいぶん謙虚だな」

「ぬぁにぃっ!?　そ、そうか……？　だったらまあ、オレがレベル五十くらいアップで、モグゾーは二十五くらいだな！」

「モグゾーを下げるんじゃなくて、おまえのほうを上げるのかよ……」

「あったりめーだろうが！　オレは天下をとる男だぜ!?」

「……周りの人たちに、笑われてるけど」そう言うシホルも冷笑を浮かべている。

「何ィッ!?　むごぁっ！　マジだ……っ！」

「ユメはな、モグゾーすっごいなあと思ってるよ。モグゾーがいてくれなかったら、どうにもならないもんなあ。にくかべっ！」

「肉壁……」メリイがわずかに顔を引きつらせた。

「ふねぁ？　だめかなあ、にくかべ。ユメとしては、褒め言葉のつもりやったんけど」

「いや、あの、でも……」モグゾーは頭を振ってから、うなずいた。「ぼく、うれしいよ。なんていうか、なれるものなら、みんなの肉壁になりたいし」

「おう！」ランタはモグゾーの肩を抱いた。「よろしくな、相棒！　じゃなくて肉壁！」

「そ、そこは、相棒のほうがいいかな……」

「ム？　そうか？」

　ランタがつけあがっていてむかつくが、モグゾーはさっきよりもよほどリラックスしているように見える。ハルヒロもほっとした。大おお袈げ裟さでも何でもなく、モグゾーはパーティの軸だ。このパーティがうまく回るかどうかは、モグゾー次第といっても過言じゃない。モグゾーさえ万全なら、ハルヒロなんかいなくても変わらないだろう。ようは、モグゾーをいかに活いかすか、なのだ。

「はいはーい！」と、ブリちゃんが手を叩いた。「あんたたち、ちゅーもーく！　ちゅーもーく！　今すぐアタシのところに集合して！　作戦についてざーっと説明するわよ！　はーい！　急ぐ急ぐー！　大至急、大至急よぉーっ！」
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「――というわけでえ」

　ブリちゃんは顎あごが割れている。ちょっとやそっとじゃない。くっきり、はっきり割れている。唇は真っ黒い。黒い口紅を塗っているのだろう。そうじゃないのにあの色だったら怪物だ。睫まつ毛げは量が多くてバサバサしている。あれは自前なのだろうか。頬ほおは赤い。頬紅をつけているらしい。ていうか、メイク濃すぎ。

　今日のブリちゃんはしっかりと鎧よろいをつけて、剣を帯びている。

　動きは相変わらずくねっくねしてるけど。怖い。

　鎧に六ろく芒ぼうが刻まれているので、レン・ウォーター准将と同じく聖騎士なのか。

　ブリちゃんは水色の瞳ひとみに不気味な輝きをたたえて、腰をくねらせた。

「デッドヘッド監視砦とりでの外回りは今、言ったような感じ。簡単に復習すると、砦の周りに櫓やぐらを中心としたキャンプが点在してて、それぞれのキャンプには二人から五人のオークがいるわけね。ま、ここにいるみんなはだいたい知ってると思うけど、知らない人も若干いるみたいだから、念のためよ。このキャンプ群と砦をひっくるめて、アタシたちはデッドヘッド監視砦って呼んでるわけ。ここまではいいわよね？　何か質問は？　ない？　ないわね？　あったら困るわよ。んじゃ、次は砦本体のほうね」

　ブリちゃんは絵図面を地面に広げて、ランプで照らしてみせた。どうやら、デッドヘッド監視砦の砦本体を描いたものらしい。

「砦を囲んでる防壁の高さは、正門がある南側が六メートルくらい、東側西側はこれよりも低くて約四メートル、裏門がある北側は五メートルってとこよ。防壁を越えてから砦の中に入るには、外階段を使って屋上まで上がらないといけないわ。一階には出入口がないってわけ。で、その出入口が、ここ」と、ブリちゃんは鞘さやに納めた剣の先で屋上の一点を示した。「――見ればわかるでしょうけど、防壁と砦の東南角が接してる造りになってる。外階段は砦の東面、ずっと南寄りの場所にあるでしょ？　つまり、南側の正門から入っても、右回りに一周近くしないと、砦の外階段にはたどりつけないってこと。で、外階段を駆けあがって屋上階の出入口から中に入ったら、今度は一階まで下りないといけない。なんでこんなめんどくさいことになってるのかは、わかるわね？　もちろん、防御のためよ。一階まで下りれば、北西、南西、北東に、それぞれ監視塔に上るための階段があるわ。――あ、そうそう、これも新兵ルーキー向けの話だけど、この砦って、三本の監視塔がぬぬっと突きだしてるの。これが監視砦の名の由来よ。敵の親玉、砦守キーパーは、三つある監視塔のうちのどれかにいると予想されてるわ。だいぶイメージできたかしら？」

　ハルヒロは絵図面を凝視したまま、小さくうなずいた。もうすぐここを攻めるのか。なんだか実感がわかない。
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「次。作戦のあらましについて」ブリちゃんは片手で剣をもてあそびはじめた。それなりに重そうな剣なのに、軽々と扱っている。「アタシたちは夜明けと同時に攻撃を開始する。本隊は南側正門、別働隊は二手に分かれて東側と西側を受け持つことになってるわ。はい、そこ、ビビらない！　大丈夫よ。別働隊の役目はあくまで牽けん制せいと陽動だから。先に動くのは別働隊。東西から攻めはじめて、敵が防衛にあたろうとしたところで、本隊が正門に押しよせて一気に突破するってわけ。二手に分かれるって言ったわよね。東は二十パーティ、こっちはアタシが指揮をとるから、緑りよく嵐らん隊って呼ぶことにするわ。わかるでしょ？　アタシのすてきな髪の色からとったのよ。西は十七パーティ、そっちはカジコに任せる。てことで、名前は荒あら鷲わし隊。どう？　悪くないでしょ？」

　カジコは片方の眉まゆをつりあげてみせた。「ええ。悪くない」

「隊分けはアタシがもう考えてあるわ。いい？　緑嵐隊のパーティだけ指してくから。いいわね？　はい、あんた、それからあんた、あんた、あんた、あんた、あんた、あんた、あんた、あんた、あんた、あんた、あんた、あんた、あんた、あんた、あんた、あんた、そして、レンジ」

「ああ」

「あんたのパーティもこっちよ。残念でしょ、カジコ？」

「誰だれが」カジコはブリちゃんを睨にらみつけた。「殺されたいの、ブリトニー？」

「いやよ。殺されちゃったら、いいオトコを抱けないじゃない」ブリちゃんはねとっとした熱っぽい視線をレンジに注いだ。「ねえ？　レ・ン・ジ」

　レンジはまったく表情を変えない。ブリちゃんにあの目で見られて無表情でいられるなんて、それだけですごい。関係ないハルヒロでも鳥肌が立っているほどなのだ。ありていに言って、おぞましい。

「ンフッ」ブリちゃんは気色悪いふくみ笑いをしてから、ハルヒロを見た。「それと、あんた」

「……あ。はい」

「最後」と、ブリちゃんはチョコ・パーティの爽さわやか君を指さした。「あんた。これで二十パーティ。残りはカジコの荒鷲隊よ。わかったわね？」

　義勇兵たちが思い思いの返事をする。異論を唱える者は一人もいないようだ。もし気にくわなくても、ブリちゃんに逆らうのはなかなか勇気がいる。何しろ、恐ろしいほど気持ち悪い。

「カジコは時計を持ってたわよね？」

「まあね」カジコは胸元からきらきらした銀色の懐中時計をとりだして見せた。

「あら」ブリちゃんは手に握っている懐中時計らしきものを披露しようとして、やめたようだ。「いいの持ってんのねえ、あんた。やだわ。アタシのがガラクタみたいじゃない」

　カジコは鼻先で笑った。「実際、ガラクタみたいなものなんじゃないの」

「言うわねえ。これでも古いから高いのよ？　動作のほうはちょっとあやしいけど。とにかく、時計があるならタイミングは大丈夫ね。開始時刻はあとで教えるわ。それじゃ、作戦の進行について。作戦が始まったら、アタシたちは手当たり次第にキャンプを制圧しながら防壁めがけて進むことになるわ。オークがいるキャンプはぜんぶ潰つぶすこと。もたもたしてると、キャンプからオークが出てきて囲まれちゃったりするかもしれないから、できるだけ素早く潰すのよ。これが第一段階」

　モグゾーが力強く首を縦に振った。気負いすぎないように、セーブさせないと。

　ブリちゃんは剣で絵図面の防壁を指した。

「第二段階は、防壁にとりついて攻撃を仕掛ける。敵はたぶん、弓矢で迎撃するでしょうけど、盗賊隊の偵察によると守備についてるオークの数は二百ってとこよ。たいした人数じゃないから、そんなに怖がらなくていいわ。そうはいっても、当たりどころが悪ければ即死ってこともあるし、盾を用意してもらったから――」ブリちゃんは顎をしゃくって、道みち脇わきに積みあげられている板のようなものを示した。「出発する前に各自、持ちなさい。盾は使い捨ててかまわないわよ」

「太っ腹だな！」

　ランタがニヤリと笑ってみせたが、ブリちゃんは無視した。

「――で、アタシたちは門がない防壁を攻めるんだけど、梯はし子ごをかけて一気に登っちゃうことにしたわ。もちろん、そのための梯子も用意してある。というわけで、梯子係がいるわね。現地まで梯子を運んで、組み立てて、防壁にその梯子をかけるところまでが仕事よ。梯子はアタシの緑嵐隊と荒鷲隊に、それぞれ四台ずつ。荒鷲隊の梯子係はカジコに決めてもらうとして、我が緑嵐隊の栄誉ある梯子係は……」

　悪い予感がした。

　どういうわけか、いい予感はことごとく外れるのに、悪い予感にかぎって必ず当たる。

　案の定だった。

　ブリちゃんはつづけざまにハルヒロと爽やか君を指さした。「あんたたちと、あんたたちのパーティにやってもらうわ」

「えぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇー」ランタは唇がまくれるほど口をひん曲げた。「なぁーんでオレらがそんなことやらされなきゃならねーんだよ！　ただでさえ、盾なんか持ってかなきゃなんねーのによぉ！　えっちらおっちら梯子なんて担いでられっかよ！」

　……ランタ、おまえ、いい度胸だな。

　ハルヒロが言う前に、ブリちゃんは剣を抜いてその切っ先をランタの喉のど元もとに突きつけていた。「指揮官はア・タ・シ。文句があるなら帰りなさい。当然、内金は返してね？」

「……か、金は返さねえぞ！　つーか……返せねえ」ランタは目を伏せて、フッ、と鼻を鳴らして笑った。「……ぜんぶ使っちまったし」

　ハルヒロは倒れそうになった。「――もうかよ!?」

「うっせえ！　オレがもらった金なんだから、オレのもんだ！　どう使おうとオレの自由だろうが！」

「そりゃそうだけどさ……」

「じゃあ」ブリちゃんは剣の先でランタの顎の下を、ちょん、と突いた。「おとなしく言うこと聞きなさい。逆らってとんずらなんかしたら、あんた、その瞬間から賞金首よ」

「賞金首……!?　か、カッケェーッ！　いやでも、微妙にやばそうか……？」

　シホルがふるふる頭を振った。「……微妙じゃない」

　メリイの眼まな差ざしは氷像のそれを思わせる。「完かん璧ぺきにやばい」

「あのねえ」ブリちゃんは剣を引いてくるっと回した。「梯子係はものっすごく重要な仕事なのよ？　砦にとりつくまで極力戦闘を避けなきゃいけないけど、いざそのときがきたら防壁に突っこんでバーンと梯子をかけるわけだから、カッコイイしね」

「……カッコイイ」ランタは吟味するようにその単語を繰りかえして、ぐふふ、と醜く顔をゆがめた。「――まあ、そういうことならな？　しょうがねえ。やってやっか。そういう大事な仕事は、やっぱオレくらいの格がねーと無理だろうしな？」

「俺らもやるんだけど」と、チョコ・パーティのノッポ君がおもむろにツッコミを入れてきた。

「黙れ！」ランタはノッポ君をギンッとねめつけた。「それはそれ、これはこれだ！　つーか、おまえ、オレらの後輩だろうが！　先輩様がいい気分に浸ってるときに邪魔するんじゃねえ、タコッ！」

「タコじゃねーし」

「だったらイカか!?」

「……いいや。何でも」

「ウワハハハハハハハハハハハハハハハァッ！　勝ったな……！　オレの勝ちだ……！」

　チョコ・パーティのショートカットさんが遠くからゴキブリを見るような目でランタを見ている。「……最低」

　ハルヒロは両手で顔を覆った。「もうこれ以上恥をさらすなよ……」

　とにかく、ハルヒロたちとチョコ・パーティで四台の梯子を運ばないといけない。ここは先輩風を吹かせて一台多く運んでやりたいところだが、さすがに無理だ。二台ずつが妥当だろう。

　梯子は長い。二メートルちょっとの梯子を二台組みあわせることで、四メートル超の長梯子が完成する。つまり、実際は二メートル余の梯子を八台運搬する必要があるのだ。

　ハルヒロ、ランタ、モグゾーが一台ずつ。女性陣三人で一台。こんなところか。

　チョコ・パーティは男四人に女二人の編成なので、男が一台ずつ運ぶようだ。

　これに加えて盾まで持っていかなければならないわけだから、なかなかの重労働を強いられることになりそうだ。なんか、到着する前に疲れちゃいそうなんだけど。

「さぁーて」ブリちゃんはくいっと腰を曲げて尻しりを突きあげてみせた。「砦とりでの中への突入と敵の掃討は主に本隊がやることになるはずだけど、一応、敵戦力についても説明しておくわ。さっきも言ったとおり、予想されるオークの数は二百人ほどで、その大半がゼッシュっていう氏族のオークみたい。彼らは髪を黒く染めて、顔に赤い刺いれ青ずみを入れてるわ。武装もだいたい統一されてて、ガハリィっていう片刃の剣と、毛皮を貼はりつけた盾、赤い鎧兜、それと弓矢ってとこらしいわね。最前線に出てきてるだけあって、ゼッシュ氏族のオークは決して弱くないわよ。ただ、キャンプのオークたちは氏族がばらばらで、結束も強くないはず」

　防壁に長梯子をかけるまでが勝負だ。別働隊の任務は牽制、陽動。長梯子をかけて防壁に登れる状態にしてしまえば、相手は浮き足立つだろう。

　そう考えると、たしかに梯子係は責任重大だ。戦いを避けないといけない、すなわち戦わなくていいことから、下っ端義勇兵のハルヒロたちとチョコ・パーティに当てがわれたのだろうが、失敗したら大変なことになる。

「砦守キーパーはゼッシュの氏族長ゾラン・ゼッシュよ。ゾランちゃんは一目でそれとわかるくらいガタイがよくって、長い髪を黒と金に染めわけちゃってる。双剣使いって情報が入ってるわ。ゾランちゃんの側近二十人くらいのオークは、そうとうな手て練だれっぽいわね。それから、呪じゆ術じゆつ師しが若干名いるみたいよ。オークの呪術師は軽装で、鎧よろいとか兜かぶとを身につけてないから見分けはつきやすいけど、相手にしたことがない人もけっこういるでしょうし、注意しなさい。オークの呪術は、念力と蟲むしが主体よ。魔法とはだいぶ違ってて、呪文を唱えたり身振り手振りで何かしたりしないから、出が早いわ。厄介だから、もし呪術師を見つけたら、最優先で片づけること。あとは……そうそう、狼煙のろしね」

「のぇ」ユメが首をかしげた。「ころしー？」

「そう、人が倒れてる……血が出てるわ。息をしてない。もしかして……死んでるっ!?　いったい誰の仕業なの!?　誰がやったのよぉっ！　この殺し――って、そんな話はしてないわよ！　もうっ！　ついのっちゃったじゃない！　どうしてくれるのよ、盛大にすべってるし！」

「もしかして、ユメ、おこられてるん？　かなあ？」

「……怒ってはないわよ。そんな大人げないこと、このアタシがするわけないでしょ？」

「そっかあ。でもでも、ブリちゃん、ごめんなあ。ユメ、あれかも。ブリちゃんの話を腰におんぶしてしまったかも」

「ちょっとあんた、話をおんぶなんかしてる場合じゃないわよ。話は腰を折らないと。いや、折らなくていいんだけどね？」

「折らなくていいんやったらなあ、どうしたらいいか、ユメ気になるやんかあ」

「放っといて！　黙ってアタシに話させて！　あんたみたいな子、嫌いじゃないけど、調子がくるうから今は黙ってて！　お願い！　口をぴっと閉じてて！」

「ぴっ」

「オーケー。で、狼煙のことね。デッドヘッド監視砦は、大規模な攻撃を受けると、そのことを狼煙でリバーサイド鉄骨要よう塞さいに報しらせようとするわ。今回もたぶん、すぐに狼煙が上がるでしょうね。でも、あっちでも同時に攻撃が始まってる。要請しても、援軍はこない。だから、狼煙が上がっても動揺しないこと。ま、こんなとこかしらね。いろいろ言ったけど、よっぽどへまをしないかぎり、勝てるはずよ。砦守キーパーと、それから名の知れた呪術師にかかってる賞金も、アタシたち別働隊には無関係でしょうね。どっちにしても、難しい戦いじゃないわ。経験値低めの子たちも安心なさい」

　ブリちゃんはまさしくハルヒロたちに向けて言っているのに違いない。安心まではできないにしても、思っていたよりはきつくなさそうかなという気がしてきた。ひょっとして、ここから六キロ離れたデッドヘッド監視砦まで梯子と盾を持ってゆくのが一番の難関なんじゃないのか。

「とはいえ！」と、突然、ブリちゃんが険しい声を出した。「相手はアタシたちの天敵、不死の王ノーライフキングなき今、不死族アンデツドを抑えて、この辺境で最大の勢力を誇るオークよ。油断したら、しっぺ返しを食らうくらいじゃすまないわ。あっさり死ぬわよ？」

　ハルヒロは唾つばを飲みこんだ。

　上げて、下げる。

　そういうやり口か。

　でも、有効なのかもしれない。実際、ハルヒロもやや楽観的になっていて、そこから叩たたき落とされたことで、身も心もいい具合に引き締まっている。

　ブリちゃんはピンク色の舌でぺろっと黒い唇を舐なめた。

「ま、そういうことなんで、気合い入れていきましょうか、子猫ちゃんたち」
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　間もなく夜が明ける。

　誰一人として口を開く者はいない。

　身じろぎもしない。

　息づかいさえ、できるだけ抑えている。

　そんな中で、ランタの馬鹿が手で口を押さえて、身体からだを前後に揺らしている。もしかして、くしゃみか。くしゃみをしそうになって、我慢しているのか。冗談だろ。何やってんだよ。

　やばい。

　まずいって。

　出そうだ。

　出る。

　――いや。

　なんとかこらえたようだ。ハルヒロはそっと安あん堵どの息をついた。よかった。その瞬間、ぶり返したらしい。

「くしゅんっ」

　結局くしゃみを我慢しきれなかったランタに、数十の視線が突き刺さった。

　ところが、ランタは周りの義勇兵たちを見まわして、謝るというよりは、まあ落ちつけ、とでも言いたげな仕し種ぐさをしてみせた。まったく悪びれていない。いったいどういう神経してるんだよ。

　ハルヒロは廃材の山から顔を出して、あちこちにあるキャンプを見た。キャンプはたいてい一つの櫓やぐらと、一つか二つ、たまに三つのテントで構成されている。櫓の上にはオークがいたりいなかったり。どうやら動きはないようだ。くしゃみの音は届かなかったということか。助かった。

　日はまだ昇っていないが、もうけっこう明るい。

　ブリちゃんことブリトニー率いる緑りよく嵐らん隊は、デッドヘッド監視砦外縁の東、もとはキャンプだったのだろう木材やら布やら岩やらに紛れるようにして息を殺している。オークのキャンプは義勇兵たちに襲われて壊されては作りなおされ、それを何度も何度も繰りかえしているようなので、こんなふうに隠れられる場所はたくさんあるのだ。

　そうはいっても、そろそろオークに見つかってしまわないか、気が気でない。

　焦じれてもいる。

　待っているのって、つらい。いっそ早く始まってくれないかな。そうしてくれたほうがすっきりする。

　遠くに見える砦は、三本の監視塔がまるで角みたいで禍まが々まがしい。防壁は石造りで、継ぎ目や隙すき間まを何か黒っぽい材料で埋めているようだ。赤い塗料で何か文字みたいな、紋様みたいなものが描かれている。金属だの木だのでやたらとトゲトゲしているのは、飾りじゃなくて防御効果を狙ねらっているのだろう。東と西の防壁は高さ四メートルだったか。めちゃくちゃ高いわけじゃないが、あれだとよじ登れそうにない。やっぱり梯はし子ごが必要そうだ。

　キャンプの櫓には、動物の頭ず蓋がい骨こつや、それから、まだ頭蓋骨になっていない干からびた生首が、棒に刺して掲げられたり、並べられたりしている。

　人間の骨や生首も、どうやらふくまれているようだ。

　それで、死に首＝デッドヘッド、か。

　あんなふうになりたくないな、と不意に思った。

　いや、ならないよ？

　ハルヒロは抱えている梯子の感触を確かめた。重かったな、これ。重量自体より、かさばってしょうがなかった。矢避けの四角い盾は紐ひもで背中にくくりつけてある。これもまた邪魔くさい。

　――と、ブリちゃんが立ちあがった。

　金色の懐中時計を見ている。一つうなずいた。

　ブリちゃんは手をあげた。

　いよいよだ。ハルヒロは息をつめた。

　ブリちゃんの手が振りおろされた。「作戦開始よ……！」

　同時にどこかで喚声があがった。本隊か、それとも荒あら鷲わし隊か。

「突撃……！　キャンプを潰つぶして……！」

　ブリちゃんの号令一下、義勇兵たちがぞくぞくと廃材の山から飛びだして、どんどんオークのキャンプへと襲いかかってゆく。

「い、行こう！　おれたちも……！」

　声がうわずってしまった。

　ハルヒロは梯子を抱えて、緑嵐隊の最後尾を進む。

「光よ、ルミアリスの加護のもとに……光の護法プロテクシヨン！」

　メリイが魔法をかけた。左手首に光る六ろく芒ぼうが浮かんで、身体が軽くなった。

　みんなは？　ちゃんといる。

　走っているつもりなのだが、遅い。梯子のせいだ。走りづらいんだって。

　あー。

　なんか、けっこう緊張してるのかも？

　自分が何をしているのか、ふとわからなくなる。

　チョコは大丈夫かな。どこにいるのか。それどころじゃないか。

　しかし、みんなすごい。次々とオークが倒される。炎熱魔法アルヴマジツクか。テントが燃える。櫓を倒してしまう義勇兵すらいる。みるみるうちにキャンプが攻略されてゆく。最先頭はどこまで進んでいるのか。見えないし、よくわからない。まさか、まだ防壁にはたどりついてないと思うけど。ひょっとして、急いだほうがよかったりして？　でも、無理なものは無理だし。

「狼煙が上がった……！」メリイの声がした。

　振り返ると、メリイが砦とりでのほうを指さしていた。

　見れば、三本角の砦から濃い灰色の細い煙が立ちのぼっている。救援の要請。でも、今ごろリバーサイド鉄骨要塞も攻撃を受けているはずだ。援軍はこない。

「ずうっと遠くにも、煙があがってるなあ！」とユメが言った。

　ほんとだ。

　西のほうに煙が何本も。

　どういうことだろう。あれか。中継？　デッドヘッド監視砦以外にも、狼煙を上げる場所がいくつかあるのかもしれない。リバーサイドまでは四十キロくらいあるらしいから、ここからだと見えないかもしれないし。だけどなんか、煙、二本ずつ上がってない？　そうか。わかった。デッドヘッドだけじゃない。リバーサイドも攻撃を受けて狼煙を上げた。きっと、両方とも自分たちが攻められていることを相手に伝えようとしているのだ。

　でも、もしそうだとしたら、デッドヘッドのオークたちはリバーサイドからの援軍をあてにできないと悟ったことになる。

　援軍がくると思っていたら、オークたちはそれまで被害を抑えて時間稼ぎをしようとするだろう。

　そうじゃなければ、どうする？

　死にものぐるいで抵抗しようとするんじゃないか……？

　まあ、そんなことくらい、上の人たちはちゃんと考えているだろう。下っ端が気にすることじゃない。ハルヒロたちは自分の仕事をしっかりこなせばいいのだ。

　つまり、梯子係だ。

　味方がキャンプを潰したら、防壁に梯子をかける。

　すでに、周囲のキャンプはあらかた潰されているようだ。

　チョコ・パーティは後ろにいた。ハルヒロたちより遅れている。

　いけるな、これ。

　すぐに否定した。そんなに簡単にいくはずがない。ていうかさ。

　誰だれだよ、討ちもらしたの。オークだ。二人。こっちに駆けてくる。

　こっちというか。

　チョコ・パーティのほうに向かっている。

「オ、オークだ……！　二人くる……！」

　ハルヒロが声を張りあげて警戒をうながすと、チョコ・パーティは立ち止まっ――て、え？　止まってどうするんだよ。彼らにもわからないようだ。

「おっ！」「やばっ」「ちょっ、梯子……！」

　まずい。かなりまずい。だめだ。チョコ・パーティはあたふたしているだけで、あれでは迎え撃つのも逃げるのもままならない。

「梯子を半分、失うわけにはいかない！　助けないと！　オークはおれたちがやろう！　梯子と盾は一回、置いて……！」

「う、うん！」モグゾーは梯子を地面に放って、背負っていた盾を外した。

「おうよ！」ランタもこういうときは素早い。「いよいよ！　卒！　童貞だぜ……！」

「ふにゃあ！」ユメが捨てた盾を、シホルが拾って自分の盾とまとめている。

　メリイは足あし許もとに梯子を置いて、ハルヒロにうなずいてみせた。

「魔法はとりあえず温存……！」

　ハルヒロは叫びながら駆けた。まずはオークの力量を測る。先は長い――かもしれないわけだし。

　右往左往しているチョコたちの間をすり抜けて、モグゾーがオークＡに斬きりかかり、ランタがオークＢめがけて突進する。

　オークたちの装備は、鱗うろこみたいな鎧よろいに、顔面以外を覆う兜かぶと、ごつい剣。兜からこぼれる髪の毛は、オークＡは黄色で、オークＢは赤い。肌は緑色だ。

　ハルヒロはユメと目配せをして、オークＢの側面と背後をとろうとした。

　でかいな、オーク。

　背丈はそこまでじゃない。ハルヒロよりは高くて、モグゾーよりは低いくらいか。でも、厚みや幅が違う。大おお袈げ裟さに言えば、人間の倍くらいありそうだ。

　全体的な印象としては、モグゾーより一回り大きい。

　モグゾーだって百八十六センチもある大男なのに、それより一回り大きいって。

　しかも、たぶんこれで並のオークなのだ。

　オークはグリムガル辺境の最大勢力だというが、納得できる。見るからに強そうだし、見かけ倒しじゃなくて実際、手強い。

　ランタはもちろん、オークＢに押されまくっていて、まっすぐ後退する排出系イグゾーストで逃げまくりだ。そうなると当然、オークＢはランタを追いかけて移動する。ハルヒロとユメはオークＢを追って動かないといけないから、背後も側面もへったくれもない。

　モグゾーも優勢とは言いがたい。それなりに斬ざん撃げきをもらっていて、なんとか鎧で防いでいるといった様子だ。まあ、鎧で受けるのも防御のうちだから、互角といえば互角なのか。見た感じでは、オークＡのほうがやや有利だ。

　筋力か。

　あの体格だ。オークは人間より筋力が強い。筋力は腕力だけじゃなくて、脚力にも影響する。筋肉のぶん、身体からだが重いとしても、速く走れるだろうし、高く跳べるだろう。図ずう体たいが大きいからといって鈍いとはかぎらない。敏びん捷しようさにだって筋力は関係するのだ。

　オークの顔は、鼻が潰れていて、口が大きく、猪いのししみたいな牙きばがある。人間のハルヒロからすると、美形ではない。まあ、醜悪といえば醜悪だが、べつに頭が悪そうには見えない。櫓の組み方やテントの意匠一つとっても、充分に知性を感じさせる。櫓の頭蓋骨や生首は野蛮だとしか思えないが、人間族とオークは対立しているのだ。オークが人間族を威圧するためにやっていることだとしたら、理解できなくもない。

　肉体的にはオークのほうが人間族より上で、知的能力にも優劣をつけがたい。

　だとしたら、単純な戦闘能力でいえば、オークは人間より強いんじゃないのか。

「怖おじ気けづかないで！」メリイが叫んだ。「慣れれば、渡りあえる……！」

　そうだ。

　少なくとも、そう思わないといけない。

　気持ちで負けていたら、勝てるものも勝てなくなってしまう。

「メリイの言うとおりだ……！　おれたちはまだ、オークの動きに慣れてない！　それだけだ！　モグゾー、おまえならやれる！　やれないわけ、ない……！」

「もぉー……っ！」

　モグゾーが攻めに転じた。というか、今のはスキルだ。重装式戦闘術の鋼返しスチルガード。モグゾーはあえてオークＡの剣を肩の装甲で撥はね返した。そしてオークＡが体勢を崩したところに、ぶった斬ぎりの剣、ザ・チョッパーをぶちこむ。防がれても打ちこむ。

　たじろぐオークＡを見て、オークＢの足の運びが慎重になった。

　ハルヒロはランタと目があった。

「――言われなくたってなあ……！」

　ランタはオークＢが詰めてきても排出系イグゾーストで逃げなかった。さっきまでよりオークＢの寄せが甘い。

「つあぁーっ！」

　赫怒払リジエクトだ。

　ランタはオークＢを押し返して、すかさず踏みこんだ。

「憤慨突アンガーァァァ……ッ！」

　いい突きだと思ったのに。

　オークＢは身をよじってかわした。

　でも、ぎりぎりだった。惜しい。もうちょっとで当たりそうだった。

「わかってんだよ！　オレは無敵なんだっつーの……！」

「いつから無敵になったんだよ……！」

　背後だ。

　オークＢがハルヒロに背中を向けている。

　例の線は見えない。

　蜘蛛殺しスパイダーにいこうとしたら、寸前でオークＢに察知されてかわされた。だけどこっちは一人でやっているわけじゃない。

「ちょいやー！　たーっ……！」

　ユメが刈り払い、斜め十字の連続技コンボで攻める。オークＢはユメの剣けん鉈なたをガガンッと弾はじいて、反撃しようとした。

「はにゃーっ」

　ユメは穴あな鼠ねずみみたいに転がって逃げる。

　オークＢはすかさず追撃しようとしたが、だからこっちは一人じゃないんだってば。

「おらおらおらぁっ！」

　ランタがロングソードを振りまわす。ほとんどオークＢにぶつかってゆくような勢いだ。その間にユメは体勢を立てなおした。ハルヒロも背後をうかがっている。オークＢは余裕がなくなってきた。確実に焦っている。あと一押し。

　その一押しがきた。

「どぅもーっ……！」

　モグゾーがどうも斬をオークＡの肩口に叩たたきこんだ。オークＡは、倒れてはいない。でも、ふらふらだ。まともに剣を使えない。時間の問題だ。

　オークＢは狼ろう狽ばいした。

　ハルヒロはオークＢの真後ろにいるので、その表情はうかがえない。それでも動揺の色がありありと見えた。

　背面打突バツクスタブ。

　静かに距離を詰めて、すっとダガーを埋めこんだ。あの線が見えていないわりには、ダガーの刃がやすやすとオークＢの鱗うろこ鎧よろいを破って、肉まで達した。

　致命傷じゃないな、と思った。

　だけど充分だ。

　ハルヒロが飛び離れると、ユメがオークＢに二度、三度と剣鉈を叩きつけた。剣鉈はロングソードよりも短いが、そのわりに重みはけっこうある。斬れはしなかったものの、打撃としてのダメージはそれなりに与えたはずだ。オークＢはよろめいた。

「憎悪斬ヘイトレツドォォォ……ッ！」

　間合いの外から飛びこんできたランタを、オークＢはよけられない。肩口だ。ランタのロングソードは、だが、オークＢの鎧の上をザザッと滑った。

　あれは、わざとか。

　ランタは頑丈な鱗鎧を斬り裂くのではなくて、手首を返して顔を狙ねらったらしい。でも、あの結果はまぐれだろう。意図的にやったとは思えない。

　ロングソードはオークＢの兜を固定している顎あご紐ひもを切断して、兜に引っかかった。

　兜が脱げた。

「チャラーン……！」

　ランタは黒ずんだバシネットを被かぶっている。バイザーを下ろして顔が隠れているが、たぶん今、舌をべろりと出していることだろう。

　ランタはオークＢの頭をロングソードで斬るというより殴った。殴りまくった。オークＢはすぐに立っていられなくなった。倒れても、ランタは容赦しない。手を止めようとしない。モグゾーが二撃目のどうも斬でオークＡを斬り伏せた。オークＢはもう動かない。そうなってから、ランタはようやくやめた。

　チョコたちはドン引きしている。

　でも、ハルヒロはランタを非難しなかった。見ていて気持ちのいいものじゃないが、ランタは間違っていない。残酷ではあっても、敵の息の根は確実に止めるべきだ。そして、生き物はしぶとい。死ぬときはあっさり死ぬくせに、ときに死ぬほどの傷を受けていながら猛然と逆襲に転じてきたりする。

「くっくっくっ……！」ランタはロングソードを掲げた。「悪徳ヴアイスッ！　ゲェーッツ……！　ついでに、童貞卒業……！　おめでとう、オレ……！」

　そうなんだよな。

　しかも、負傷者ゼロ。

　メリイとシホルに魔法さえ使わせなかった。

「やたっ！」ユメがジャンプした。「ユメたち、ちょっとすごいやん!?」

　ランタが、ガハハハハッ、と笑った。「おまえはちっぱいだけに、跳びはねても一向に揺れねーなあ。――あいだっ。グーで殴るんじゃねえ！」

「殴られるようなことゆうからやろっ」

　モグゾーが「――っし……！」とガッツポーズしながらうなずいた。

　シホルは遠慮がちに、それでもうれしそうな笑みを浮かべている。メリイはほっとしているようだ。

　こみあげてくるものがなかったわけじゃない。

　あった。

　それは爪つま先さきから上がってきて、ハルヒロの胸をくすぐりながらひっくり返し、頭のてっぺんまで到達して、陶然とさせた。

　正直、しばらくの間、ひたっていたい。

「……すげ」とチョコ・パーティの爽さわやか君が呟つぶやいた。

「さすが先輩」ヘラヘラ男の言葉は受けとりようによっては嫌味にも聞こえるが、そういうわけでもなさそうだ。

「た、助かった……」神官君は座りこんでいる。そうとうビビっていたみたいだ。

「へえ……」ショートカットさんは少々呆ぼう然ぜんとしている。

　チョコはハルヒロのほうを見ていた。ショートカットさんと同じく、ぼんやりしている。口がちょっぴり開いてるし。

　悪くない気分だ。

　ノッポ君にぶち壊された。

「まあ、みんなそこらじゅうでオーク倒しまくってるけどね」

「オイイイィィィィィィィィィィィィィィィィィッ！」ランタはオークの血にまみれたロングソードの先をノッポ君に向けた。「おまえなあ！　人が誇らしい気持ちになってるときに、水を差すんじゃねーよ！　水かけおじさんかっ！」

「……そこまで年いってねーし。てか、何者。水かけおじさんって」

「んなことオレが知るかぁっ！」

「あんたが言ったんじゃん」

「うっせっ！　うっせんだよ！　ちょっと背がでけーからって……！」

「ランタ！　もういい！」

　空気を読まないノッポ君もどうかと思うが、得意になっている場合でもない。ハルヒロは梯はし子ごと盾を捨てた場所めがけて駆けだした。

「――行かないと！　梯子係……！」

　大急ぎで盾を背中にくくりつけて、梯子を抱えなおした。

　すでに少なくない数の義勇兵が防壁に迫っているみたいだ。

　ハルヒロたちは走る。走る。

　チョコ・パーティもついてくる。

　行きすぎるキャンプはすべて無人だ。オークの屍しかばねしか見あたらない。

　ユメが「いやや……！」と言ったのかと思ったが、そうじゃなくて、「矢や……！」と言ったらしい。

　防壁の上にオークたちが並んで、弓矢を構えている。ただ構えているだけじゃない。矢を放っている。

「や、やばっ！　盾……！　矢が……！　みんなも、盾を……！」

　矢は空から降ってくる。ハルヒロは盾を傘のようにした。盾を持ったまま梯子を運ぶのは難儀だが、やむをえない。矢の数はそんなに多くないとはいえ、たまにここまで飛んでくるし。食らったら、死んでしまうかもしれないわけだし。

「梯子……！　早くこい……！」と防壁際で義勇兵が怒鳴っている。

「よっしゃーっ！」

　突進しようとするランタを止めた。

「組み立ててからだろ……！」

「――うおっ！　そうだった！」

「メリイ、ユメ、シホル、盾で……！」

　三人に盾を並べあわせてもらって、その下で梯子を組み立てた。凹凸を組みあわせて、釘くぎを打つのだ。手が震える。矢が盾に刺さる音がして、シホルが「……ひゃっ」と小さな悲鳴をもらした。うまく力が入らない。

「貸して！」

　モグゾーがハルヒロから金かな鎚づちをふんだくって、次々と釘を打った。押したり引いたりしてみる。大丈夫――だと思う。

「よし、行こう……！」

　完成した長梯子二台はともに全長四メートル以上ある。一人では運べない。ハルヒロとランタ、モグゾーとユメが組になって一台ずつ持ってゆくことにした。

　オークたちも必死だ。防壁に近づくに従って、矢の数が増える。勢いが増す。盾に矢がバツバツバツバツ刺さる。というか――狙い撃ちされてない!?　これ……!?
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「うううううわやばい、やばい、やばい、やばいって……！」

「おおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっかねえ……！」

「ずもぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉー……！」

「ひゃあああああああ……！」

「……み、みんな、がんばって……！」

「大丈夫！　盾があるから……！」

　止まるな。止まっちゃだめだ。一秒でも足を止めたら、たぶん進めなくなってしまう。一気だ。一気に行くしかない。

　大声で何かわめきながら、転びそうになりながら突進して、トゲトゲだらけの防壁に梯子をかけた。

　義勇兵たちが一斉に雄叫びをあげた。揺れた。震えた。まるで勝かち鬨どきみたいだ。オークを倒したときよりも強烈だった。どうだ！　どうだ……！　やった！　やってやった！　見ろ！　見てみろよ！　脳汁出まくるってこういうことを言うのか。

「どけ……！」

　レンジがハルヒロを押しのけた。梯子を登ろうとしている。盾なんか持っちゃいない。すぐ上に弓矢を持ったオークたちがいるのに。怖くないのかよ。なんて度胸だ。

「待ちなさい、レンジ！」ブリちゃんの声が飛んできた。「そんなに急ぐ必要は……！」

　また、揺れて、震えた。

　今度はここじゃない。どこだ。荒あら鷲わし隊の西側防壁か。それとも――どっちにしても、人間の声じゃない。おそらくオークだ。怒号。そのかたまり、集合体が、天と地を鳴動させた。あれはもしかして。

「正門のほう……!?」
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　彼の名はアントニー・ジャスティン。

　誉れ高きオルタナ辺境軍第一旅団戦士連隊に所属している気高い戦士だ。

　そんじょそこらの戦士ではない。

　練達の戦士だ。

　アントニーは戦士の名誉にかけて〝双頭の蛇〟作戦に戦士隊の栄誉ある小隊長として参加し、デッドヘッド監視砦とりでに真っ正面から正々堂々と攻め入ろうとしていた。

　むろん、アントニーほどの戦士が戦場に身を置くとなれば最前線がふさわしいし、現に彼は雄々しき部下たちを率いて砦の防壁に肉薄しようとしていたが、内心、若干の苦々しさはある。

　レン・ウォーター。

　あの意気地なしの優やさ男おとこ。何が聖騎士だ。准将だ。本土生まれの軟弱者め。聖騎士といえば、普通は身を挺ていして同胞を守るべく全軍の先頭に立つものだ。少なくとも、辺境生まれの気骨のある聖騎士ならそうするが、あの腐れ聖騎士のえせ准将は違う。百人もの聖騎士と若干名の神官に自分の護衛をさせて、本隊の後ろでふんぞり返っている。馬鹿だ。大馬鹿の惰弱者だ。糞くそだ。何が名門ウォーター家の血を引く男だ。知るか。死ね。死に腐れ。

　リバーサイド鉄骨要よう塞さい攻略をグラハム・ラセントラ将軍が指揮するのは当然としても、本来ならば辺境生まれの辺境育ち、戦士の中の戦士であるイアン・ラッティー准将こそがデッドヘッド監視砦を攻め落とす精強無比の本隊を率いるべきなのだ。レン・ウォーターなど、オルタナに居残って卵から出てきたばかりの雛ひなのように震えてピーピー鳴いていればいい。

　実際、あやつはアントニーらがオーク・キャンプを蹂じゆう躙りんし、こうして防壁に押しよせ、降りそそぐ矢の雨の中、今まさに破は城じよう槌つちを正門に叩たたきつけようとしているこのときまで、何の役にも立っていない。最初に、進め、と号令をかけた。あやつがしたことといったらそれだけだ。餓鬼でもできる。

　辺境軍所属の戦士は大半が辺境組だ。荒々しい丈夫ますらおを自負する辺境生まれの戦士たちは、本土生まれの虚弱者どもを軽けい蔑べつしきっている。気位だけ高くて満足に剣も振るえない、侮り蔑まれてもしかたないろくでなしどもだからだ。

　正直、レン・ウォーターごときを指揮官に頂いている時点で、戦士たちの士気は低い。そもそも、今回の作戦においてはリバーサイド鉄骨要塞こそが言わば本命であり、勝って当然のデッドヘッド監視砦攻略に割り振られたことで皆、多少なりとも失望しているのだ。むろん、任務は果たす。砦は落とすが、勝てばレン・ウォーターの手柄となる。そして、勝利以外の結果はありえない。

　レン・ウォーターめ。

　あの糞め。

　これが名門の力ということか。ようするに、そういうことなのだろう。実力ではない。何もせずとも、あやつのところに功績が転がりこんできて、勝手に積みあがる。そのように仕組まれている。

　辺境軍の象徴とも言うべきラセントラ将軍は当年とって四十六歳。まだ壮年だが、本土が将軍を欲しがっているのではないかという噂うわさは根強い。再三の大将軍就任要請を固辞したとも言われている。しかしいつか将軍も本土に連れ去られるだろう。もしや、レン・ウォーターはその後あと釜がまに座ることを狙ねらっているのではないか。

　将軍に次ぐ准将は辺境軍に現在、三人いる。イアン・ラッティー准将と、レン・ウォーターの糞。それから、いつも将軍の傍らにいるジョルド・ホーン准将だ。

　常識的に考えればホーン准将が将軍の後継者だが、関係が近すぎる。将軍はホーン准将を伴って本土に乗りこむことを望むかもしれない。もしそうなれば、ラッティー准将が次の将軍だ。実力でいえば間違いなくそうだが、レン・ウォーターは糞だから、名門の力でもって将軍の座につかんと画策しているかもしれない。ありえる。ありえなくはないが、糞は糞だけに、さっさと本土に戻りたいと思っているかもしれない。戻ればいいのだ。早く帰れ。糞には糞どもの世界がお似合いだ。

　天てん竜りゆう山脈の向こう、アントニーがまだ見ぬ本土は、人間の住む街が数十、数百もあり、見渡すかぎり田園が広がっていて、家畜どもがそこらじゅうでのんびりくつろいでいるのだという。アラバキア王国に服しない蛮族どもが南部に割拠しているが、王国にとって脅威ではなく、戦はたまに起こるが、兵士が死ぬことはめったにない。蛮族はたいてい蛮族同士で争い、ときに王国がそれを仲裁する。王国は慈悲深き父であり、蛮族どもはその息子のようなものなのだとか。本土では産業が発達していて、人々は歌舞音曲を愛し、光明神ルミアリスの加護も篤あつく、あまねく光に満ちあふれている。オルタナで流通している貨幣はすべて本土で鋳造されたものだが、辺境で金貨一枚の値がつくものを、本土では銀貨十枚で購あがなえるという。本土は豊かで、ありとあらゆるものが存在し、貧者も富者の前にひざまずけば飲食物、衣類にありつくことができる。本土では素す寒かん貧ぴんの物もの乞ごいでも、辺境軍の兵士よりいい暮らしをしているのだという。

　糞だ。

　そんなものは糞ったれだ。

　本土の糞どもが糞ったれな生活を維持できているのは誰だれのおかげか。アントニーのような戦士が辺境で血を流しているからだ。仮にオルタナが陥落すれば、辺境と本土を結ぶ天竜山脈下の地竜大動脈道などすぐに発見されてしまうだろう。オークや不死族アンデツドどもが大挙して本土になだれこみ、本土は侵略されるだろう。あえなく制圧されるだろう。

　本土はアントニーらの犠牲の上に成り立っている。

　砂上の楼閣だ。

　だから、話に聞く本土がいかにすばらしかろうと、地上の楽園のようであっても、糞だというのだ。

　本音を言えば、オークや不死族アンデツドに代わって、アントニーが糞本土を侵して何もかも略奪してやりたい。その権利はあるはずだ。アントニーらが職務に精勤しているからこそ、やつらの財産は守られているし、やつらは財産を生みだすことができる。アントニーらのおかげでつくられた財産なのだ。アントニーらのものだと言っても過言ではない。

　もちろん、そんなことはしない。

　現実的ではないということもあるが、アントニー・ジャスティンには戦士としての誇りがある。酒も女も美食も好きだが、すべては男の戦場があってこそだ。この辺境には男の戦いがある。

「くたばれ、レン・ウォーター……！」

　アントニーがそう叫んで励ますと、力をあわせて破城槌を振りだそうとしていた戦士たちが破顔した。

「くたばれ、レン・ウォーター！」「くたばれ！」「くたばっちまえ！」「くたばれ、レン・ウォーター！」「くたばっちまえ！」「くたばれ、レン・ウォーター……！」

　戦士たちの声が後方のレン・ウォーターの耳に届いたら、あとでまずいことになる。知ったことか。我々は、義務は果たす。戦士としての義務は。戦士の誇りにかけて。

「三、二、一でいくぞ……！」音頭をとる役の戦士が剣を振りかざした。「三――」

　そこから先はかき消された。

　怒号だ。怒号が落下してきた。オークだ。

「オォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォッシュッ……！」

　防壁上からオークどもが飛び降りたのだ。落ちてくる。南側防壁の高さは六メートルだ。決して低くない。だがオークどもは勇敢だった。恐れる様子もなく跳んで、地面に降りたった。そのまま我が軍の戦士を押し潰してしまったオークもいる。

　本土育ちの糞どもはとかくオークら敵対種族を下に見がちだが、辺境育ちのアントニーにその悪癖はない。とくに剽ひよう悍かんで剛直なオークには一定の敬意すら払っている。

　オークは頑健で、強きよう靱じんで、大胆不敵だ。

　ほとんど頭上からの矢しか警戒していなかった我が軍前衛に、十人、いや、おそらく二十人以上のオークが斬きりこんで――いや、飛びこんできたのだ。

　あっという間だった。破城槌を操ろうとしていた戦士たちが、あれよあれよという間にオークどもに薙なぎ倒されてしまった。油断があったとはいえ、歴戦の戦士たちがこうも簡単にしてやられるとは。しかし驚くには値しない。

　正門はまだ開いていない。あのオークどもは戻るあてのない突撃を敢行した。決死隊。死兵だ。

　ひるがえって、我が軍は勝利を前提にしてこの作戦に臨んでいる。我々は必ず勝つ。負けようがない。誰しもがそう思っている。

　敵は文字どおり必死。こちらはこんな戦いで死ぬつもりなど毛頭ない。覚悟が違う。違いすぎる。

「落ちつけ……！」

　アントニーはオークに斬りかかった。鍔迫り合いバインドになったので、巻撃ウインドを狙う。だが相手もわかっている。押しあい、離れた。

「囲め！　囲め……！　敵は少数だ……！」

　部下たちはすぐさまアントニーの命令に従おうとしたが、狼ろう狽ばいしている戦士も多い。思うように身動きがとれない。そこへ矢が降ってくる。混乱が深まり、広がってゆく。

「いったん退ひいたほうが……！」と誰かが叫んだ。

「ふざけるな！」アントニーはオークの斬ざん撃げきを捌さばきながら怒鳴った。「戦士の誇りを忘れたか！　いいか！　こうなったのは無能なレン・ウォーターのせいだ！　とんだ尻しりぬぐいだが、やむをえん！　俺たち辺境の戦士が立てなおす！　やるぞ！　戦士たちよ！　俺につづけ……！」
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　南側防壁、正門方面の様子が明らかにおかしい。いったい何が起こってるのか。いやな感じがする。というか、いやな感じしかしない。やばいんじゃないのか。

　なんにしても、緑りよく嵐らん隊としては東側防壁を攻撃しつづけるしかない。敵は防戦しているのだ。防壁上のオークを一掃しないと、矢が降ってきて危ないったらない。

「まずは東側防壁を制圧するわよ……！」

　ブリちゃんが剣の先で防壁の上を示した。盾は持っていない。

　どうやら長なが梯ばし子ごは四台とも無事に設置できたようだ。ハルヒロたちはもちろん、チョコのパーティも健在らしい。

　ハルヒロは防壁に身を寄せて盾を掲げていた。上はどうなっているのか。見えないので、わからない。でも、先に行ったレンジたちは大暴れしているだろう。そのせいなのか。なんか、さっきよりも矢の勢いが弱まってきたような……？

　盾の下でほっとひと息ついていたら、襟首をつかまれた。

「ぐえっ」

「おい！　たそがれてねーで、オレらも行くぞ、パルピロッ！」

　ランタだ。馬鹿ランタ。苦しいじゃないか。ハルヒロはランタの手を払いのけた。

「……何だよ、パルピロって。ていうか――え？　行くって……？」

「登るんだよ防壁に！　そんなの決まってんだろうが！」

「いや、だけど」

「だけども反へ吐ども屁へもクソもミソもあるか！　こいっ！」

　ランタは、今度はハルヒロの耳を引っぱろうとした。いいかげんにしろって。頭にきて、ハルヒロはランタに足払いをかけた。

「おおっ……!?」ランタは転んで、すぐに跳び起きた。「――てッンめえ……！」

「わ……!?　おまっ、マジで殴ろうとするか!?　こんなときに！」

「関係ねーんだよ！」

「あるだろ！　どう考えたって！」

「オレは常識にとらわれねー男だ！　言うなれば、革命家だ！」

「おまえがそんなアホなこと言ってる間に、みんなどんどん梯子登ってるけどな！」

「何だとぉっ!?　うへっ！　マジだ！」

　見れば、チョコたちまで梯子を登ろうとしている。ハルヒロも、これはさすがに動いたほうがいいのかと思わないでもなかった。

「そ、そろそろ行こうよ！」

　モグゾーに言われて、決心がついた。

「よし、行こう！　おれとモグゾーが先に……！　みんな、あとについてきて……！」

「ヴァカッ！　オレが先だっつーの……！」

　ランタはハルヒロを突き飛ばして梯子を登りはじめた。

「好きにしろよ、もう……！」

　ハルヒロは盾を背中にくくりつけて、ランタにつづいた。モグゾーは別の梯子を登っている。ユメはハルヒロの、メリイはモグゾーの後ろについた。シホルが最後だ。

　すでに矢の雨はやんでいる。

　防壁の上では敵味方が入り乱れてはいるものの、どう見ても味方の優勢だ。ハルヒロたちの近くにオークの姿はない。

　防壁の北東角に近い場所に、壁の向こう側に下りられる階段がある。敵はそこを死守しようとしているみたいだが、レンジ以下チーム・レンジが中心になって、激しく攻めたてている。

「いけえ……！」とランタが叫んだ。

　それが呼び水になったわけじゃないだろうが、レンジがオークを一人斬り倒して、もう一人蹴け落おとした。

　敵の守りが突き崩されて、義勇兵たちが沸いた。

「突入よ……！」ブリちゃんの声はよく通る。

　レンジとロンが階段を下りてゆく。オークたちは階段に密集して進ませまいとしている。あんなのどうやって。そうやるのかよ。レンジとロンはオークたちに体当たりした。

「押せやあ……！」ロンが絶叫した。

　嘘うそ。

　マジ？

　チーム・レンジが、その他の義勇兵たちが、レンジとロンを押す。押しまくる。そんなことしたら潰つぶれるって。圧死しちゃうって。オークたちも対抗して押し返そうとしたが、レンジたちは上から下で、オークたちは下から上だ。どうしてもレンジたちのほうが有利だし、たぶん、先手をとったのが何より効いた。

　オークたちが将棋倒しになった。

　レンジとロンは？

　いる。

　いや、いるのはあたりまえだが、ちゃんと立っている。レンジとロンはオークたちを踏み越えて、下へ。やった。階段を下りきった。

「レンジすげえ……！　やべえ……！」

　ランタが騒ぐ気持ちもわかる。ほんとだよ。すごすぎだよ、レンジ。あんなやつらが同期なんだ。自分たちとは比べたくない。そんなことをしても悲しくなるだけだ。

　それでいて、ちょっと誇らしくもある。あいつら、同期なんだよ。そんなふうに誰だれかに自慢したい。しないけど。それはそれでせつないし。

　でも、かっこいいよ、レンジ。

　わかってたけど、すげーよ。

　モノが違う。笑えるほど違いすぎるって感じだよ。

「あまり突っこみすぎないで……！　本隊が正門を破ってないわ……！」

　ブリちゃんが防壁の上で声を張りあげると、砦とりでから突きだしている監視塔から矢が飛んできた。

　ブリちゃんは剣で矢を打ち払った。矢がくる方向をまったく見ていなかったのに、よくもあんなにやすやすと。

　ブリちゃんは無傷だが、矢は一本や二本じゃなかった。何人かの義勇兵が矢を食らってしゃがみこんだ。

「ここにいたらまずい……！」ハルヒロは、まごまごしているチョコ・パーティにも聞こえるように言った。「急いで！　下りちゃったほうが、たぶん安全だ……！」

「わかってるわ、ボケッ！」

　あーランタうるさい。おまえは一言も二言も多いんだよ。ていうか、おまえの存在自体が余計なんだけど。いや、我慢、我慢。修行だと思えばいい。最悪の修行だ。

　監視塔はしっかりした造りで、狭はざ間まというのか、小さな窓から矢を放っているようだ。敵の姿が見えないので、射うってくるタイミングもわからない。

　階段に向かおうとしたら、また矢がきた。階段を下りている最中の義勇兵たちが狙ねらわれている。

「盾だ！」

　ハルヒロは背中にくくりつけてあった盾を構えた。

　ところが、みんな盾を持っていない。

「……あれ？　なんで？」

「ユメなあ、もういらないかと思ってな、下になあ、捨ててきてしまったん。あれ、重たかったしなあ」

「……あ、あたしも」

「ぼ、ぼくも」

「オレもだっつーの！」

「……わたしも」

「うっ……メリイまで……」

　むしろ、ハルヒロが少数派なのか。見れば、チョコ・パーティや他ほかの義勇兵たちも、ほぼ全員が盾を持っていない。

　ハルヒロの貧乏性が功を奏したのだ。そうはいっても、この盾一つじゃあ――、

「あっ。あるよ、盾！　オークの盾！」

　見たところ、緑嵐隊はまだ大きな損害をこうむっていないようだが、オークはけっこう死んでいる。死体や剣と一緒に、盾もそこらに転がっていた。毛皮を貼はりつけたゼッシュ氏族の盾だ。

「おおっ！　渡りに船じゃねーか……！」

　ランタたちがオークの盾を拾いあげると、周りの義勇兵たちも真ま似ねしはじめた。

　盾を監視塔のほうに向けて階段に突入する。盾に一本、二本、矢が刺さったが、大丈夫だ。ちゃんと身を守ることができている。

　階段の途中で先がつっかえて、進めなくなった。

　砦の中に入るには、外階段を上がって屋上にある出入口まで行かないといけない。外階段は、正門から砦の外を一周近くしたところ、防壁南東端の近くにある。じつは東側防壁からが一番近い。

　レンジたちはもう外階段に迫ろうとしている。でも、砦の中からどんどんオークが出てきて、さすがのチーム・レンジも足止めを食っているみたいだ。

「いい調子よ！　押しあってれば、そのうち味方がくるわ……！」

　ブリちゃんは矢を剣で打ち落としながらそんなことを言っているが、これでいいのか。

「……よくないだろ！」

　ハルヒロは目を瞠みはった。裏門がある北側防壁のほうからオークの一団がやってくる。本隊は南から、別働隊は東西から攻撃しているので、北には攻め手がいない。東側防壁が突破されたことを知って、北側防壁の守備についていたオークたちが、救援にきたのかもしれない。

「まずい！　レンジたちが挟み撃ちにされる……！」

「手があいてる者は、反対側の敵を防いで……！」

　すかさずブリちゃんが指示を出すと、さっそくいくつかのパーティが迎撃に向かおうとした。もっとも、事はそう簡単には運ばない。北側からくる敵を迎え撃とうにも、防壁の階段から砦の外階段までの間に義勇兵がひしめいている。おかげで、大半の義勇兵は移動することもままならない。

「俺たちもやるぞ……！」

　チョコ・パーティのリーダーとおぼしき爽さわやか君が、防壁の階段から飛び降りた。チョコたちも目を白黒させながら、爽やか君のあとを追おうとしている。

「や、ちょっ――」

　気分が昂こう揚ようしているのか何なのか知らないが、向こう見ずにも程がある。北側からの敵はたぶん、二十人ほどもいるのだ。新兵ルーキーなんだからさ。少しは考えろよ。

「オレらは出なくていいのかよ……!?」

　ランタに肩を小突かれて、ハルヒロは二秒間くらい迷った。くそ。見捨てられない。

「よし、行こう……！」

　ハルヒロが階段から飛んだころには、迎撃はすでに始まっていた。オークたちの勢いがものすごい。あっという間に義勇兵が何人か倒された。――倒れた。死んだのか。

　義勇兵の前衛が抜かれる。

　二人、いや三人のオークがチョコ・パーティに襲いかかった。

　爽やか君、ヘラヘラ男、ノッポ君がそれぞれオークを一人ずつ抑えにかかったが、明らかに力不足だ。

　まずヘラヘラ男が尻しり餅もちをついて、ノッポ君は防壁に追いこまれた。爽やか君はなんとか斬きり結んでいるが、いつやられてもおかしくない。

　神官君が前に出て、オークの一撃をショートスタッフで防ごうとした。だめだ。力負けした。

　チョコとショートカットさんは抱きあって身をすくめている。何してるんだよ。あれじゃあ殺してくれって言ってるようなものじゃないか。

　当然、オークが見逃すはずはない。

　助けたい、けど――ハルヒロはとうてい間に合わない。

「オーム・レル・エクト・パラム・ダーシュ……！」

　シホルだ。シホルがやってくれた。シホルの杖つえの先から、黒い毬まり藻ものような影のエレメンタルが放たれる。影のエレメンタルは螺ら旋せんを描いて飛んでゆき、チョコとショートカットさんを血祭りにあげようとしていたオークの顔面にぶちあたった。

　攪乱のシヤドーコ幻影ンプレクス。

　影のエレメンタルはぐしゃっとなって鼻や口からオークの体内に入りこみ、素早く作用した。オークは突然、ぽかんとした。警戒されていると抵抗レジストされやすい魔法ではあるものの、睡魔の幻影スリーピーシヤドーほどじゃないようだ。今は無警戒だったので、魔法がうまく入った。オークはまず茫ぼう然ぜん自じ失しつとして、間もなく動揺し、興奮して、正常な判断力を失うだろう。

「憤慨突アンガーァァ……！」

　そうなる前にランタが勢いよく飛びこんで、オークの喉のど元もとに突きを見舞った。

　あのオークをしとめる役目はどうせならハルヒロがやりたかったが、ランタに先を越された。まあしょうがない。

　ハルヒロはノッポ君を壁際に追いつめているオークの背後をとった。盾は捨てた。

　やっぱりあの線は見えない。

　キャンプのオークとは違う。ゼッシュ氏族のオークが着ている赤い鎧よろいの背当てには隙すき間まがない。板金鎧だ。ダガーの刃は通らない。背面打突バツクスタブじゃだめだ。

　ハルヒロはオークを羽交い締めにして、兜かぶとと鎧の間にダガーを突っこんだ。喉を刺し貫いて飛び離れると、よろめくオークにノッポ君がロングソードを叩たたきつけた。かなり上背があるので、ロングソードを大上段から振りおろすとなかなか威力がありそうだ。オークが倒れてぴくりともしなくなるまで、ノッポ君はロングソードを振りつづけた。

「……ど、どもっす」

　息を切らして礼を言うノッポ君を無視して、ハルヒロはあたりを見まわした。チョコがまたオークに狙われている。

「チョコ、後ろ……！」

「っ……！」

　間一髪だった。

　チョコは横っ跳びしてオークの斬ざん撃げきをよけた。

「ガッシュワルル……！」

　オークがこっちを向いた。ハルヒロに突っかかってくる。真っ向勝負なんて無理。できっこない。

　感覚を研ぎ澄まし、総動員して、オークの動きに集中する。武器。片刃の剣。たしかガハリィといったか。くる。左上から。打ち返す。蠅叩スワツト。手首を返して、次は右上からくる。蠅叩スワツト。蠅叩スワツト。蠅叩スワツト。蠅叩スワツト。

　強いな。力。びしびしくる。ほんのちょっとでも何かが狂ったら終わりだ。

　相手が我慢比べのつもりで手堅く手堅く攻めてきたら、たぶんそのうちハルヒロがミスを犯していた。相手が決めにきてくれたから、助かった。

　次は大振りだ。あれは受けきれない。

　ハルヒロはあえて前に出た。斜めに身体からだを入れて、オークのガハリィをダガーで受け止めるのではない、ガハリィをダガーの刃の上で滑らせる。受け流す、というやつだ。

　同時に、オークの腕をとる。バルバラ先生に二日間、この技をかけられつづけて、二日間はみっちり実戦形式で練習させられた。蠅叩スワツトからの腕捕アレスト。

　折れないな、これ。

　ていうか、太いよ、オークの腕。

　瞬時に決断して、肘ひじを極きめたまま足払いをかけた。

　オークは反応した。ハルヒロに転ばされるのではなくて、自分から跳んだ。

　でんぐり返しをして、起きあがる。その間際だった。

「どぅもーっ……！」

　モグゾーだ。

　すっ飛んできて、モグゾーがオークの頭に必殺のどうも斬を浴びせた。まさしく必殺だ。オークの頭が兜ごとぱっくり割れた。やばい。モグゾーすげえ。

「あ、ありがと」

　チョコは大きな目を見開いて、胸を押さえている。半分呆あつ気けにとられているようだ。

「いや――」

　答えかけて、ハルヒロはチョコの腕を引っつかんだ。オーク。別のオークがきた。モグゾーがとっさに引きつけてくれたので、事なきをえたが――図らずもチョコを抱きよせるような恰かつ好こうになってしまった。ハルヒロはすぐに押し離した。

「ご、ごめん」

「……そんな。ヒロは、助けてくれたんだし」

「まあ、そうなんだけど――あっ。あとで……！」

　あとで、何なのか。ハルヒロにもそのへんはよくわからないが、今は忙しい。

「ガハハッ！　モグゾーはもう二人くらい殺とったか！　さっすがオレの相棒だな……！」

　ランタは排出系イグゾーストを駆使してオークを一人、引き受けている。モグゾーはガンガン打ちこんで、また一人倒してしまいそうだ。

　シホルは遠くのオークに狙いを定めて、魔法で牽けん制せいしている。メリイがシホルの護衛についてくれているので安心だ。

　ハルヒロはユメに目配せをした。いつもどおりでいい。モグゾーとランタを援護して、少しでも早く敵を片づける。

「ハルヒロォッ……！」ランタは排出系イグゾーストで跳びさがった。「おまえ、あの女子とどういう関係だ……!?」

「何、余裕ぶっこいてんだよ……！」

「余裕だから、余裕ぶっこいてんだろうが！　うおっ……!?」

「ぜんぜん余裕じゃないだろ！」

「うっせえ、ボケッ……！　つあーらぁっ！　赫怒払リジエクト……！」

　ランタはオークと鍔迫り合いバインドになった途端、撥はねのけようとしたが、あまり距離をとれなかった。

　モグゾーはいつの間にか二対一になっている。さっきまで一対一だったのに。ユメはモグゾーからオークを一人剥はがそうとしているみたいだが、それはそれでやばそうな。ハルヒロが蠅叩スワツトでしのいだほうがまだよさそうな気もする。

　シホルのほうを見たら、メリイが錫しやく杖じようを振るってオークを遠ざけようとしていた。そっちもどうにかしないと。

　一杯一杯だ。それでも、テンパるな。自分たちだけじゃない。他ほかの義勇兵たちもいる。倒せなくてもいい。食い止めればいいのだ。

　だけどやっぱり簡単な相手じゃない。冷静さを保つだけで精一杯だ。怖い。とにかく、メリイとシホルを。それから。それから。いや、先のことはどうでもいい、まずは――、

「イリィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ……！」

　何だ、あの声。

　オークじゃない。人間。空をつんざくような、女の人の声だ。

「きた……！」

　ブリちゃんが防壁の上で跳びはねた。

　北側のオークたちの動きが目に見えて鈍った。というか、うろたえている。後ろだ。彼らの後方で喚声があがった。

「きたわよ！　増援が……！」ブリちゃんは投げキッスをした。「荒あら鷲わし隊……！　愛してるわ、カジコ……！」
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　そこからは一方的な展開になった。

　オークの北側部隊は、ハルヒロたち緑りよく嵐らん隊の迎撃組と荒鷲隊に挟撃されて、みるみるうちに討ち減らされた。撃滅されるまで何分かかっただろう。早かった。たった数分で、おそらく二十人以上のオークが物言わぬ骸むくろと化したのだ。敵なので哀れんだりはしないが、むごいな、と思いはした。死し骸がいのにおいなんて嗅かぎ慣れている。でも、こんなにたくさんだと、けっこうきつい。

　カジコたち荒野天ワイルドエ使隊ンジエルズがハルヒロの横を通りすぎてゆく。

　彼女らが首に巻いている白い羽ストールも、兜や帽子、バンダナにつけた白い羽根飾りも、返り血に染まっていた。

「……か、かっけえ……！」

　ランタは見とれているが――かっこいいっていうか、おっかないよ。

「ブリトニー！　正門は!?」

　カジコが叩きつけるような恐ろしい声で訊きくと、まだ東側防壁の上にいるブリちゃんが首を横に振った。

「ダメね！　破れてないみたい！　こっからは見えないけど苦戦してるようだわ！」

「だったら、私たちで陥おとしてしまえばいい！」カジコは両腕を広げてみせた。「聞きなさい、義勇兵たち！　辺境軍は、砦守キーパーゾラン・ゼッシュに金貨百枚！　そして、今まで何人もの兵士や義勇兵をその呪じゆ術じゆつで殺あやめてきた呪術師アバエルの首にも、金貨五十枚の賞金をかけている！」

「百……！」「百枚……！」「金貨百枚……！」「五十枚……!?」「百ゴールド！」「五十ゴールドだと……!?」「すげえぞ……！」「マジか……！」

　どよめく緑嵐隊、荒鷲隊に冷水を浴びせようとするかのごとく、監視塔から矢が降ってきた。何人かの義勇兵が矢で撃たれたようだ。チョコ・パーティのヘラヘラ男も肩に矢が刺さって、神官君が手当てしはじめた。

「た、盾を……！」

　ハルヒロは慌ててオークの盾を拾った。でも、みんな矢のことなんてもう、あまり気にしていないみたいだ。義勇兵たちの目の色が完全に変わっている。砦とりでの外階段へ。外階段から砦の中へ。金貨百枚。五十枚。百ゴールド。五十ゴールド。あわせて百五十ゴールド。それしか頭になくなっているのか。いやたしかに、百五十ゴールドは魅力だけど。大金すぎて、微妙にぴんとこなかったりもするけど。

「うおらああああああああああああああぁぁぁぁぁ……！」と、聞き覚えのある声が響き渡った。あれはロンだ。「砦に入るぞごらぁ……！　俺らが一番乗りだ……！」

　東側防壁の階段から見ていたときは一進一退だったが、ついに敵の堅い守りを突破したのだ。

　緑嵐隊と荒鷲隊がごっちゃになって外階段に殺到しようとしている。さながら義勇兵の濁流だ。監視塔から矢がバンバン降りそそいでいるが、この流れは止まらない。個人の意思は無関係だ。誰だれも立ち止まることはできない。ハルヒロも押し流された。仲間たちはそばにいる。それだけはなんとかわかる。

「アタシは一度、正門のほうに……！　本隊を見てくるわ！　カジコ、頼むわよ……！」

「ブリトニー、あんたが帰ってくるころには終わってる……！」

「煽あおらないで抑えをきかせなさいよ……！　子供じゃないんだから……！」

「役立たずの正規軍に言え……！　賞金は私がいただく……！」

「もう……！　無茶するんじゃないわよ……！」

　ブリちゃんはどこかへ行くのか。正門のほうにとかなんとか言ってたっけ。いいか。そんなことは。どうでもいい。それどころじゃない。外階段だ。とうとう外階段。大渋滞しまくってるけど。これ、上がれないんじゃ？　そう思わざるをえない混雑具合なのに、進む。なぜかぐんぐん進む。すぐだった。もう砦の屋上だ。――うわ。うぅわっ。すごい。矢が。三つの監視塔、三方向から矢が飛んでくる。これこそ雨だ。矢の豪雨。ハルヒロはなんとか盾を構えた。砦の出入口にたどりつくまでの間に矢が何本か盾に刺さった。

　押しこまれるみたいにして砦に入る直前に、盾は捨てた。モグゾー。いる。ランタ。いる。ユメ。シホル。メリイ。いる。チョコの顔も見えた。ような気がする。もみくちゃで、何がなんだか。砦の中の様子もよくわからない。とにかく流れに身を任せた。通路を走って、階段を下りた。

　三階。

　二階。

　一階へ。

　砦の一階は天井が高かった。それに、広い。ほとんどワンフロアぶち抜きなんじゃないかというほどの広さだ。

　四隅に階段があって、ハルヒロたちが下りてきたのはたぶん南東角の階段だ。たしか、監視塔には一階から階段を上っていかないとだめだとか。ということは他の三つ、北西角、南西角、北東角の階段が、監視塔に通じているはずだ。壁に扉も四つあって、ぜんぶ開け放たれている。捜索済みってこと？　通路で何度かオークの死体を踏んづけたり跳び越えたりしたが、一階はそんなものじゃない。ハルヒロたちがここにくるまでに、そうとう激しい戦いがあったようだ。十人、それ以上のオークが死んでいて、義勇兵も何人か倒れている。仲間に治療してもらっている者もいれば、そうじゃない者もいた。つまり、彼らは事切れているということだ。

「さぁて、当たりはどこかしら」

　カジコら荒野天ワイルドエ使隊ンジエルズは北西角の監視塔を攻めるつもりらしい。チーム・レンジは南西角の監視塔を選んだ。それを見て、他の義勇兵たちの多くは北東角の監視塔に向かおうとしている。

「どうする!?」ランタは兜かぶとのバイザーを上げて、三つの階段を交互に見た。「カジコとかレンジと競り合っても勝てそうにねーし、オレらもやっぱ北東の監視塔か……!?」

「いや――」

　決めないと。

　ああでもないこうでもないと考えるより先に、ハルヒロは判断を下していた。直感みたいなものだ。

「レンジたちと一緒に行こう」

「バッカおまえ！　あいつらと同じとこなんか行ったら、万が一にも大将首とれる可能性がねーだろうが！」

「どうせなあ、ユメたちはとれっこないやんかあ」

「アホッ！　アホユメッ！　志を高く持て！」

　シホルが、ふっ、と笑った。「……レンジくんたちと一緒だったら、万が一にもとれないとか思ってる人に、そんなことを言う資格はないと思うけど……」

「うん。まーな。それもそうだな。おっしゃーっ！　かすめとるか……！」

「ははは……」とモグゾーが苦笑いをした。

「卑ひ怯きよう」メリイは冷たい。

「上等……！」ランタはニンマリした。「暗黒騎士たるオレにとっては、最高の褒め言葉だぜ……！　フハハハッ！　暗黒よ、悪徳の主しゆよ、悪霊招来デイモンコール……！」

　ランタの頭の後ろ、やや上あたりに、黒っぽい紫色の雲みたいなものが現れた。

　雲が渦巻いて、急速にある形をなしてゆく。

　それは、首がない人間の上半身の、胸にあたるところに穴ぼこみたいな目が二つあって、その下に裂け目みたいな口がある――そんな姿をした暗黒騎士の使い魔、悪霊デイモンだ。

（……きひ……きひひひひ……きひひ……きひひひひひひひ……きひ……ランタ死ぬ）

「死ねじゃなくて死ぬ!?　いきなり死亡予告かよ、ゾディアックん!?」

（……いひひ……ランタ殺す）

「あげくの果てに殺害予告!?」

「ゾディアックん、お手！」

　ユメが手を出すと、ゾディアックんは（……死ね……ぶす……）と言いながらも、ちゃんとお手をした。

「おおぅっ。ゾディアックんいい子やなあ。でもなあ、ぶすはひどいなあ……」

（……きひひ……ごめん……）

「素直かっ！」

　ランタのツッコミに対して、ゾディアックんはノーリアクションだ。なんで自分の悪霊デイモンに虐げられてんだよ。

　チョコ・パーティはどうしようか迷っているようだ。

「余計なお世話だろうけどさ、きみらは無理しないほうがいいよ！」

　ハルヒロの助言を聞き入れたのかどうかはわからない。いずれにせよ、チョコたちは一階にとどまりそうだ。動こうとしないパーティは他ほかにもいる。そのほうが安全だ。それでいい。

　本当は、ハルヒロたちだって一階でおとなしくしていたほうがいいのかもしれない。なんでそうしないのか。オークを殺した。童貞を卒業して調子に乗っているのか。やれる気になっているのか。そんなことはないと思う。だけどいつものハルヒロなら、少なくともためらうくらいはするはずだ。どうして即決したのか。

　レンジたちについていくなら、そこまで危険じゃなさそうだから？　それはたぶん、ある。ないとは言えない。

　チーム・レンジは強い。レンジたちの後ろに隠れていれば、そうそう死ぬことはないだろう。

　とはいえ、ただ隠れているつもりはない。ハルヒロたちにも手助けすることくらいはできるはずだし、するつもりでいる。

　変な話、レンジたちに手を貸したい、というような気持ちもハルヒロの中にはなくもない。決定的な仕事なんて自分たちにはできないが、その場にいて何の足しにもならないということはないだろう。どうせなら、他の連中よりはレンジたちに力を貸したい。ありがた迷惑どころか、邪魔者扱いされるかもしれないけどさ。

　自分たちには何もできない、なんて思いたくない。

　ハルヒロ一人なら、べつに木で偶くの坊ぼうでもいい。馬鹿にされたって笑ってごまかせる。自分自身のことならあきらめがつく。でも、パーティなんだ。仲間がいる。モグゾーなんて、けっこうすごい戦士なんだ。ランタだって、むかつくけどしぶといやつだし、スキルの使いこなし方には独特のものがある。ユメがいつもほわっとしているから気が楽だし、シホルは地味ながら仲間思いだし、視野が広い。メリイはみんなをしっかり支えてくれる。

　マナト。

　おれたち、いいパーティになってきたんだよ。

　ここにおまえがいないのは、ものすごく残念だけどさ。

　おれはこのパーティで、少しでも上を目指したい。

　焦る必要はないと思うけど、今の段階でもまだ、もうちょっと上がれる気がするんだ。

「行っくぞぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉらぁっ……！」

　ランタが先頭を突っ走って、ハルヒロたちはチーム・レンジを追いかけた。レンジたちとの競合を嫌ってか、南西角の監視塔を目指す義勇兵は少ないようだ。

　螺ら旋せん階段を上る。

　駆けあがる。

「目えがまわりそうや……！」とユメが笑った。

　上のほうから声や物音が聞こえる。戦闘の音だ。

「当たりか……!?」

　階段の終端近くに、義勇兵たちが固まっていた。人数は五人。パーティ一つか。

「何やってんだよ……!?」

　ランタが怒鳴りつけると、戦士っぽい義勇兵が目を剥むいた。

「入るに入れねえんだよ……！　かなりやべえことになってて……！」

「アホか、てめえ！　やべーことになってんだったら、余計にさっさと参戦しなきゃなんねーだろが……！」ランタはゾディアックんを押しやった。「――行けえっ、ゾディアックん！　行って、どうなってるか確かめてこい……！」

（……いいいいい……いやだやだやだやだやだやだやだ……きしししししししし……）

「なんでやねん!?」

　ハルヒロは舌打ちをした。「――いいよ！　おれが見てくるから！　かわいそうだろ、ゾディアックん！」

「うっせっ！　オレのゾディアックんなんだから、どうしようとオレの勝手だ……！」

（……だ……だだだ誰がおまえのやねん……おまえのちゃうで……あほか……死ね……）

「オレが死んだら、ゾディアックんだって消えんだぞ！　それでもいいのかよ!?」

（……いしししし……おまえが死ぬなら……ほ……ほほほ本望だ……いししししし……）

「なっ――」

　絶句しているランタを押しのけ、前の義勇兵たちをかきわけて、ハルヒロは階段から顔を出してみた。

「――おわっ……」

　マジだ。

　本当にやばい。

　監視塔の上は思ったより広い円形の部屋で、天井も低くはない。オークはざっと見て、十人以上。部屋の真ん中あたりで大暴れしているレンジとロンは善戦しているみたいだが、チビちゃんとサッサ、アダチの三人は端のほうに追いつめられている。チビちゃんが杖つえを振りまわして、どうにかこうにかサッサとアダチを守っているような状態だ。義勇兵はレンジたちだけだし、倒れているオークはまだ一人か。ハルヒロは顔を引っこめた。

「……まずいって。このままじゃ。レンジとロンはともかく、チビちゃんたちが――」

　助けないと。

　できるのか？　自分たちに。レンジたちを助けるなんて、おこがましいだろ。だけど、レンジたちは危機に陥っている。現状は、五対十。いくらチーム・レンジでも、超人集団じゃないんだ。相手だって弱くない、というか、強いわけだし。ただ、ハルヒロたち六人が加われば、数の上では逆転する。

　まずはチビちゃんたちだ。レンジとロンはいい。きっと自分でなんとかする。それに、ハルヒロたちがチビちゃんたちを手伝えば、レンジとロンもやりやすくなるはずだ。

「モグゾー、上がって右のほう！　チビちゃんたちがいるから、守ってやって！　おれとランタも行く！　ユメ、シホル、メリイは様子を見ながらで！」

「ふもぉーっ！」

「ったく、世話が焼ける連中だぜ……！」

「ランタおまえ、それ面と向かってレンジに言ってみろよ！」

「言えるわけねーだろ、クソバカッ！」

「クソバカはおまえだっての！　行くぞ……！」

　ハルヒロ、モグゾー、ランタの順で上がった。

　見えた。

　ぼんやりと光る、あの線が。

　見えたと思ったときにはもう、ハルヒロの身体からだは動いている。

　線をなぞって、歩くでも走るでもない。床の上を滑るように進む。

　音がない。

　すべてのものが、止まってこそいないが、やけにゆっくりだ。

　そのオークはサッサに斬きりかかろうとしていた。

　ここだ。

　背面打突バツクスタブ。

　鎧よろいの上からなのに、ハルヒロのダガーは、スッ……と入った。

　何かにふれた。

　急所だ。

　引き抜くと、オークは声をもらすこともなく崩れ落ちた。

「……何それ」

　サッサは唖あ然ぜんとしているみたいだ。ハルヒロは首を横に振ってみせた。何って言われても、うまく説明できないんだけど。

「どぅもーっ……！」と、チビちゃんを襲おうとしていたオークの一人を、モグゾーがどうも斬で吹っ飛ばした。

「お、おいこら！　ゾディアックん！　ちょっとは手ぇー貸せ！　ずりぃーぞ……！」

（……ふひひひひひひひひひ……いいいいいいい……いやだ……弱虫毛虫……死ね……）

「くっそ……！　いまいち広さが足んなくて、やりづれえ……！」

　ランタは打ちあいを避けて、逃げまわっている。それでも、オークを一人引きつけているので、悪くはない。

　ユメとシホル、メリイも上がってきた。

「レンジ……！」ハルヒロはオークの斬ざん撃げきを蠅叩スワツトして下がり、次の攻撃はサッサに任せた。サッサは蠅叩スワツトがうまい。筋力はいくらなんでもハルヒロのほうが上のはずだが、サッサは身体がやわらかくて動きがのびやかだ。リズム感もある。ハルヒロは叫んだ。「チビちゃんたちは、大丈夫だから……！」

　レンジはちらっとハルヒロを見て、かすかに笑った。

　ああ。

　やっぱすげーよ。

　レンジは全身を使ってイシュ・ドグランの剣を舞わせた。踊っているようにさえ見えた。何なんだ、あの技。スキルなのか。レンジはオークをズババッと二人、立てつづけに斬り伏せた。ロンも一人、力任せに斬り倒したかと思うと、レンジがさらにもう一人、今度はオークの首を刎はねてしまった。
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「ジール・メア・グラム・フェル・カノン」

　アダチが凍てつフリージンく血グブラツドの魔法でオークの足を凍りつかせた。オークはそれでもよたよたと歩いてこようとする。

「ジール・メア・グラム・テラ・カノン」

　間髪を容いれず、アダチは次の呪じゆ文もんを唱えた。氷結球アイスグローブだ。氷結のエレメンタルが瞬時に空気中の水を凝固させる。氷の球は物の見事にオークの顔面に激突した。あれは痛い。オークは膝ひざをついた。

　すかさずサッサが進みでた。

　オークとすれ違う。

　その直後、サッサはオークの首筋にダガーをぶちこんだ。ああいう背面打突バツクスタブのやり方もあるのか。なんて連係だ。でも、うちだって負けていない。

「オーム・レル・エクト・ネムン・ダーシュ……！」

　シホルが影縛りシヤドーボンドの魔法で足止めしたオークを、メリイが錫しやく杖じようで思いっきり一撃してふらつかせ、ユメが剣けん鉈なたをぶちこんで怯ひるませたところに――モグゾー。

「ぬもーっ……！」

　どうも斬じゃない。踏みこんで、腕をまっすぐのばし、片手で突く。一本突きフアストスラストだ。オークは喉のど元もとをほとんど粉砕された。当然、首は折れている。起きあがれるわけもない。

　ハルヒロはあたりを見まわした。敵は？

　いない。

　オークは全員、倒れ伏している。

「くそが……」ロンが血濡ぬれた剣を振った。「余計な手出し、しやがって」

「何だとぉっ……!?」ランタは威勢よくロンに詰めよろうとしたが、ギッと睨にらまれると光の速さで縮こまった。「……ご、ごめんなさい。もうしません」

「弱っ……」とメリイが呟つぶやいた。

（弱虫弱虫弱虫……きひひひひひひ……弱虫毛虫……いひひ……毛虫毛虫毛虫毛虫……）

「……毛虫のほうが、まだましなんじゃ……」シホルは地味にひどい。同感だけど。

「毛虫ちゃんはかわいいからなあ」ユメがうんうんうなずいている。同意はできない。

「助かった」

　レンジって、声までかっこいいんだよな。

　低くて、ちょっとハスキーで。凄すごみがあって、だけど、なんとなく哀愁が漂ってて。

　そんな声で、助かった、なんて言われると――正直、感慨無量だ。

　悔しいから、ハルヒロは平静を装おうとして、肩をすくめてみせた。

「レンジには、借りがあるしね」

「これでチャラだ」

「……かな」

「ああ」レンジはモグゾーに目をやった。「使えるな、おまえ」

「え……」モグゾーはきょろきょろしてから、自分を指さした。「――ええっ!?　ぼ、ぼ、ぼ、ぼくのこと……!?　い、いや、そんな……ええと、そ、それほど、でも……」

　使える、という言い方はどうなのか。ハルヒロとしてはそのあたりに引っかかりを感じないでもないが、レンジとモグゾーは二人とも戦士だ。戦士は戦士を知る――なんて言葉があるのかどうかは知らないが、戦士には戦士のことがよくわかるに違いない。しかも今、義勇兵たちの間でもっとも注目されているといっても過言じゃないあのレンジに認められたのだから、モグゾーにしてみれば誇らしいだろう。

　ほんとすごいよ、モグゾー。

　すごいんだよ、うちのモグゾーは。

「なんにしても」と、アダチが眼鏡の位置を直しながら、落ちつきはらった皮肉っぽい口調で言った。「ここは外れだよ。ゆっくりしてていいの、レンジ？」

　レンジは答えなかった。返事代わりに身をひるがえして、階段のほうへと向かった。そのときだった。

「おい！　下で……！」と誰だれかが言った。

　誰か。チーム・レンジでも、ハルヒロたちでもない。ここじゃなくて。

　ハルヒロは首をひねった。「下……？」

　レンジが駆けだした。

「ハルヒロ！」ランタがハルヒロの背中を叩たたいた。「オレたちも行くぞ！」

　何だろう。おかしい。心臓が。動どう悸きがすごい。下。下で、何が？　下。下って……？

　螺ら旋せん階段を下りた。

　耳が詰まっているような感じがして、変だ。なんで？　どうしてこんなに動揺しているのか。わからない。理由。原因？　何もわからないほど、ハルヒロは狼ろう狽ばいしている。

　足あし許もとがおぼつかない。

　かといって、身体が動かないわけじゃない。

　下へ。

　一階へ。

　死んでいた。

　義勇兵たちが。

　たくさん。

　大勢の、死体が。

　オークがいる。なんで？　こいつら、どこから出てきたんだよ。一人や二人じゃない。すごい人数じゃないか。

　その中に、一際でかいオークがいる。真っ赤な、毒々しいほど赤い鎧よろい兜かぶとを身にまとい、兜からはみだしている長い髪の毛が黒と金に染めわけられていて、そして、そいつは二刀流だ。えらく頑丈そうな、あからさまにやばそうな湾刀を二本、もちろん左右の手に一本ずつ持っている。ゾラン。

　ゾラン・ゼッシュ。

　間違いない。

　ブリちゃんが言っていた特徴がことごとく当てはまっている。

　その首に金貨百枚、百ゴールドの値がついている、ゼッシュ氏族の氏族長だという砦守キーパーゾランだ。

　ゾランがその湾刀で、斬る。

　あれは、爽さわやか君だ。チョコ・パーティの。

　爽やか君はゾランの湾刀を剣で受けようとしたのかもしれない。でも、まったく間に合わなかった。

「ああっ」

　爽やか君の悲鳴は少し間が抜けているように聞こえた。

　両腕が、いっぺんに叩っ斬られた。

　間を置かず、首。爽やか君の首が斬り飛ばされた。

　あんなに、あっさりと。

　何だよ。

　どうなってるんだ？

　ヘラヘラ男は？　神官君は？　魔法使いのショートカットさんは？　いない。

　いや、いた。

　倒れている。

　全員、斬り刻まれて。

　ノッポ君はかろうじて、壁を背にしてゾランじゃないオークを相手どっている。その隣に、チョコ。チョコがいる。

　ノッポ君は、チョコを庇かばおうとしている。

　だけど、どう見たってやられっぱなしだし、庇いきれていない。

　強い。このオークたちは、強い。今までのオークとは違う。装備じゃない、体格とか、雰囲気とか。ぜんぜん違う。砦守キーパーの側近たちだ。なんか、鎧をつけていない、腰に壺つぼみたいなものを吊つるしたりしている、魔法使いっぽいオークも何人かいるし。魔法使いじゃなくて、呪術師だったっけ。

　チーム・レンジはすでにオークたちに攻めかかっている。でも、相手は十人以上、おそらく二十人くらいはいるし、一階は広い。無駄に広い。ノッポ君とチョコは。

「――うっ……」

　側近オークと鍔迫り合いバインドになっていたノッポ君が、腹を蹴けられるか何かしたのか、しゃがみこんだ。

　おい。

　だめだ。

　だめだよ。

　だめだって。

　チョコはダガーを構えている。両手で柄つかを握って、側近オークのほうに切っ先を向けている。切っ先が震えている。腰が引けている。だめだ。

　あれじゃだめだ。

「チョコ……！」

　ハルヒロは叫んで、走りだした。

　その瞬間、チョコがこっちを見たような気がする。たぶん、見ようとした。

　側近オークの剣がチョコの肩口にめりこんだ。

　そうとう、深いところまで。

　側近オークはチョコを蹴倒して、引き抜いた剣を、すぐさま振りおろした。

「やめ――」

　一度。

　二度。

　三度と、側近オークの剣が振りおろされる。

　チョコ。

　ああ。

　チョコ。

　どうして。なんで。こんな。

　いやだ。

　ハルヒロは頭を抱えた。勝手に声が出た。何がなんだか、自分でもよくわからない声が。わからない。何だよ、これ。
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　――その自販機は、家のそばにあって……ほんとに、歩いて一分か二分くらいのところで、もうちょっと歩けば、コンビニなんかもあるけど、そこまで行くと、どういう時間帯でもたまに知りあいに出くわしたりするから、なんとなくいやで、だから、その自販機のそばが避難所みたいな……べつに、避難っていっても、めっちゃ逃げたい、逃げだしたい、みたいなことが頻繁にあるわけじゃないけど、まあ、微妙に逃げたい、みたいな、やってらんねーみたいな、そういう気分になったときは、たいてい家を出て、その自販機のところで時間を潰つぶしていた。

　いつからだっけ。

　小学生のころから？

　まあ、小五くらい？　かな。

　部屋は、一人部屋じゃないし、兄ちゃんがいるから、落ちつかないし、一人になりたい、みたいな。とか言ったら、生意気なこと言ってんじゃねーとか兄ちゃんに言われて、軽く蹴りくらい入れられると思うけど、やっぱり、一人になりたいときくらい、ある。

　それで、自販機のところに行って、ジュース買ったり、買わなかったり、飲んだり、飲まなかったり。

　ぼーっとしてるうちに、あーもう帰るかなー、みたいな気持ちになってきたら、帰ればいいか、みたいな。

　最初はそんな感じだったけど、たしか小六のとき、暑かったし、夏だったと思うけど、自販機のところにいたら、誰だれかきて、隠れようかな、とかも考えたけど、それもなんかあれだし、知らないふりしてればいいか、と思ったら、相手は知ってるやつで、近所に住んでいるチョコだった。

　チョコはずっと、おかっぱっていうか、ボブカットっていうか、そういう髪型だ。それはもう、ちっちゃいころからそうで、おかっぱっていえばチョコみたいな図式が成立しそうなくらい、定着している。

　愛想とかなくて、いまいち何考えてるかわからなくて、学校とかでは、ちょっと浮いてるタイプ。

　でもまあ、あくまでちょっとだけど。

　友だちとかも、べつにいないわけじゃない。だけど、誰かとすごい仲よくなるってよりは、何人かのグループにふわっと加わってる、みたいな感じ。

　なんでか知らないけど、保育園のときから、チョコのことは気になっていた。なんかあいつって違うよね、みたいな。正直言うと、気になって気になってしかたなくて、まあ、なんていうか、好きだった。

　じつは、生まれて初めて好きになったのがチョコで、それ以来、ずっとチョコのことがなんとなく好きで、何しろ保育園のときから一緒だし、学校でも何回も同じクラスになったし、家も近いし、普通に話とかするし、それなりに親しいっていえば親しいんだけど、告白とかはしたこと、ない。

　まあ、できないよね。

　だって、小三のときだったかな。チョコが、河かわ辺べくんのこと好きらしいって噂うわさが一部で流れて、学校帰りかなんかで二人になったときに、あれってほんとなの、みたいに、できるだけさらっと訊きいてみたら、チョコはしばらく考えてから、うんって答えて……ショックだった。あれは。

　かなり。

　河辺くんは、すらっとしてて、とくに運動神経がいいとかじゃなくて、ピアノを習ってて、ちょっとこう、育ちがよさそうな雰囲気で……ああ、チョコ、こういうのがいいんだ、みたいな。

　そっか。

　そっかあ。

　そうなのかあ。

　ないよなあ、と思った。

　自分にはないものばかり持っている河辺くんとは、じつを言うとこっちはたまに、それなりに遊ぶ程度の友だちだったりして、河辺くんってほんといいやつで、嫌味なところが一つもない、友だちの中でもランキング上位っていうか、好感度が高いやつで、ああ、チョコ、河辺くん好きなんだ、そっかあ……みたいな。

　河辺くん、いいやつだもんね、みたいな。

　なんか、どうすればいいのかわからないけど、こりゃ協力しなきゃ、みたいな。

　だって、相手が変なやつならあれだけど、河辺くんだし。河辺くん、いいやつだし。

　そう思って、申し出てみた。あの、チョコ、なんか、手紙とか、渡したりする？　携帯とかは、河辺くん、家がけっこう厳しくて持ってないけど、手紙とかなら、うん、河辺くんはちゃんと読むと思うよ。返事とかも、くれると思う。河辺くんだし。どうする？

　チョコは、いらない、と言った。

　そういうのは、いい。

　そういうことするつもりは、ない。

　あ、そう。

　そっか。ふーん。

　ただ好きなだけ、だから。

　それがチョコの答えだった。ただ、好きなだけ。

　だけど、やったなあ。いろいろ。なんか、チョコがなるべく河辺くんと話せるように、とか。チョコと河辺くんが二人きりになれるようにセッティングしようとしたりとか。今から思えば、見え見えであれかもしれないけど、あのときは必死だったんだよな。だって、河辺くん、いいやつだし、チョコは……チョコのことは、好きだし。

　とにかく、小六の夏、自販機のところにチョコがきて、何してるの、とか声かけられて、うん、いや、べつに、ただいるだけ、みたいな答え方をして、チョコのほうは、暑くて、冷たい炭酸の飲み物が飲みたくなって、家の冷蔵庫になかったから買いにきたみたいで、それでまあ、十分か十五分くらいそこで話して、そんなことがあって、それ以来、自販機のところにいると、たまにチョコがくるようになって。

　チョコは冷たい炭酸の飲み物か、寒いときはあったかいコーンポタージュを買った。

　炭酸の飲み物を、うぅ、喉のど痛い、と言いながら飲んだり、コーンポタージュのことを、コンポタージュと言ったり、あっつ、あっつい、と言ってふうふうしたりするチョコのことが、やっぱり好きで、でも、なんていうか、好きで好きでたまらないっていうのとは違う、自然に好き、みたいな、空気的に好き、みたいな、そりゃ好きだよね、みたいな、それがずっとつづいて。

　チョコはわりと、男を好きになるほうだった。

　表には出さないけど。

　本人曰いわく、ふと、誰かのことをぼんやり、いいなあ、と思うようになって、そのうちそいつのことをよく考えるようになって、好きなんだなあと自覚するようになって、好きだなあと思う間は好きでいるらしい。

　つきあいたいとか思わないの？

　そう訊いてみたら、まったく思わないわけじゃないけど、そこまで強くは思わないんだとか。そんなもんかねえ。

　チョコのことは好きだから、できればつきあいたいとか思わないでもないけど、チョコは誰か、他ほかの男のことが好きで、今、誰がいいと思ってるのとか、つい訊いちゃうもんだから、チョコは正直に教えてくれて……そっか、だったら、あれだよな、そういうつもりがないにしても、仲よくなれたらいいよね、とか、そいつのこと、もっと知れたらいいよね、とか……なんか、そのために動いてみたり、しちゃったりして。

　チョコに頼まれてもいないのに、勝手に。

　なんでこんなことしてんのかな、とか、思わなくもなかった。

　まあ、よく思った。自分のこと、アホだなあ、とか。

　だけどチョコは無愛想で、どっちかというと無表情だけど、好きな男と口きいたりすると、やっぱりテンションが上がって、話し終わったあと、ぽけーっとしたり、顔が少し赤くなったりして……ああ、チョコ、喜んでるとか思うと、こっちだってうれしいし。

　なんていうか、チョコとはつきあいが長いけど、どうやったらチョコを喜ばせられるのかとか、考えてもよくわからない。

　チョコはけっこう謎なぞめいていて、本も読まないし、音楽も聴かない、テレビもほとんど見ない、そのときどき、趣味らしいものはあるけど、すぐ飽きてやめてしまう。

　なんか、これは絶対好き、みたいなものってないの、と尋ねると、うん、ない、と即答する。

　とらえどころがなくて、だから気になって、喜ばせたいんだけど、笑った顔とか見たいんだけど、なかなかそれがうまくいかない。

　チョコはそういうやつだった。

　だから、何でもいいから、チョコを喜ばせたかった。

　まあ、多少は、せつなかったけど。

　その夜も、自販機の前に座ってぼーっとしていたら、チョコがきた。なんとなく、チョコきそうだなあと思ってたりもしたけど、だいたい、そんなふうに思うときはこなかったりする。でも、その夜は本当にチョコがきて、内心、よしっ、と思って、ガッツポーズくらいしたい気分で、我慢して、平静を装って「おっす」と挨あい拶さつしたら、チョコは、ぴょこっと右手をあげて、

「おす」

　その言い方とか、仕し種ぐさとかが、すげーかわいくて、ああ、やっぱりあれだよなあ、チョコのこと、好きなんだよなあとか再確認して、だけど、チョコは今、同じクラスの秀ひで正まさっていうめずらしい名字の男のことが好きで……この秀正っていうのが、これがまたいいやつで、見た目もけっこうよくて、チョコって男を見る目があるんだよな。

　何だろ。

　女子人気がめちゃくちゃ高いわけじゃないんだけど、男から見ると、いやだけどこいついいやつだよ？　なんで女子にはそれがわからないの？　いや、わからなくもないのか、ひそかにこいつのこと憎からず思ってる女子が常に一人か二人か何人かはいるっぽい、みたいな、チョコはそういう男を的確に好きになる。

　こっちからしても、あーわかるわかる、みたいな。

　そいつだったら、しょうがないよね、みたいな。

　応援するよ、しちゃうよ、そりゃ。だって、そいつが相手なら、かなわないしね。先走ったこと考えると、そいつだったらチョコのこと、幸せにしてくれそう、みたいな。

　チョコは炭酸の飲み物を買った。サイダー的なやつ。プルトップを開けて、口をつける。ちょっとだけ顔をしかめて、うぅ、と呻うめく。

「喉痛い」

「ね」

「ん」

「痛いんだったらさ、なんで炭酸飲むの」

「飲みたいから」

「だよなあ」

「でも、なんか、あんまり飲んだら、身体からだに悪そう」

「よくないかも。運動選手とか、飲まないほうがいいんだってね。炭酸」

「そうなんだ。運動、しないけど」

「じゃ、いいのかな」

「たまにだし」

「言うけど、けっこう飲んでない？」

「ここでしか、ほとんど飲まないし」

「そっか」

　こないだ秀正とカラオケ行ったんだけど、と話す。

　チョコは、興味がなさそう。興味がないふりをして、耳を傾けているようでもある。

　ちゃんと聞いてるんだろ、どうせ、と思いながら、秀正が歌った曲について話す。ちょっと前に流は行やったアイドルの曲とかで、周りにあわせてる感じだったとか。でも、みんな知ってる曲だから、かなり盛りあがったとか。

　秀正ってそういうとこあるよなあ、みたいな話。

　微妙に疲れて黙ってたら、秀正が心配して声かけてくれたこととか。

　秀正はマジいいやつだよっていう話。

「あたしは」と、突然、チョコが話しだす。「気づかいとか、気配りとかできないから、そういうのできる人、いいなって思うのかも」

「あー。なるほど。自分にないものを求める的な？」

「やっぱり、あたしにはそういうとこないって、ヒロも思う？」

「いや、そんなことはないけど。人を不快にするようなことは、しないでしょ」

「しないかな」

「と、思うけど」

「ヒロもしない」

「そう？　あれ？　おれも気配りとかできてる？」

「あたしには？」

「んー。まあ、長いつきあいだし」

「ヒロは、いないの」

「え。何が？」

「好きな人、とか。気になる子、とか」

　どう返事をすればいいのか、迷って、考えて、心臓がばくばくして、これはチャンスなのかと思ったりもしたけど、いやどこがチャンスなんだよ、ぜんぜんチャンスじゃないしと考えなおした。

　チョコのことは好きだけど、なんか違う、とか思ったりもした。

　違うくはないけど、違う。

　何だろ。

　そういうのはもう、通り越しちゃってるっていうか。超えてるっていうか。

　自分のことはどうでもよくて、チョコが幸せならいいとか、馬鹿みたいっていうか、ほんとにそう思ってるのかっていうと――どうなんだろ。

　このままでいい、このままがいい。そんなふうには思ってるのかも。

　ずっと保ってきたこの距離なら、こうやって二人で話したりもできるし。いつかチョコに彼氏ができたりしたら、そういうわけにもいかなくなったりするのかもしれないけど。そのときはそのときだし。それはそれで、みたいな。

　だって、チョコはいつだって他の誰だれかのことが好きで、それをずっと見てきたんだから、せつないはせつないけど、慣れてるし。

　チョコのことは、好きなんだけど。

「いないよ。いたら、言うって」

「べつに、知りたくないけど」

「うわ。ひでー。おれはいっつも聞いてるのに」

「へたれんぼう」

「……なんか言った？」

「うん。言った」

「いや、聞こえたけどね……」

　どういう意味なんだろうなあ。

　でも、あれかな。さすがに、チョコだって気づいてるのかもな。

　こっちがチョコのこと好きだって。

　それくらい、わかっちゃうかな。わかるか。

　チョコが、隣にしゃがんだ。

　肩のすぐそばに、チョコの肩がある。

　チョコは下を向いている。

「いつか、ヒロに好きな人、できたら」

「……うん」

「教えて」

「知りたくないんじゃないの？」

「そんなには。でも、教えて」

「いいけど」

　チョコは顔をこっちに向けて、かすかに唇の両端をつりあげて、ほんのわずかに、目を細めた。

「ヒロは、嘘うそはつかない」

「時と場合によるけどね。チョコには、つかない……かな？」

「わかってる」

　嘘、ついてるけど。

　おそらく、見え見えの、嘘。

　おれ、さ。ずっと前から。

　ずっとずっと、チョコのことが、チョコのことだけが、好きなんだ。

　言えないけど。

　きっと一生、言わな――――――――――――――――――――――――――――――
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　――――――思いだした……ような気がする。

　いろいろなことを。

　そんな気がしたのだ。

　だけど、覚えていない。

　そこに手が届いた。間違いなく。

　それなのに、何も覚えていない。今は。

　一瞬前は違った。ぜんぶ思いだした。

　でも、そのぜんぶが何なのか、わからない。

　わからないわけがない。わかっていたのだ。その手応えだけはある。

　残っている。

　ここに。

　胸の真ん中あたりに。

　ここに、何かがあった。

　なくなった。すっかり削り落とされてしまって、その部分に穴があいている。

　その穴の形をなぞれば、それが何だったのか、なんとなく推測はつく。




　チョコだ。




　チョコのことを思いだして、忘れてしまった。チョコに関することを。

　ハルヒロはたぶん、チョコを知っていた。知りあいだった。友だちか何かだった。

　わかるのは、やっぱりそれだけだ。

　他ほかには何も残されていない。手がかりさえない。

「――ハルヒロ……！」ランタに激しく揺さぶられた。「おい、おまえ！　何ぼやっとしてんだよ！　こんなときに！　それどころじゃねーだろ……！」

「そっ――」

　そんな、こと。

　わかってる。わかってるよ。

　――わかってる？

　本当に？

　いや、ランタが正しい。そのとおりだ。何ぼやっとしてるんだ。砦守キーパーゾラン・ゼッシュと、その側近たち、それからオークの呪じゆ術じゆつ師したちが砦とりで一階で猛威をふるっている。義勇兵たちが倒されまくっている。チョコ。ああ。チョコ。

　チョコたちも、死んだ。死んでいる。爽さわやか君も、ヘラヘラ男も、神官君も、ショートカットさんも、それから、チョコも。ノッポ君はどうなのか。壁際に転がっている。少なくとも、無傷ではない。深ふか傷でを負っている。みんな殺された。オークに。

　チョコが殺された。

　ショックはショックだ。でも、何だろう、悲しいとか、寂しいとか、つらいとか、ないわけじゃないが、そこまでひどくはない。

　なんだか、もやっとする。これでいいのか、というような。もちろん、衝撃を受けている。同じ義勇兵だし。後輩だし。口をきいたこともあるし。ここにくる前、知りあいだったのかもしれないし。死ぬなんて。でも、違う。

　もっと、こう――何かもっと、あるんじゃないのか、みたいな。

　こんなものじゃないだろ。チョコが死んだのにこの程度って、ひどくない？

　根拠は、ないけど。

　知りあいだったとしても、どういう知りあいだったのかもわからないし。ただお互い知っている、話をしたことはある、くらいだったのかもしれないわけだし。

　なんにしても、今はそれどころじゃない。ランタの言うとおりだ。状況は切迫している。生き残った義勇兵たちは――レンジたちも、ゾラン・ゼッシュ一党としのぎを削っているのだ。レンジに至ってはゾランと斬きり結んでいる。それも、押されている。

　いや、押されているなんてものじゃない。

　レンジはゾランの湾刀を、剣で弾はじくことすらしない。できないのか。よける。必死によけている。

　レンジは血まみれだ。致命傷は負ってないようだが、頭をだいぶ斬られている。

「――っそぉ……っ！」ロンが加勢しようとしたら、レンジが「くるんじゃねえ！」と怒鳴った。「邪魔だ……！　誰も近づくな……！」

　男と男の一騎打ちだからとか、おそらくそういうことじゃない。

　危険すぎるからだ。

　ゾランの、あの腕の長さ、太さ。肩や胸の厚み。あの動き。そして、あの湾刀。オルタナに攻めこんできてレンジに討たれたイシュ・ドグランよりも、ゾランはたぶんやばい。きっと、一撃だ。一撃でもまともに浴びせられたら、その瞬間、終わる。

　側近オークたちでさえ、巻き添えになるのを恐れているのか、ゾランには近づこうとしない。

　その結果、ゾランとレンジは一対一の形になっているが、もちろん側近オークや呪術師たちと他の義勇兵たちとの間でも、戦いは繰りひろげられている。

　そちらも、劣勢。

　大劣勢だ。

　ロンは側近オークと鍔迫り合いバインドになっているが、きつそうだし。チビちゃん、サッサ、アダチは壁際に押しこまれている。側近オークと互角に渡りあっている義勇兵が何人いるだろう。ごくごく少数だ。あとは今にもやられそうか、現在進行形でやられているか。

「呪術師……！」とシホルが叫んだ。

　見れば、階段の下り口あたりにいるハルヒロたちのほうに、呪術師らしいオークが近づいてくる。

「ふぐぁーっ……！」

　モグゾーが前に出ると、呪術師は足を止めて腰に提げている壺つぼを持ちあげ、蓋ふたを開けた。壺の中から何か出てくる。蟲むし。蟲か。おそらく蟲だ。蟲の大群。

「おがっ……!?」

　蟲の大群がモグゾーの頭にまとわりついた。モグゾーは兜かぶとを被かぶっているが、蟲は小さい。開口部から中に入りこんでくるようだ。

「――うがががあぁぁああ……！」

　モグゾーは悶もだえて、座りこみそうになっている。やばい。

　だめだ。

「座るな……！」ハルヒロはとっさに言った。「モグゾー、座るな！　止まったら！」

「ふがあっ！」モグゾーはよろめきながら剣を振りまわした。「ふがあああぁぁ……！」

「ちくしょうめ！　小細工を……！」

　飛びだしたランタが、走っている最中の奇妙な姿勢でピタッと静止した。

「……ぐ、ぬぬぬぬぬぬぬぬ……」

「何だ……!?」

　もしかして、これも呪術なのか。さっきモグゾーに蟲をけしかけた呪術師が、ランタに掌てのひらを向けている。

「念力ってやつか……！」

「にぇい……！」

　ユメが弓を構えて矢を放った。呪術師が飛びすさって矢をよけると、ランタは動けるようになったみたいだ。

　それはいいのだが、その矢がロンの顔をかすめた。「……あぶねっ！　うぉい！」

「わっ、ご、ごめんなあ！」

「弓矢はだめだ、ユメ！　乱戦だから……！」

「そやなあ、うん、わかった！」

「オーム・レル・エクト・パラム・ダーシュ……！」

　シホルの杖つえの先から影のエレメンタルが放たれた。影のエレメンタルは螺ら旋せんを描いて飛んでゆき、呪術師に命中して、鼻や口から体内に入りこんだ。

　攪乱のシヤドーコ幻影ンプレクス。

　やったか。

　呪術師は一瞬ふらついて、頭を振った。でも、それだけだった。

　シホルは歯を食いしばった。「――抵抗レジストされた……！」

「オレに任せろぉいっ……！　憎悪斬ヘイトレツドォォォッ……！」

　ランタの踏みこみは鋭かった。でも、呪術師は読んでいたのか。身軽に跳びさがって、入れかわりに側近オークＡが前に出てきた。

　側近オークＡの剣、ガハリィと、ランタのロングソードが衝突する。

　鍔迫り合いバインドになった。

「つおっ！　赫怒払リジエクト……！」

　ランタはすぐさま撥はねのけて距離をとろうとしたが、側近オークＡに押しこまれた。

「オォッシュッ……！」

「――ぬあ……！」

　ランタの体勢が崩れかけている。これまたやばい。やられる。援護しないと。できるのか。ハルヒロは自分に言い聞かせた。やるんだ。飛びだそうとしたら、側近オークＢが出てきて行く手を阻まれた。すごい威圧感だ。冷や汗が噴きだしてくる。本当にやらなきゃいけないのか。こんなのと。

「オッシュ！　オッシュ！　オッシュ！　オッシュ……！」

「っ！っ……！っ！っ……！」

　蠅叩スワツト、蠅叩スワツト、蠅叩スワツト、蠅叩スワツト。

　まずい。手が痺しびれている。目が回る。怖い。怖すぎ。無理だって。強い。力が。

　やられる。

「強打スマツシユ……！」

　絶妙のタイミングだった。メリイが側近オークＢに錫しやく杖じようを叩たたきつけたのだ。

　いや、だめか。

　側近オークＢはいともたやすく盾で錫杖を弾き返すと、ハルヒロに身体からだを向けたまま、メリイのほうを見た。――だめじゃない。

　今だ。

　ハルヒロは思いきって側近オークＢめがけて突進した。

　側近オークＢは盾でハルヒロを殴ろうとしたのかもしれない。ハルヒロはすり抜けた。

　すれ違いざまに、サッサの真ま似ねをして側近オークＢの首筋にダガーをぶちこむ。

　もうちょっとだったのに。

「ぐあ……っ!?」

　蟲。蟲だ。

　ハルヒロはすぐに口を閉じ、目をつぶって、身を低くした。蟲。蟲だ。呪術師。いつ。どこに、呪術師が。蟲。蟲が。

「下がって、ハル……！」

　メリイ。だけど下がれって言われても、どっちに下がれば。ていうか、蟲が口の中に。吐きだしたい。だけど口を開けたら、もっと入ってきそうだ。目も開けられない。何がどうなっているのか。さっぱりわからない。やばい。本格的にやばい。

　死ぬ。

　今、オークがハルヒロを殺そうとしているかもしれない。次の瞬間、死んでしまうかもしれない。

「ハルくん、こっち……！」と手首をつかまれて、引っぱられた。ユメか。

　不意に思いついた。水。水だ。

　ハルヒロは水筒をとりだして、中身の水をひっかぶった。顔をぬぐう。口の中の蟲を吐きだす。見える。息もできる。「――もう大丈夫……！」

　いや、ぜんぜん大丈夫じゃないって。

　ランタは側近オークＡに圧倒されている。いつやられてもおかしくない。モグゾーは蟲の影響もあってか、側近オークＢをなんとか引き受けているという感じだ。側近オークＣからシホルを守ろうと奮闘しているメリイが、見るからに危ない。なんとかしないと。

　チーム・レンジも、レンジは相変わらずゾランに追いまわされているし、他ほかの四人は固まって防戦に徹することでどうにかしのいでいるようにしか見えない。

　何人の義勇兵が生き残っているのか。

　全滅。

　そんな単語が頭をよぎった。

　してたまるかよ。全滅なんて。冗談じゃない。

「ユメはメリイを……！」

　ハルヒロはユメをメリイのほうに向かわせて、ランタを助けることにした。問題はどうやって助けるか。側近オークＡの背後をとろうとしたら、別のオークに背後をとられてしまいそうだ。

　剣が目に入った。床に落ちている。剣。誰だれのだろう。誰のでもいい。

　ハルヒロは剣を拾い、側近オークＡに向かって投げつけた。苦し紛れだ。でも、側近オークＡは盾で飛んできた剣を弾いて、ちょっと下がってくれた。その間にランタは一息つくことができたようだ。

「クッソ、やってらんねえ……！　マジで！　マジで……！」

「ゾディアックんはどうしたんだよ!?」

「やられた！　一発で！　弱ぇーんだよ、あのアホ！　憤慨突アンガーァァ……ッ！」

　この期に及んで反撃に転じるランタは、けっこうすごいかもしれない。

　もっとも、側近オークＡはそれ以上だ。ランタのロングソードが造作なく払いのけられる。側近オークＡは返す刀でランタの頭を殴打した。頭。頭だ。

「おがっ……」

　兜を被ってはいるものの、頭はやばい。ランタはよろめいた。

「やらせるかよ……！」

　ハルヒロは捨て身で側近オークＡに突撃する――と見せかけて、側近オークＡがこっちを向いたら身構えた。こい。攻めてこいよ。きた。蠅叩スワツト、蠅叩スワツト、蠅叩スワツト。

「立てなおせ、ランタ……！」

「――言われるまでもねえ……！　うおおおおあああ！　百裂懺ざん悔げ斬ざんンンン……ッ！」

　そんなスキルないだろ。めちゃくちゃだ。ランタは側近オークＡをロングソードで滅多打ちにしている。まあ、ぜんぶ防がれてるけど。それでも、側近オークＡが受けに回っている。そうだ。

　攻めよう。

　多少無理をしてでも攻めて、一人でもいい、敵を減らさないとどうにもならない。背後だ。側近オークＡの背後をとれ。背面打突バツクスタブの一撃でしとめてやる。やるぞ。やってやる。そう決意した矢先だった。

「むきゃっ……！」

　ユメだ。悲鳴。ユメが転んでいる。というか、ぶっ飛ばされたのだろう。

　肩から胸に、血が。

　やられたのか。側近オークＣに。

　側近オークＣがユメに躍りかかる。メリイがその前に立ちふさがろうとして、振りまわした錫杖は、しかし無情にも、あっさり盾で撥ね返されて――側近オークＣが。

「やば……っ」

　ハルヒロは駆ける。――間に合わない、かも。

　ユメは、だけどがんばった。投げナイフを投げたのだ。「――星ほし貫ぬきやあ……！」

　側近オークＣは一歩あとずさって、投げナイフをかわした。それで稼いだのがほんのちょっとの時間でしかなくても、おかげで間に合いそうだ。もう自分はどうなってもいい。ハルヒロは側近オークＣに組みつくつもりだった。それなのに、何なんだよ。

　何かが、横合いから。左に、気配。思わずそっちを見てしまった。見てよかった。呪じゆ術じゆつ師し。大きく息を吸いこんで、吐きだそうとしている。何を？　口から――炎……！

「っ――……！」

　ハルヒロはとっさに床に身を投げだした。ぎりぎりのところで炎をまともに浴びずにすんだが、熱い。熱いんだけど。ていうか、燃えてる。外がい套とうが。それより、ユメが。

　終わった。

　側近オークＣが剣を振りおろそうとしている。終わった。ユメがやられる。違う。

「ふんがぁーっ……！」

　終わってない。モグゾーがいる。ハルヒロたちには、モグゾーが。

　モグゾーは側近オークＣに体当たりをして、撥ね飛ばした。でも、呪術師。また呪術師がくる。火炎放射だ。炎を吐いて、モグゾーが火だるまになった。それがどうしたとばかりにぶった斬ぎりの剣を振りまわすモグゾーの気迫を恐れたのか、呪術師が逃げてゆく。

「撤退……！」

　叫んでから、そうするしかないとハルヒロは思った。無理だ。勝てないっていうか、死ぬ。このままじゃあ全員、死んでしまう。死にたくない、死ぬのが怖いというよりも、仲間を死なせたくない。死んでほしくない。だめだ。死なせない。

「一回退ひこう！　さっきの監視塔まで……！」

　だけど、できるのか。
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　――結論から言うと、できた。

　火がついた外套を脱いで、それを近くにいたオークにひっかぶせたことは覚えているし、ユメを引っぱり起こして、無理やり走らせた。あとのことは正直、よくわからない。無我夢中だった。

　監視塔の階段に、一階に下りないで様子見をしているパーティがいた。そいつらと入れかわるというか、そいつらを追いだして、ハルヒロたちは今、一息ついていた。

　メリイは重傷を負ったユメをまず治療して、今はモグゾーの手当てをしている。鎧よろいや兜かぶとは無事だが、火炎放射をまともに食らったので、火傷やけどをしているはずだ。大丈夫なのか。いや、大丈夫なわけないんだけど。

「ありがと、モグゾー」ユメはモグゾーの隣に座った。「モグゾーがなあ、きてくれなかったらな、ユメなあ、死んじゃってたと思うやんかあ」

「う、ううん。あの……でも、仲間、だし」

「そっかあ。そやなあ」

　ランタは階段に腰かけて膝ひざを抱えている。やけにおとなしい。メリイもほとんど口を開かないし、シホルも黙りこくっている。ハルヒロもしゃべりたくない。――やばい。
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　ほんっとに、やばかった。

　よくみんな生きてるよ。奇跡だ。どこかで何か一つでもミスっていたら――いや、ミスはした。おそらく、たくさん。ミスをする、しないにかかわらず、運が悪ければ誰かが死んで、一人死んだら一気に崩れていただろう。二人、三人と死んで、あっという間に全滅していたに違いない。運だ。運がよかった。それだけだ。

　撤退する。その決断だって、正しかったのかどうか。退く最中に誰かやられていたら、やっぱり全滅か、それに近いことになっていただろう。たまたまそうならなかった。

　ならなくて、よかった。

　ハルヒロの判断が功を奏したわけじゃない。

　ツイていただけだ。

「……どうする」とランタが呟つぶやくように言った。

　誰も答えない。どうする……？

　どうする――って。

　無理だろ。そりゃ。もう戦えない。完全に力不足だ。レンジたちだって苦戦している。苦戦どころか、やられかけていた。もしかしたら、今ごろやられているかもしれない。

　ハルヒロは顔を上げた。そうしてから、自分がうつむいていたことに気づいた。

　仲間たちの視線がハルヒロにそそがれている。

　なんで？

　――そっか。

　リーダー、だからか。ハルヒロが、このパーティのリーダーだから。決めないといけないのか。どうするか。

　だけど、どうするって言われても。決められない。ふざけるなよ。押しつけるな。ないって、そんな力。責任とか、重すぎるよ。できねーって。だいたい、死にすぎなんだよ。すっげー死んでるじゃん。怖いって。こんなの。やめてくれよ。死――、

　死んだんだよな。

　チョコも、死んだ。

　みんな、死ぬのかな。レンジたちも、それから――おれたちも。みんな。

　チョコと同じように、死ぬんだ。

　無理だよ。

　もう終わりだ。言いたいよ。決めるのとか、無理。もうやだ。やめる。リーダーなんかやってられるか。知らねーよ。勝手にしてくれ。みんな、好きなようにすればいいよ。求めるなよ。期待するな。背負えないから。できないって。まあ、死ぬんじゃね？　死ぬしかないだろ。どうにもならないって。文句があるなら、誰か決めてくれよ。アイディア出せよ。こうすればいいって言ってくれ。教えてくれよ。

　言えない。

　そんなことを言ったらどうなるか。目に見えている。パーティが崩壊してしまう。

　――あー。

　違うな。違う。

　そうじゃなくて。

　結局、自分のためだ。

　こんなに差し迫っているのに、まだ体裁を保ちたい。いい恰かつ好こうをしたい。仲間に呆あきれられたくない。ハルヒロは立派なリーダーじゃないし、そんなふうになることもできないだろう。でも、最低最悪のリーダーだと仲間に見なされるのは避けたい。みんなに嫌われたくない。見放されたくない。最後まで、せめて仲間だと思っていてもらいたい。

　情けないにも程がある。

　かっこわるいなんてもんじゃねーよ。ひどすぎる。

　所しよ詮せん、こんなものか。マナトじゃないし、まあ、こんなものだろう。

「……様子、見てくる」

　ハルヒロたちは螺ら旋せん階段を少し上がったところに固まっている。ここにいても、戦っている音や声は聞こえるが、状況はよくわからない。たぶん知りたくないから、ここにいる。誰だれもここから動こうとしない。

　ハルヒロだって、そうだ。だけど、ここにいて、みんなの物欲しげな――こんな表現はひどいかもしれないが、なんとかしてくれ、みたいな、すがるような眼まな差ざしにさらされているよりはいい。怖い物見たさ的な気持ちも、なくはないし。

　階段を下りて、顔を出した。ハルヒロは奥歯を食いしばった。「……レンジ」

　チーム・レンジはまだ奮戦している。ロンとチビちゃんが、サッサとアダチをどうにか守ろうと血だらけになって戦っているし、レンジは砦守キーパーゾラン・ゼッシュと壮絶な一騎打ちをつづけている。ゾランはほとんど手傷を負っていないが、レンジはどこをどう怪け我がしているのかすらよくわからないような有様で、それでも立っている、ゾランの双剣から逃れて、止まらずに動きまわっている。壮絶。まったく壮絶としか言いようがない。

　他ほかに生き残っている義勇兵は――それでも五、六人はいるだろうか。オーク側はほとんど損害を出していない。

　だけどそもそも、なんでこんなことになってるんだ……？

　最初に一階まで下りてきて、監視塔に上ったとき、ゾランたちはいなかった。どこかに隠れていた？　一階には階段以外にも扉がある。扉はすべて開いていた。一応、オークがいないか、義勇兵が捜索したということだ。でも、見つからなかった。もしかすると、秘密の地下室でもあるのかもしれない。ゾランたちはそこに身を隠していて、義勇兵たちが監視塔に向かってから、出てきた。そういうことなのかもしれない。

　ゾランの側近は、呪じゆ術じゆつ師し三人をふくめて二十人かそこらだ。明らかに、今までのオークより一段も二段も強い。精鋭ぞろいだ。

　チーム・レンジが五人で、他に六人――いや、五人の義勇兵。それから、ハルヒロたち六人。相手のほうが多いし、単体の戦闘能力の平均もおそらく、相手のほうが高い。

　けど、これって――絶望的な差なのか……？

　遠からず義勇兵たちは打ち倒され、レンジたちも一人、また一人とやられて、絶望的な差になる。でも今は？　現時点では？　現時点。――現時点。

　戦力。こっちはこれが全戦力じゃない。カジコたち荒野天ワイルドエ使隊ンジエルズはたぶん、まだ監視塔から下りてきていないはずだ。彼女たちは総勢十八人。何人か減っていたとしても、十五人くらいとか。カジコは強そうだし、彼女たちがくれば一気に逆転可能なんじゃないか。ブリちゃんは？　本隊を見に行くとか言ってたけど。もともと別働隊の役目は牽けん制せいと陽動で、本隊が正門を破って砦とりでを落とすはずだった。不測の事態か何かがあって遅れているが、きっと本隊だってそのうちくるはずだ。そうしたら、間違いなくこっちが有利になる。

　それまで待つ？　本隊がくるまで、監視塔にひそんでいれば――いや。いつくるかわからないし、もし本隊到着前にレンジたちが全員やられてしまったら、まずい。そうなったら、敵は砦の中に人間がいないか確かめようとするだろう。監視塔の上にいても、結局は見つかる。

　本隊はあてにできない。

　でも、カジコはあてにしたい。

　じゃあ、カジコが下りてくるまで、ここにいればいいのか。それまで、レンジたちが保もつかどうか。本音を言えば、なんとか粘ってほしい。もう危険を冒したくない。ハルヒロたちはここに隠れている。レンジたちが持ちこたえる。カジコがくる。形勢逆転。これが理想だが、そうなるという保証はない。

　レンジたちを助けたい、という気持ちはもちろんある。レンジにしてみれば、ハルヒロたちはとるにたらない雑魚にすぎないだろうが、同期なのだ。レンジたちは崖がけっぷちに立たされている。それがわかっていて、いや、わかっているどころかこの目で見ているのに何もしないのは、寝覚めが悪い。

　それに、戦力的にも、レンジたちが残っていてくれないと困る。

　カジコの荒野天ワイルドエ使隊ンジエルズがどれだけやるのか知らないが、もしチーム・レンジと他の義勇兵たちがこのまま全滅して、そこにカジコたちがきたら、数の上ではほぼ互角か、やや劣る。ゾランはめちゃくちゃ強いし、カジコたちが必ず勝てるとはちょっと思えない。カジコたちが負けたら、ハルヒロたちの命も危うい。

　どれくらいの時間、考えこんでいただろう。わからない。でも、のんびりしてはいられない。それだけはたしかだ。急ごう。やることを決めよう。

　何もしなければ、たぶんハルヒロは――ハルヒロたちは、死ぬ。ということは、もう半分死んでいるようなものじゃないか。そう考えると、なんだか楽になった。

　チョコ。もうすぐ会えるかもしれない。そうしたらじっくり話をして、忘れたことを一つずつ思いだそう。

　ハルヒロは仲間たちのところに戻った。

「ごめん、みんな。おっかないけどさ。もうひとがんばりしよう。レンジたちを助けるんだ。狙ねらいは呪術師だけに絞る。あいつらは呪術以外、たいしたことない」

　――と、思う、とは言わなかった。あえて断言した。騙だましているようなものだ。仲間を、そして自分自身を騙している。だけどなぜか、良心は咎とがめなかった。

「たぶん、呪術師のうちの一人はアバエルとかってやつだ。金貨五十枚。ゾランは無理だけど、アバエルならやれる。もらおう。五十ゴールド」

「――ぐぉぉぉぉぉじゅうっ！　ゴールドッ！　うおっしゃぁぁぁぁぁぁぁー……っ！」

　ランタが単純なやつでよかった。目を金貨にしたランタが階段を駆けおりてゆく。

　ハルヒロはモグゾーの背中を叩たたいた。

「頼む、モグゾー。おまえが頼りだ」

「応……ッ！」

　やけに男らしい返事で、ちょっと驚いた。モグゾーもランタにつづいた。

　ハルヒロはメリイ、ユメ、シホルとうなずきかわした。これでいいのかな。いいんだ。

　螺旋階段を下りて一階に足を踏み入れると、すぐに一人の呪術師が目にとまった。一人一人、片づける。ハルヒロはその呪術師Ａを指さした。「あいつだ……！」

　ゾランはもちろん、側近オークたちには目もくれない。ハルヒロたちは一丸となって突撃した。呪術師Ａはハルヒロたちに気づいて、壺つぼを開けようとしたが、もう遅い。

「憤慨突アンガーァァァァ……ッ！」

　ランタがロングソードで呪術師Ａの喉のどを一突きした。幸さい先さきがいい。でも、図に乗っちゃだめだ。落ちついて、あくまで一人ずつ殺す。側近オークが躍りかかってきたが、モグゾーが「フヌァァァァァッ！」と吹っ飛ばしてくれた。呪術師。いた。

「次はあいつ……！」

　ハルヒロが呪術師Ｂを指さすと、側近オークたちが寄ってきた。狙いがばれたのか。だとしても、やり抜くまでだ。

　側近オークは相手にしない。モグゾーが「フモォォォォッ！」と突進して道を切り開いて、ハルヒロは蠅叩スワツトで切り抜け、駆け抜ける。「――オーム・レル・エクト・ネムン・ダーシュ……！」シホルが影縛りシヤドーボンドで側近オークを足止めし、メリイが「はぁっ……！」と別の側近オークの盾に錫しやく杖じようを叩きつけて押しのけた。「星ほし貫ぬきにゃあ！」ユメの連続投げナイフが側近オークたちを怯ひるませる――って、にゃあって何だ、にゃあって。いいけど。

　いち早く呪術師Ｂに肉薄したのはランタだった。ここであの技が飛びだした。

「排出系イグゾースト改……！」

　ランタは呪術師Ｂの前で回れ右をして、後ろに跳んだのだ。呪術師Ｂにしてみれば、襲いかかってきた人間が突然、なぜか踵きびすを返したかと思いきや、尻しりからぶつかってきたことになる。さぞかし仰天しただろう。呪術師Ｂはランタのヒップアタックをもろに食らって転びそうになった。今だ。

「っ……！」

　ハルヒロは疾走した。呪術師Ｂの脇わきを走り抜ける。ここだ。逆手に持ったダガーを呪術師Ｂの首筋に埋めこむと、手て応ごたえがあった。サッサのお株を奪う、すれ違い背面打突バツクスタブだ。呪術師Ｂは崩れ落ちた。

「呪術師を二人やった……！」

　ハルヒロが大声で叫ぶと、蘇よみがえったかのようにチーム・レンジが、生き残りの義勇兵たちが、敵を押しかえしはじめた。流れだ。

　流れがきた。

　気を抜くな、調子に乗るなと、ハルヒロ自身がハルヒロに言い聞かせている。この機会を逃したら後悔しそうな気もする。どっちが正解なのか。わからない。でも、迷っている間にも状況は変わる。間違うことを恐れている暇なんかない。

「勝てる……！」

　乗ってやる。この流れに。

「勝てるぞ……！　押しきれ……！」

　ほら。

　一回、流れがくると、こういうものなんだ。

「イリィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ……！」

　きた。おっかない声が。カジコ。カジコたちだ。荒野天ワイルドエ使隊ンジエルズがカジコを先頭にして監視塔から下りてくる。その最初の突撃で側近オークが二人、斬きり倒されたというよりも粉砕された。そんな印象さえ受けた。いける。

　これはいける。この形は完全に勝ちパターンだ。そう思ったのに。

　一階になだれこんできた荒野天ワイルドエ使隊ンジエルズに、三人目、最後の呪術師――きっと呪術師アバエルが例の火炎放射をぶちかました。それだけじゃない。アバエルは何か投げた。縄？　違う。動いている。蛇。蛇だ。一匹や二匹じゃない。そうとうな数の蛇が荒野天ワイルドエ使隊ンジエルズの足あし許もとに投げつけられた。悲鳴。荒野天ワイルドエ使隊ンジエルズは泡を食っている。そこにレンジを置き去りにする恰かつ好こうでゾラン・ゼッシュが突っこんでいって、斬って斬って斬りまくった。あっという間だった。四、五人の女戦士が薙なぎ倒された。「――うろたえるな……！」カジコがゾランを止めようとする。打ちあった。カジコの剣とゾランの双剣が絡みあう。火花が散る。

　下がった。カジコが。でも、自分から下がったというより、押し負けたように見えた。

「くそ……！　これ以上、被害を出すわけには……！　マコ、キクノ、アズサ以外はいったん退ひけ……！」

　カジコは手て練だれだけを残して後退させるつもりらしい。レンジがゾランを追っていって一ひと太た刀ち浴びせようとしたが、軽々と撥はね返された。子供扱いだ。あのレンジが。いや、レンジは負傷してるんだ。息も切らしている。疲労だってあるはずだ。せめて怪け我がだけでもどうにかしてやらないと。チビちゃんはロンを光魔法で手当てしているみたいだ。光魔法。癒光ヒールの魔法なら離れたところにいる者も癒いやせる。神官。いる。チビちゃんの他ほかにも。

「メリイ！　レンジに魔法を……！」

「癒光ヒールは、動かれるとだめなの！　場所指定だから……！」

「場所指定――」そうか。癒光ヒールは癒いやしの光である場所を照らす魔法なのだ。光が怪我を治すまで、そこでじっとしていないといけない。レンジはゾランと戦っている。どこか一箇所にとどまるなんて無理だ。「――だけど、少しでもレンジを休ませなきゃ……！」

「俺に……！　俺に任せろ……！」

　ランタじゃない。モグゾーだ。モグゾーが自分のことを、ぼく、じゃなくて、俺って。俺に任せろって。

「フヌオオオオォォォ……！　ノオオオオォォォ……！　ムオオオオオオオオオ……！」

　モグゾーが猛然とゾランに突っこんでゆく。なんて打ちこみだ。速い。一撃一撃が重い。死の斑まだら、デッドスポットみたいだ。ゾランが守勢に回っている。レンジがすかさずゾランに攻めかかろうとした。――だから！　モグゾーが何のためにがんばってると思ってるんだよ！　ハルヒロはレンジの腕をつかんだ。「だめだ……！　治療受けろって……！」

「……どけ」

「どくかよ……！　メリイ……！」

「ええ……！」メリイが六ろく芒ぼうを示す仕し種ぐさをしながら駆けよってきて、レンジに掌てのひらをかざした。「――光よ、ルミアリスの加護のもとに……癒し手キユア……！」

　光明神ルミアリスの光を浴びせられると、レンジも観念したのか動かなくなった。メリイはレンジの頭や肩、脇腹の傷に掌を向けて治してゆく。でも、治しても治しても治療が終わらない。呼吸の乱れ方がやばいし、顔色も悪い。レンジは血を流しすぎている。

　ランタが側近オークに絡からまれている。ユメも違う側近オークに。シホルがさらに別の側近オークに襲われかけた。ハルヒロは慌てて割って入り、蠅叩スワツトでしのいだ。

「もういい……！」レンジがハルヒロを攻撃していた側近オークをイシュ・ドグランの剣の一振りで叩き伏せ、ゾランめがけて駆けだした。「――代われ、うすのろ……！　そいつは俺の獲物だ……！」

「いやだ……！　一人でやろうとするな……！」

　モグゾーはすっとゾランの向かって左側に移動し、向かって右側をあけた。レンジは吸いよせられるようにそこに収まって、二対一になった。

「俺はうすのろじゃない……！」

　モグゾーはぶった斬ぎりの剣を縦横無尽に振りまわして、攻める。息もつかせず攻めつづける。レンジもイシュ・ドグランの剣を舞わせる。剛と柔なら、モグゾーが剛で、レンジが柔。モグゾーが力で、レンジが技。そんなふうに見える。ゾランはもう、双剣を駆使して二人の剣を防ぐだけで精一杯だ。嘘うそみたいだ。嘘じゃない。事実だ。

「そうだ！　そうだよ……！　うすのろなんかじゃない！　いいぞ、モグゾー……！」

　まるで別人だ。いや。これがモグゾーなのかもしれない。たぶんモグゾーは、とろいとか、それこそうすのろだとか、さんざん言われてきたのだろう。グリムガルにくる前のことだろうから覚えていないかもしれないが、それが染みついていて、モグゾーは自分に自信がなかった。でも、ハルヒロたちと一緒に戦ってきて、今ではパーティの立派な、立派すぎるくらいの中核だ。ハルヒロなんかいなくても、メリイあたりがリーダーをやれば回るだろうが、モグゾーはいないと困る。替えがきかない。みんなそう思っているはずだし、モグゾーを頼りにしている。モグゾーも仲間からの信頼を感じているに違いない。そして、今では自覚している。自信がついてきて、能力を発揮できるようになった。

　モグゾーの、あれがきっと、本来の実力なのだ。

　レンジは見誤った。モグゾーをチーム・レンジに誘い入れるべきだった。でも、レンジがモグゾーの力を見抜けなかったおかげで、最終的にはハルヒロたちとパーティを組むことになった。ハルヒロはむしろ、感謝しないといけないのかもしれない。

　モグゾーと引きあわせてくれた、この巡りあわせに。

「男なんかと共闘するなんて、気にくわないけど……！」

　カジコが出しゃばってきて、後ろからゾランに襲いかかった。ゾランは横っ跳びして、逃げる。あのゾランが逃げている。

「賞金は山分けよ……！」

「引っこんでろ……！」

「ウガアアアアアァァァァ……！」

　カジコが、レンジが、モグゾーが、ゾランを追う。いける。

　いけるんじゃないか。

　そう思った矢先にランタが燃えあがり、もんどり打ってひっくり返った。

「おおあっ！　ぐあああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……っ！」

　呪じゆ術じゆつ師しだ。呪術師アバエル。

　アバエルはランタに火炎放射を浴びせると、途端に身をひるがえした。あいつ、すばしっこい。それに、一撃離脱ヒツト＆アウエイを忠実に守っているようだ。おかげで、とらえづらい。

「メリイ、ランタを……！」

「わかってる……！」

「ユメはシホルを守って……！」

「うにゃあ！」

「何だよ、うにゃあって……！」

　よくわからないが、ユメはシホルのそばについているので、うん、と言いたかったのかもしれない。

「オーム・レル・エクト・パラム・ダーシュ……！」

　シホルが攪乱のシヤドーコ幻影ンプレクスで側近オークを一人、惑乱させたが、焼け石に水か。側近オークはまだ十人以上いるし、それからゾランと、アバエルがいて――こっち側は、チーム・レンジの五人とハルヒロたち六人、カジコ以下荒野天ワイルドエ使隊ンジエルズ四人、あとは他の義勇兵が三人だから――あれ？　勝ってる？　頭数だけでいったら、勝ってるじゃないか。でも、アバエルがまた、一人の義勇兵に火炎放射をかました。

「うおぉぼぁっ……！」

　義勇兵は炎上して、転がった。誰だれか治療してやらないと、やばい。というか、あの義勇兵、神官の服を着ている。燃えてるけど。神官なら、自分で治せるだろうか。あれでは難しそうだ。でも、チビちゃんにしろメリイにしろ、彼を手当てしに行く余裕はない。

「アバエルだ！　やつをしとめないと……！」

　モグゾーとレンジ、カジコはゾランにかかりっきりだ。ロンはサッサ、チビちゃん、アダチのそばから離れられない。

「マコさん、キクノさん、アズサさん……！　呪術師を先に……！」

　たまたま名前を覚えていたので、ハルヒロは荒野天ワイルドエ使隊ンジエルズの女の人たちに声をかけてみた。三人はそれぞれ側近オークを一人ずつ相手どっている。そのうちの一人、カジコ並みに大柄な戦士らしい女の人が、豪快に側近オークをぶっ倒した。そのタイミングを狙ねらったのか。アバエルがするすると彼女に近づいていって、腰に吊つってある壺つぼの蓋ふたを開けた。蟲むしか。注意をうながす前に、蟲の群れが大柄な女の人を襲撃した。

「きゃああああ……！」

　女の人は蟲を払いのけようとした。反射的な動作だろうし、しょうがないが、まずい。早く逃げるか何かしないと。アバエルは、今度はすぐには離脱しない。彼女に詰めよって、何かしようとしている。いや、だけど、これってチャンスなんじゃ……？

　そう思ったときにはもう、ハルヒロは駆けていた。

　アバエルは短い金属製の鎚つち矛ほこを持っている。それで女の人の膝ひざを殴りつけ、さらに頭をぶん殴った。女の人は兜かぶとを被かぶっているので、致命傷かどうかはわからない。でも、がくっとなって、倒れた。

　アバエルが振り返って、こっちを向いた。――くそ。

　気づかれた。

「ガッシュグラッシャア……ッ！」

　アバエルが鎚矛を振りまわした。短いし、かわせる。そう判断したわりに、ハルヒロの身体からだは大おお袈げ裟さに反応した。床に身を投げだし、くるっと回転して起きあがると、すでにアバエルは逃走する体勢に入っていた。

「早ぇーよ……！」

　追いかけはじめてから、いいのかこれで、と考えた。わからない。いいのか、悪いのか、なんて。だけどあいつを自由にさせておいたら、被害が拡大する一方だ。一人ずつやられていって、数の上の優勢もやがて消える。

　怖いけどさ。

　ハルヒロごときが、あんな敵を止められるのか。一人でどうにかなる相手だとはとても思えない。だって、ほら。

「っ……！」

　ハルヒロはまた飛びこむように床に身を投げだした。アバエルが振り向いたからだ。くる、と思ったら、案の定だった。炎だ。火炎放射。ほんの少しでも対応が遅れていたら、ハルヒロは炎に焼かれていただろう。

　アバエルはまた逃げる。ハルヒロはすぐに追跡を再開したが、ちょっと距離が開いた。

　いやあ……これ、だめかも。無理っぽい。

　つかまえられないし、よしんば追いついたとしても、どうするのって話だし。仲間のことも気になるが、一瞬でもアバエルから目を離したら見失ってしまいそうだ。

　アバエルは逃げながら、ちらちらとハルヒロをうかがっている。

　――見失う。

　ハルヒロは立ち止まった。

「オッシュ……！」

　側近オークが斬きりかかってきた。ハルヒロは側近オークの剣をよけて踵きびすを返すと、あえて他の側近オークめがけて走る。相手の間合いに入る寸前で急転回したら、側近オークと側近オークがぶつかりかけた。その間にハルヒロは側近オークたちから離れた。

　足を止めずにあたりを見まわした。――見失う？

　そんなわけがない。一階は広いといっても、たかが知れている。その気になって捜せば、すぐに見つけられる。

　それなのに、アバエルは消える。消えて、唐突に現れる。もちろん、実際に消えるわけじゃない。こっちの視界から出たり、側近オークたちの中に紛れたりして、消えたように見せかけるのだ。そして、忘れたころに不意討ちをかけてくる。

　ハルヒロはアバエルをあきらめた。アバエルがそう思ってくれるといい。

　アバエルにとって、ハルヒロは消える。

　そうすれば、アバエルはまた攻撃に出るだろう。

　ハルヒロはもう、アバエルを見ていない――ふりをする。

　どうやらアバエルは、ロンたちのほうに行くつもりのようだ。それとも、二人になった荒野天ワイルドエ使隊ンジエルズか。あるいは、モグゾーか、レンジか、カジコか。なんともとらえどころのない動き方だ。

　ああやって標的に肉薄するのか。真ま似ねしてやる。いや、盗賊らしく、盗んでやる。

　わかった。

　アバエルの、次の標的が。

　ロンとチビちゃんに守られながら、氷結魔法カノンマジツクで側近オークたちを妨害したり、凍傷を負わせたりしている――アダチだ。

　アバエルがアダチを射程にとらえて火炎放射を浴びせようとする、その直前に、ハルヒロは背面打突バツクスタブをしかけた。

「ッ……！」

　アバエルはすんでのところで身をよじった。ハルヒロのダガーは、アバエルの左腕を抉えぐっただけだった。

　ハルヒロは仕損じたのだ。それなのにアバエルは反撃しないで、さっさと逃げる。自分が絶対的に有利な状況でしか勝負しないのか。徹底している。卑ひ怯きようというか、賢い。狡こう猾かつだ。アバエルはたぶん、ハルヒロの狙いを見抜いただろう。ハルヒロはアバエルのやり口を盗んで、模倣した。でも、きっとばれた。同じ手はもう通じない。ここで取り逃がしたら、アバエルは警戒を強めて、付け入る隙すきがなくなっていたかもしれない。

「排出系イグゾースト改……ッッッ！」

「ウボゲェッ……!?」

　アバエルは瞬間、何が起こったのかわからなかっただろう。いきなり横からものすごい勢いで人間の尻しりが突っこんでくるなんて、なかなか思わないはずだ。

　ランタのヒップアタックを食らって、アバエルはつんのめった。

　しっかし、なんでこいつって、たまにめちゃくちゃタイミングいいんだよ。よすぎだろ。気持ち悪いよ。

　なんにしても、こうなったらあの線なんか見えなくてもやれる。

　ハルヒロは念には念を入れて、背面打突バツクスタブじゃなくて蜘蛛殺しスパイダーを選んだ。背後からアバエルに組みつき、羽交い締めにする。顎あごの下にダガーを突き入れ、一気に掻かっ斬きって、すぐさま飛び離れた。

「ニヤリ……！」とランタは口に出して言った。馬鹿じゃねーの。いや、馬鹿だけど。

　ランタはロングソードを斜めに振りかぶって、アバエルの首筋にぶちこんだ。首を刎はねるまではいかなかったが、半分くらいまでは斬れた。蹴けり倒して、もう一撃。一撃と言わず、二撃、三撃。アバエルは動かなくなった。

「おっし！　五十ゴールド……！　ゲェーッツ……ッ！　ついでに、悪徳ヴアイスも……！」

　さすがランタだ。ブレない。いっそ感心する。いや、しない。するわけないし。

「あとはゾランだ……！」

　側近オークたちもいるが、まずはというかとにかくゾラン・ゼッシュだ。厄介なアバエルがいなくなって、ゾランとは三対一だし、いける。

「モグ――ぞぉ……っ!?」

　声援を送ろうとしたら、ゾランが跳んだ。前方宙返りだ。ゾランの背中に斬りつけようとしたカジコは空振りして、前にいるレンジとモグゾーはたまらず飛びすさった。

「なっ――」「くっ……！」「お……っ!?」

「ガァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ……！」

　そして、ゾランは回った。前方宙返りは縦回転だったが、前進しながら独こ楽まみたいにグルグルグルンッと、今度は横回転だ。速い。すさまじい勢いだ。レンジもモグゾーも何もしなかったわけじゃない。下がった。だけど下がりきれない。二人ともゾランの双剣をガツガツッと剣で受けて、弾はじき飛ばされた。

　ゾランは間髪を容いれず、モグゾーを攻める。攻めたてる。レンジが助太刀しようとすると、すかさずそっちを向いて迎撃する。力強い斬ざん撃げきでレンジを後退させて、モグゾーに双剣を浴びせる。

「イリィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ……！」

　カジコが後ろからゾランに襲いかかった。でもゾランは、振り向きざまに双剣の一振り二振りでカジコを撥はね返して、またモグゾーを攻める。モグゾー。モグゾー。ゾランは執しつ拗ように、徹底してモグゾー狙いだ。レンジが割って入ろうとしたら、前方宙返りから回転斬ぎりの連続技コンボで遠ざけて、またモグゾー。なんでだ。どうしてそこまで。モグゾーはもう、剣ではほとんど防御できない。鎧よろいがぼこぼこになっている。兜もひしゃげている。削られている。モグゾーが、刻一刻と。もちろん、なんとかしたい。だけど、どうすれば。

　ゾランの攻勢に勇気づけられたのか、側近オークたちがオッシュオッシュ叫びながら押しよせてきた。ハルヒロも側近オークに攻撃されて、蠅叩スワツトで防いでいるが、こいつ、強い。ダガーが吹っ飛びそうだ。「――パルピロォ……ッ！」ランタが援護してくれて、間一髪、危機を脱したが、言うに事欠いてパルピロはないだろパルピロは。助かったけど。

「がっ……！」

　ゾランの剣が当たって、カジコの兜が外れた。顔が鮮血に染まっている。

「下がってろ……！」レンジが怒鳴った。

　マコだかキクノだかアズサだかがカジコを引きずってゆく。だめじゃないか。

　ぜんぜんだめだ。

　今度こそ本当にいけると思ったのに。

　強すぎるんだ。ゾラン・ゼッシュ。イシュ・ドグランなんてものじゃない。化物だ。

　でもなんか――何だろう。何かおかしいっていうか、気になるっていうか。バランス。

　そう。バランスだ。何の？　身体の。左右だ。左右のバランス。左――左回り。振り返るとき、ゾランは必ず左回りだ。それなのに、回転斬りのときは違う。右回りだ。どうして？　妙だ。何か引っかかる。

「パロポロォ……！　おまえボケッとしてんじゃねーよ……！」

　ボケッとしている場合じゃない。そりゃそうだ。パロポロじゃないけど。ランタの言うとおりではあるのだが、ハルヒロは考える。これは重要なことだ。そんな気がする。

　双剣。ゾランは左利きなのか？　左利き？　なんでそう思った？

　硬いからだ。動きが。右腕よりも左腕のほうが、動きが滑らかに見える。右腕は上下動が少なくて、突っぱっているみたいな――それか、変に力が入っているみたいな。

　庇かばっているみたいな。

　たとえば、右肩や右の脇わき腹ばらあたりに故障を抱えていたりしたら、あんなふうにならないだろうか。意識しなくても、自然と庇ってしまう。

　でも、だから何だ？

　至近距離で必死にゾランと相あい対たいしているレンジやモグゾーは、おそらくこんなことには気づかない。ハルヒロは離れたところから見ているので、たまたま察知した。

　だから、何だっていうんだ？

「ランタ……！」

「ああ!?」

「百ゴールド、欲しいよな!?」

「あったりめーだろうが！」

「だったら、囮おとりになれ！　おまえにしかできない！」

「――ハッ！　おまえもようやくオレの活いかし方ってもんがわかってきたみてーだな！　どうすりゃいい……!?」

　ハルヒロは手短に説明した。ランタの役割は危険だが単純だ。暗黒騎士のランタなら、成否はともかく、試みるだけなら難しくはないだろう。

　問題はモグゾーとレンジだ。

「モグゾー、レンジ……！　あいつは振り向くとき左回りの癖があって、右側が弱い！　古傷か何かだ……！　ランタを正面に立たせる！　二人は後ろから……！」

　これでわかってくれるのか。理解したとしても、できるのか。確証なんかない。

　ハルヒロはメリイたちのほうに目をやった。メリイ、ユメが二人がかりで側近オークを防ぎ止めて、シホルを守っている。シホルは影縛りシヤドーボンドで別の側近オークを足止めした。生きていてくれるだけでいい。――チョコ。

　チョコが倒れている。死んでいる。

　死んじゃったら、終わりなんだ。

　終わらせよう。

　決着をつけてやる。

「やるぞ、ランタ！　覚悟はできてるよな……!?」

「おうよ！　百五十ゴールドだ……！」

「それかよ！」

　ハルヒロは走った。ゾランはモグゾーとレンジに双剣で猛撃を加えながら、ハルヒロを目で追っている。めざとい。ハルヒロはゾランの背後に回りこもうとしている。見抜かれているのだ。でも、これはどうかな。

「おい、雑魚……！」ランタがゾランの正面に躍りでた。「てめーなんかオレ一人で充分なんだよ、クソ雑魚が！　聞いてんのか、雑魚！　雑ぁー魚雑ぁー魚雑ぁー魚ぉ……！」

　ロングソードの切っ先をゾランに向けて大見得を切ってみせたのはまあ、打ちあわせどおりではあるのだが、なんて低レベルな。

　ただ、あそこまでやられたら、言葉が通じなくたって侮辱されていることはわかるだろう。かちんときたのか。ゾランは前方宙返りをして、回転斬りに繋つなげた。

「ガァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ……！」

「排出系イグゾースト……ッ！」

　ランタは吹っ飛ばされたんじゃない。自分から真後ろに吹っ飛んで、ゾランの回転斬りを回避したというか、回転斬りの圏内から飛びだした。

「どっはぁっ！　ヴァーカ、見え見えなんだよ、雑ざ――くぅぉ排出系イグゾースト……ッ！」

　図に乗るランタを、ゾランが猛追する。ランタが排出系イグゾーストで下がった距離を、ゾランは一瞬で詰めてしまう。

　でも、ハルヒロの思ったとおりだ。モグゾーもレンジも、戦闘力は当然、ランタより高い。タイマンで勝負したら、ランタは絶対負ける。かといって、二人がどこもかしこもランタよりすぐれているわけじゃない。ランタのほうが上回っている部分もある。

　ゾランが前方宙返りから回転斬りの連続技コンボをしかけてくると、モグゾーとレンジはよけきれずに剣で防御することを余儀なくされた。初回だけじゃない、何度も同じことが繰り返された。モグゾーとレンジが鈍いわけじゃないだろう。くるとわかっていても、よけられない。ゾランの連続技コンボはそれくらい出が早いし、リーチも長くて、やばいということだ。それなのに、ランタはかわしてみせた。

　排出系イグゾーストというスキルの性能込みの話だが、少なくともあの連続技コンボを回避することにかけては、戦士のレンジとモグゾーより、暗黒騎士のランタのほうが上なのだ。

「ガァァァァァァァァァァァァァ！　ガァァァァァァァァァァァァァァァァァァ……！」

「排出系イグゾースト……ッ！　排出系イグゾーストォォォ……ッ！」

　ゾランはむきになっている。ランタごときをとらえられないのだから、頭にくるのも無理はない。

　おかげでハルヒロはゾランの背後をとることができた。モグゾーとレンジも、ハルヒロと一緒にゾランを追いかけている。

「左回りだから……！」

　攻めるなら、右後方からだ。左後方や真後ろから攻撃するよりも、ゾランの剣がのびてくるまで、ほんのわずかだろうが、時間がかかる。

「ウワハハハ……ッ！　てめーなんぞにこのオレは倒せねえ……！」

　性懲りもなくランタが挑発すると、ゾランが吼ほえた。連続技コンボだ。前方宙返りから、回転斬り。ランタはまたしても排出系イグゾーストで逃げる。回転斬りの終わり際に、ゾランの右後方からレンジがしかけた。

　静かに、素早く、鋭く、猛たけ々だけしく。

　忍びよるように、しかし急接近して、剣を振りおろす。

　ゾランは反応した。やっぱり左回りだ。左手の剣で、バックハンドというか、外側に振りだしてレンジの剣を弾こうとする。もうちょっとだった。

　紙一重の差で、ゾランの剣はレンジの剣を阻んだ。

　だけど今までとは違う。レンジの剣はゾランの身体からだに届かなかったものの、ゾランの剣を押し弾いた。

　もっとも、ゾランは双剣使いだ。ゾランはすかさず右手の剣でレンジの胴を薙なぎ払った。レンジはおそらく、さっきの一撃にすべてを懸けていた。防御なんか捨てていた。

　よけられない。

「ぐ……っ！」

　鎧のおかげだろう。斬きられはしなかった。とはいえ直撃だ。レンジは薙ぎ倒された。

　失敗だ。

　だめだった。

　ハルヒロの足は止まりかけていた。モグゾーはそうじゃなかった。

「どぅもーっ……！」

　でも、無謀だ。どうも斬こと憤怒の一撃レイジブロー。踏みこんで、渾こん身しんの力をこめて斜めに斬りおろす。奇襲じゃない。ゾランは待ち構えていた。満を持して、双剣で受けることさえしなかった。ゾランの剣はモグゾーの剣より疾はやかった。

　モグゾーは、まず左肩を打たれた。それから、右上腕。左下か膊はく。右の腰あたり。それから、頭。左の側頭部。頭頂部。

　板金の鎧とか兜かぶととかって、あんなに頑丈なんだ。斬れないものなんだ。たとえ斬れなくても、平気なわけがない。ぐちゃぐちゃにへこみまくっている。

　どう考えたって平気じゃないはずなのに、モグゾーは倒れない。膝ひざもつかない。ぐっと踏んばるような姿勢で立っている。そうか。

　鋼返しスチルガード。

　鎧など防具の防御力を充分以上、十二分に活用、引きだして敵の攻撃を撥ね返す、重装式戦闘術のスキルだ。

　ただし、どこからどう見ても、撥ね返してはいない。一方的に打たれまくっている。耐えられるのか。いくらモグゾーがタフでも、長い時間は保たないだろう。だったら。

　ハルヒロがやることは一つだ。

　身体は勝手に動いている。ハルヒロは盗賊だ。相手の背後ばかりうかがっている卑ひ怯きよう者もので、いつもそればっかり考えているから、こんなときでも同じだ。

　ゾランはモグゾーに集中している。なんでこの人間は倒れないんだと、きっと思っている。妙だ。おかしい。もしかすると、不気味さすら感じているかもしれない。焦燥に駆られてさえいるかもしれない。

　ハルヒロはゾランの背中めがけて突っこんだ。線？　そんなもの見えない。どうだっていい。ただ、なんとなくこのへんかな、というのはあった。ゾランは赤い、かなりよさそうな鎧よろいを身につけているし、兜も被かぶっているが、その間にわずかな空くう隙げきがある。ここに入るじゃないか。ゾランは背が高いので、ハルヒロはダガーを逆手に持って、振りおろした。首と背中の境目あたりだ。

　刺さった。

　その瞬間、ゾランは身を硬くした。

　抜いて、もう一刺ししようとしたら、ゾランの左腕が襲ってきて、撥はねのけられた。

「どぅもーっ……！」

　ハルヒロは床を転がりながら、モグゾーがどうも斬を放ってゾランの肩口に命中させるのを見た。ゾランはモグゾーを蹴けりのけて、ひとまずこの場を離れようとしたのかもしれない。させるか。ハルヒロはゾランの右脚にしがみついた。すぐに左足の踵かかとで頭を蹴られて、瞬間、意識が飛んだ。

　我に返ると、カジコがゾランに一ひと太た刀ち浴びせていた。ロンも近くにいた。アダチが氷結魔法カノンマジツクをゾランにお見舞いした。チビちゃんが杖つえでゾランを殴打した。ランタが斬りつけた。シホルが影鳴りシヤドービートを使った。ユメも剣けん鉈なたでゾランに一撃加えた。メリイまで錫しやく杖じようでゾランを殴りつけた。
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　頭をやられたせいか、ハルヒロはぼんやりしていた。なんか、ちょっと異様だな。みんな、取り憑つかれたようにゾランを袋ふくろ叩だたきにしている。まあ、わからなくもないけど。怖い目に遭ったわけだし。誰だれも彼も死にかけた。本当に、しゃれにならないくらい、恐ろしすぎる相手だった。そのゾランはもう、床にうずくまっていて、無抵抗だ。まだ生きているのか。どうなんだろ。側近オークたちはどうしているのか。ゾランを助けようとする側近オークもいるが、やられてしまう。というか、側近オークの数がやけに少ない。そうじゃなくて、こっちが多い。荒野天ワイルドエ使隊ンジエルズや、どこかに隠れていた義勇兵たちが出てきて、側近オークたちを一人一人取り囲み、叩たたき殺している。

　ハルヒロは後頭部をさわってみた。血は出ていない。でも、顔面は濡ぬれている。頭を蹴られたとき、床に鼻だの顎あごだのを打って、出血したようだ。息が苦しいので、鼻の骨は折れているかもしれない。

「もういい」

　レンジが立ちあがって、カジコやチーム・レンジの面々やハルヒロの仲間を押しのけた。何か怒鳴って逆らおうとしたランタは、レンジにぶん殴られた。

　レンジはイシュ・ドグランの剣を振りかぶった。誰かが制止する間もなかった。

　振りおろして、ゾランの首を落とした。

「終わりだ」

　広間が静まりかえった。

「おお……！」と誰かが歓声をあげた。

　数人の側近オークがオークの言葉で何かわめきながら荒野天ワイルドエ使隊ンジエルズに突撃して、返り討ちにされた。

「ハル……！」メリイが駆けよってきた。「大丈夫……!?」

　ハルヒロはうなずいた。何か言おうとしたが、声にならなかった。

「ひゃっくごじゅうっ！」ランタが跳びはねて喜んでいる。「百五十ゴールドだ……！」

「とどめ刺したのはレンジでしょ！」

　サッサが抗議すると、カジコが「山分けだ！」と叫んだ。

　どうでもいいかな。いや、どうでもよくはないか。大金だし。新しいスキル覚えたりとか、あと、宿舎を出て貸し宿の鍵かぎがついた部屋を借りたりとか、装備を整えたりとか、いろいろできる。とくに防具はかなりボロボロだから、直したり買い換えたりしないと。

　あーでも、頭が回らない。

　側近オークは皆殺しにされたみたいで、シホルは安あん堵どしたのか泣いていて、ユメに抱きしめられて「よしよしよし。よかったなあ。よかったよかった」と頭を撫なでられている。

「起きあがれる？」とメリイに訊きかれた。うん、いや、無理。ハルヒロはとっさに嘘うそをつこうとした。メリイがやさしくしてくれそうだったから。でも、やめた。

「なんとか、ね」ハルヒロは身体を起こした。「――ていうか、おれより……」

　どうして突っ立ってるんだろ。

　みんな小躍りしたり、口論したり、仲間の神官に手当てしてもらったり、何やかやしているのに、ただ立っている。

　だけどなんか、変だ。

　剣を持っていない。両腕は、だらりと下がっている。

　立ってるだけで、すごいんだけど。

　よく立ってるよな。立っていられたよな。そんな状態で。兜とか、ひしゃげてるだけじゃなくて、ずれちゃってるし。あちこちから、血がにじみだして、したたっている。

　不意に、ゆっくりと倒れた。

　何かに立てかけていた重い物が、急に支えを失って、倒れた。そんな倒れ方だった。

　メリイが息をのんだ。

　ハルヒロは彼の名を呼んだ。

「……モグゾー？」
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あとがき







　僕はさいわい、ありがたいことに、小説を書いて生計を立てることができています。どういうわけか、引きも切らずいろいろな方から仕事をいただいて、書かなければならない原稿を書いているだけで暮らしが成り立ってしまうという、とても恵まれた環境です。それなりに忙しくはあるのですが、実際のところ時間を作ろうとすればいくらでも作れますし、ひっきりなしに小説を書いているのは、ようするに書きたいから書いているのです。たまに一日か二日、仕事が途切れると、買いためてあったゲームをじっくりプレイするよりも、あたためていたアイディアを小説にすることを考えていたりします。

　遊びと仕事の区別が、僕にはほとんどありません。もともと友だちが少なくて、僕にとっては、遊ぶ＝一人でゲームをする、という感じでしたから、一人で小説を書くのも遊びなのです。もちろん、小説を書くのは楽しいだけではありません。つらかったり、苦しかったりもします。ですが、ゲームだって、どうしてもクリアできなくて四苦八苦することもあります。それを乗り越えてゲームをクリアしたときの喜び、解放感は格別なものです。小説も一緒です。苦労して書きあげると、やはりとても嬉うれしいものです。

　僕は半分、いや、半分以上、遊んで暮らしているようなものです。小説を書く過程で難局にぶちあたることはよくありますが、今まで何度も乗り越えてきましたし、これからも乗り越えられるだろうと、わりあい楽観しています。仮にミスを犯したとしても、僕はべつに戦場にいるわけじゃない、それで死ぬわけじゃありませんから、挽ばん回かいすることは可能でしょう。まあ、なんとかなります。

　僕は昔のようにゲームをプレイしなくなりました。その理由がたぶん、ここにあります。僕にとってゲームは、少なくともある時期、唯一といってもいいくらいの遊びでした。でも、僕は今、小説を書いて遊んでいます。おかげで、ゲームで遊ぶ暇がないのです。とはいえ、ゲームでしか味わえない興奮、新しい感覚がきっとあるはずなので、それを追い求めて今日もゲームの情報を漁あさりつづけ、気になるゲームは購入して、ちょっとプレイしては少しだけがっかりし、だけれど次の出会いに期待することをやめられません。きっと、死ぬまでやめないでしょう。

　紙数が尽きました。編集Ｋさんと白しら井い鋭えい利りさん、ＫＯＭＥＷＯＲＫＳのデザイナーさん、その他、本書の制作、販売に関かかわった方々、そして今、本書を手にとってくださっている皆様に心からの感謝と胸一杯の愛をこめて、今日のところは筆をおきます。またお会いできたら嬉しいです。


十じゆう文もん字じ　青あお
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